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			必勝ダンジョン運営方法⑧

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１９０掘　各隊の反応

			第１９１掘　魔剣姉妹の処遇

			第１９２掘　道中の格差

			落とし穴33掘　ウィードの日々

			第１９３掘　合流と説明

			第１９４掘　侵攻目標の説明と攻略方法の立案

			第１９５掘　砦攻略作戦

			第１９６掘　伝説は始まらずに終わる

			落とし穴34掘　あまーい日

			第１９７掘　砦攻略後の話

			第１９８掘　街を任される理由

			第１９９掘　とりあえず会談

			第２００掘　相手の動向

			第２０１掘　動き出す敵と今日の御飯

			第２０２掘　けっ

			第２０３掘　王者としてのハーレムとは

			第２０４掘　準備は万端？

			第２０５掘　迫る時

			第２０６掘　本職

			第２０７掘　蘇る過去は帰り道の邪魔

			第２０８掘　おまけたちの決断

			第２０９掘　重なる

			落とし穴35掘　魔物会議？

			第２１０掘　騒ぐ人たち

			第２１１掘　大変な時間

			第２１２掘　桜

			第２１３掘　事情聴取

			第２１４掘　忘れ去られそうな者たち

			番外編　それでも変わらないものがある

		

	
		
			　

			第１９０掘　各隊の反応

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さてさて、ジェシカに通達を任せて、俺はジルバ帝国王都にて王様の相手をしたり、こっちに来るウィードの部隊に対する準備をしていたりした。

			　まあ、３日もあれば部隊が揃うだろうから、俺の準備というのは、使える敷地や住まいの使用許可をとることくらいである。

			　飯とかの用意は、一応ジルバ帝国に頼んでいるが、正直スティーブが食べた時の反応を見る限り、ウィード部隊からの評判は絶対よくないだろうし、士気の問題もあるからこちらでも用意していく。食って大事だよな。

			「さて、結局、編成はどうなったのかね」

			　俺はそう言いつつ、ジェシカの通達に沿って、セラリアやエリス、ラッツが組んだ部隊と物資の詳しよう細さいが書かれた紙に目を通す。

			　物資についてはおおよそ予想通りで、俺の希望通り。

			　銃火器については基本秘匿しておく必要があるが、いざという時の最終兵器だから、スティーブを筆頭に隊長格のゴブリンたちには、アイテムボックスに入れることを条件に携帯させる許可が出たみたいだ。

			　その他、見た目は普通の一般装備で、剣と盾に鎧よろい、弓。

			　見た目はな。中身は、お約束のナールジアさん特性武器で、しかも個人認証つきだ。

			　万が一鹵ろ獲かくされても、相手は使うことすらできん。

			　魔力による認証なので、地球みたいにカードや鍵かぎ、パスワードの入力などもなく即時認証可能でタイムラグはない。

			　認証されない場合は気絶する程度の電撃が流れるようになっているので、これを利用したトラップも展開できる優れものである。

			　これがエナーリア聖国侵攻部隊、王都派遣部隊、ダンジョン防衛部隊の基礎装備となる。

			　侵攻部隊には攻城武器、運搬用の鉄車（マローダー系）など、言い訳が通用する分――あからさまな高火力の兵器以外だが――移動用を中心に装備を揃えて楽をする予定だ。

			　戦の後は、こうした兵器を見せることで、相手になぜ負けたのかを確実に理解してもらうのに一役買うだろう。

			　侵攻部隊の主な編成は俺、リーア、ジェシカ、シェーラ、トーリ、リエル、カヤ、ラビリス、アスリン、そしてゴブリン隊から50名ほどとなっている。

			　正直、最高戦力の塊かたまりだ。

			　一方、派遣部隊には鉄車、各種武器、剣や弓、槍やりと言った基礎武器ではなく、メイスや三間槍やりなど特殊な前時代的な武器を装備させることで、王様との約束を果たす形だ。

			　この部隊には調査隊も含むので、調べるための機材なども持っていく。

			　王都派遣部隊にはスティーブ、ザーギス、カース、ゴブリン隊から１００名ほど。ゴブリン隊が侵攻部隊よりも多いのは、万が一、ジルバ帝国から出動を依頼された時のためだ。

			　いや、これだけで王都は制圧できるけどな。

			　ザーギスとカースは、言わずもがな魔力調査の人員である。書庫の文献あさりなどをしてもらう。

			　最後のダンジョン防衛部隊は、敵勢力および自分たちの身内でない限り、ダンジョンへは通行どころか侵入を許さないための防衛戦力だ。

			　そういった理由もあり、この部隊の装備は段違いである。

			　固定砲台を10門、これは東西南北をフォローできる配置によってダンジョンを覆おおうため。

			　高射砲を８門、これは上空からの敵を迎げい撃げきするため。

			　最後にＭ１Ａ１を４両。これは簡単に言えば某大国の主力戦車で、Ｍ１エイブラムスを改良して44口径120mm滑腔砲を主砲とし、砲弾換装による使い分けができるようになっている。なお、砲弾のＡＰＳＳＤＳの弾芯には劣化ウランを使用しており、並の戦車の装甲ですら貫く。

			　嫁たちや魔物戦闘員には誤解覚悟で軽い説明をしたが、このＡＰＳＳＤＳは、単純に装甲を貫くのではなく、高速で衝突した際に高熱が生じて砲弾の残ざん骸がい、装甲の破片が装甲内で拡散するのだ。

			　つまり、貫通というより内部を破壊するための砲弾と言うべきだろう。

			　内部と言っても機構を壊すだけではなく、その衝しよう撃げきや破片をもって内部に乗員している兵士を殺害するためである。

			　いくら乗り物が強固であっても、乗員はそうはいかないからな。

			　ちなみにサブウェポンとは違うが、主砲以外にも口径が違う機関銃が２門つけられている。

			　正直、燃費や性能の問題でＭ１Ａ２のがいいのだが、ＤＰ価格が３倍以上だったので手が出せなかった。

			　――と、この戦車を嫁さんたちに拝み倒して、４両。１両につき２０００万ＤＰである。しかも、砲弾費は別だ。

			　さすがに大量出費ではあるが、この異世界で現代兵器がどこまで運用できるかのテスト目的もあり、ちょうどいいので頼んだ。

			　無論、俺のアイテムボックスにも２両ほどある。

			　砲弾なども合わせて、締めて１億８０００万ＤＰぐらいの出費となった。

			　１万７０００人のウィード住民のおかげと言えよう。ちなみに人口をＤＰで換算すると、１日で約40万ＤＰくらいの収入だ。

			　１か月で約１２００万。

			　あれ、出費に追いついてなくない？　と思うだろうが、これはウィード住人による最低限のＤＰ収入であって、実際には冒険者や他国からの観光客なども含めてこれの３倍以上は収入がある。

			　正直、「ＭＳとかＡＣがー」と思ったが、よく考えてみると戦車でこの価格である。

			　それが、１０００万でＭＳとかＡＣが使えるのはおかしい。

			　あの駄目神のことだから「使えるようになる」が、それだけってことだと想像している。つまり、ダンジョン運営の項目に各ＭＳやＡＣが追加されるための条件が１０００万ＤＰってだけで、実際に使うには膨大なＤＰが必要な書類詐さ欺ぎみたいなもんだと思っている。

			　ま、結局、使えるかどうか分からん乗り物より信頼性のある戦車を選んだわけだ。というか、ＭＳとかＡＣは隠せる気がしないし、誤魔化せる自信もない。

			　ちなみにこうした理由に加えて諸事情により、空戦可能な戦闘機やヘリの導入はまだだ。

			　ドラゴンとかへの対策なら対空ミサイルでいいだろうし、普通に魔術とかで倒せるだろう。

			　その意味では、この戦車もこの世界ではあまり攻勢には向いていないのも確かだ。

			　あまりにも魔術に弱すぎるのだ。

			「万が一、異世界に行った時に現代兵器が手に入っても全然安心できない」と田中が雑談で言っていたのを思い出す。

			　問題は装甲や火力ではない。

			　魔術による内部の乗員への直接攻撃も考えられるが、そんな素晴らしい魔術があるなら、その世界における戦いは大軍と大軍との戦争にはならないだろう。

			　直接、組織の代表や指揮官を遠距離から狙えばいいだけだし。

			　戦車にとっての一番の敵は地形である。

			　飛んだり跳ねたりできない戦車は、森には進軍できないし、山は登れない。だから、地形を変化させる魔術にめっぽう弱いのだ。

			　戦車がはまって、抜け出せないほどの大きさの穴を魔術で即座に作るだけで、戦車はほぼ無力化できるのだ。

			　だが、逆もまたしかりで、こちらに地形を変化させる魔術師がいれば進軍がたやすくなるとも言える。

			　そう考えると、地球には地球の、異世界には異世界の戦い方があるのだとよく分かる。

			　というわけで、戦車は防衛での遊撃隊にしていた。

			　防衛部隊には、その他の携行銃火器とかも山ほど装備させているので、このダンジョンが落ちるのであれば、さっさとこの大陸から逃げるべきだ。

			　あ、防衛部隊にはモーブ、ライヤ、ジョン、ミノちゃんとその配下たちが加わっている。

			「結局、こんなもんか。無難だな。いや、面白編成でも、それはそれで困るが」

			　こんなところに面白味を入れても仕方ないしな。

			　とりあえずジルバ帝国との交こう渉しようは終わってるし、準備している連中の様子でも見てくるか。

			「あれ？　どうしたんです、今日はもう終わりのはずですよね？」

			　席を立つ俺を見て不思議がるリーア。

			　なので、手に持った書類をぴらぴらさせて答える。

			「戻って部隊の様子を見に行く」

			「なるほど、それじゃあ行きましょうか」

			　リーアも当然とばかりについてくる。

			　まあ、すでに慣れたが、彼女とは本当にいつも一緒なんだよな。

			　休日は俺もセラリアとかと一緒だから、リーアが同行しないことも多いが、その時ぐらいなんだよな、リーアが１人の時って。１人の方が休まる時もあるだろうに……。

			　プライベートを大事にっていうのは、地球の日本だと普通だったが、まだまだその感覚はないか。

			　そんなことを考えつつ、まずは侵攻部隊を訪ねた。

			「準備はどうだ？」

			「あ、ユキさん。僕たちは問題なしかなー」

			「ですね。鞄かばんにしっかり道具も携帯してますし」

			「マローダーにもしっかり積んでる。アイテムボックスにも入れてるから、万が一も大丈夫」

			　リエルが猫耳をピコピコさせ、トーリは尻尾しつぽをパタパタさせ、カヤも狐耳をピーンとこちらに向けてやってくる。

			　嫁さんたちは問題なさそうだな。

			「ラビリスたちはどうした？」

			「あー、なんか持っていくお菓子を、お店に買いに行ったよ」

			「……そうか」

			　遠足か!!　って言いそうになったが、嗜し好こう品ひんもないと遠征はだれるからな。

			　あの体型が問題なのだ。ラビリスは不釣り合いに胸が飛びぬけているが、頭身は小学生だからな。

			「スティーブ、こっちに送るゴブリン部隊はどうだ？」

			「うーす。問題ないっすよ。ブリットが行きますから」

			「あいつか、珍しいな」

			「ま、今回は、結構戦力が分散しますからね。仕方なく渋々って感じでしたよ」

			「だろうな」

			　ブリットはスティーブと同じく最初期に呼んだゴブリンの１人で、副隊長を務めている。

			　が、ひどくめんどくさがりなので、重役にはつかずのんびりするのが性に合っているようだ。

			　そのため、なにごともそつなくこなせるが、目立たない働き方を実践している。

			　ある意味俺に似ているかもしれない。

			　セラリアとの訓練に巻き込まれた回数がゼロなのを考えても、スティーブよりも世渡り上手なのは分かる。

			「ところで、ザーギスの奴はなんでそこで縛しばられてるんだ？」

			　そう、スティーブの横には簀す巻まきにされたザーギスが転がっていた。

			「……ああ、ユキですか。簡単ですよ、ザーギス曰いわく……」

			　同じく調査隊のカースが説明しようとしたところで……。

			「私はデスクワーク専門なんですよ!!　よそに行ってロードワークとか、あり得ないんですが!!」

			「いや、向こうでも仕事はデスクワークだと思うぞ？　調べものが中心だしな」

			「違うでしょう!!　どうせ私も、調査隊と名を打ちつつスティーブの指導に参加して、手伝いをさせられるに決まってます!!」

			「間違いではない」

			「やっぱり!?　じゃあ、ダンジョンでのんびり研究してた方がましですよ!!　文明も劣るところで研究するなんて、滞とどこおることしか想像がつかないです!!」

			　確かにな。

			　機材を運び込むとしても使い慣れた場所ではないし、すぐに補給もできないのは面倒だ。

			「だが、研究はそんなもんだろう。あきらめろ。面白い文献があるかもしれないしな」

			「……はぁ、抵抗しても無駄のようですね。その面白い文献とやらがあることを祈りましょう」

			　簀巻き状態のまま、がっくりと首が垂れる。

			　お前は準ニートだから、なるべく外に出したいって意図もあるんだよ。

			　とりあえず、王都派遣部隊は細々した問題はあるが、大きな問題はなさそうだな。

			「おう、ユキじゃないか？　様子見か？」

			　ザーギスの簀巻きを見つめていると、モーブがライヤやジョンたちを引き連れてやってきた。

			「おう、そうだ。そっちは見た感じ準備が整ってるし、もう出発って感じか？」

			「ああ。知っての通り、俺たちはダンジョン防衛部隊だからな。物資はいつでも補給できるし、すぐに展開予定だ」

			「特に問題はなさげか？」

			「特にはないな。欲をいえば少し酒がな」

			「酒？　普通に物資に入ってたはずだが？」

			「いや、ユキ、そっちじゃない。趣味の嗜し好こう品ひんの方だ」

			　ライヤにそう言われてぴんときた。

			「日本酒か？」

			「ああ、しかし高いんだよな。今の手持ちじゃ、１００本までしかストックできなかった」

			「いや、十分だろうに。補給はいつでもできるし、ウィードに戻ったら次の給料日に買えよ」

			「ま、ユキの言う通りだが、モーブは部下や後輩に酒をふるまう悪癖があってな。毎日、最低でも３本は消える」

			「１日最低で３本かい。飲みすぎだ。これを機会に少し我慢しろ」

			「はぁ、やっぱりライヤと同じこと言うのな。仕方ねぇ、亜人の作ってる酒が美味うまいことを祈ろう」

			「その可能性は、すごく低いと思うぞ」

			「言うなよ」

			　こんな感じで予定の人員は、特に滞とどこおりなく行動に移れそうだ。

			　さてさて、俺たち侵攻組は何事も問題なく……は行かないだろうな……。

			「……ユキさんそういえば、オリーヴとミスト姉妹の処遇はどうなったのですか？」

			「あ、忘れてた」

			　いまだに帝国に戻ってきていないって設定だった。

			　隠れている屋敷に呼びに行かないとな。

		

	
		
			　

			第１９１掘　魔剣姉妹の処遇

			　

			　ｓｉｄｅ　ミスト・メルト　水の魔剣使い

			　ユキたちと別れ、王都の屋敷でひっそり過ごすこと２週間とちょっと。

			　王城で何かしら騒ぎがあったようですが、今私たちはこの王都にはいないということになっているので、詳しく調べるわけにはいきません。

			　せいぜい屋敷の者を使って街の様子を調べる程度です。

			　王城の中へ探りを入れるには、伝つ手てが必要です。

			　伝手もないわけではないのですが、頼みづらい事情もあります。

			　今回の大失態に味方してくれる人間がいるとはとても思えないので、下手に外部の協力者を得ようとすれば私たちのことが露呈するでしょう。そうなれば最悪、ユキたちが王への対応に失敗していたら、そのまま処刑台に昇らされることだってあり得るのです。

			「まったく、いまだに音沙汰なしですか。……どう考えたらいいのかしら、ミスト？」

			　お姉様も、２週間も家でじっとしっぱなしなのは堪えるらしく、部屋の中を歩き回りながら聞いてきた。

			「何度も言いましたが、噂からするとユキたちが王城に乗り込んだのは、まず間違いないでしょう」

			「ええ、亜人を連れた男が王城へ殴り込んだって、そんな人間、１人しかあり得ませんわ」

			「にもかかわらず、ユキたちの首が晒さらされるようなこともなく、王城が落ちたという話もありません。詳しくは分かりませんが、なにかしら王と交こう渉しようをしているのでしょう」

			「……交渉。なぜ、こんなに時間がかかっているのかしら」

			「さあ。私たちのことも含めて話をつけると言っていましたし、ユキたちがジルバ帝国を倒す意思がないのであれば、色々と面倒事を押し通すには時間がかかると思います」

			「まったく、なにをそんなに遠回りをしているのでしょうか。彼らの実力なら、王城を制圧できるでしょうに。エアとかいう王の腰巾着がいますが、あれも相手にはならないでしょうし」

			「ええ、お姉様の言う通りですが、それではただ国が混乱するだけですし……。ユキたちの本来のスタンスは、自分たちにケンカを売ってくるなというだけですからね」

			「……面倒になったのは、私たちが原因でしたわね」

			　お姉様ががっくりと頭を下げました。

			「それにしても、なぜ私たちを庇かばうような真似をするのでしょうね。私たちを切り捨てれば、その分交渉事も減るでしょうに」

			「……おそらくですが……ユキたちが、ジルバ帝国を利用するつもりなのはご存じですよね？」

			「ええ、そのために王城を制圧しないで交渉をするという訳の分からない行動をとっているのでしょう？」

			「そこです。実は、考えようによっては道理が通っているのです」

			「どういうことでしょうか？」

			「まず、ジルバ帝国の王都を落としても、帝国のすべてが屈服するわけではありません」

			「それは、その通りですわ」

			「はい、王都を落とせば、帝国領土の貴族たちが各個独立しようとするでしょうし、ユキたちに対して反旗を翻すでしょう」

			「想像は、たやすいですわね」

			「ですから、交渉をというわけです。圧倒的な力を示して自分たちをジルバ帝国に認めさせ、ある程度の権限をもらう一方、敵対しないように抑えるわけです」

			「……つまり、ユキたちにとっては、交渉で丸く収めるのが一番都合がよいと？」

			「はい。おそらく私たちの失脚を防ごうとしているのも、その一環です。私たちが失脚すれば、代わりの魔剣使いの選別や、私たちの領土の分配といった話があがります。それに、これを機に敵国が侵攻してくる可能性もあります。これは、ユキたちがジルバ王都を落としても、同様の状況になるでしょうが」

			「なるほど、ユキたちがジルバを乱す理由は、その観点から見ればまったくありませんわね。表向きジルバを盾にして動き回る方が効率的ですわ」

			　結局、ユキたちの行動は、最短で自分たちの目的を達成できるように行動をとっていると言っても間違いではありません。

			　詳しい目的は知りませんが、彼らはこの大陸で自由に動きたいようです。

			　それなりの領土と友好国の多いジルバの後ろ盾が得られれば、これほど楽なことはないでしょう。面倒事はジルバ帝国に処理してもらえばいいのですから。彼らはあくまでもジルバ帝国の賓ひん客かく扱いになるし、これほど都合のいいことはありません。

			「それでも、帝国と交こう渉しように持ち込めているのなら、私たちに連絡の１つでも入れるべきでは？」

			「まあ、それはそうですが……。あの用意周到なユキが連絡しないというのは、まだ状況が私たちにとってよろしくないと見るべきでしょう」

			　通常であれば私たちは、すでに命を落としているか、慰なぐさみ者になるか、命からがら逃げ帰っても処しよ罰ばつが待っているかという八方塞がりの状態です。

			　それを考えれば、今の状態は幸運と言うべきでしょう。

			　交渉が失敗しても、最悪、魔剣という強力な武器を持って逃げることだって可能です。

			「……結局、待つしかないのですね」

			　お姉様がそう言って窓を見つめると、ドアがノックされました。

			「オリーヴ様、ミスト様、ユキと名乗られる方が面会をお求めです。例のユキ様と容姿に違いありませんが、お通ししてもよろしいでしょうか？」

			　ドア越しにそんな言葉が告げられたので、お姉様は即座にドアを開けて命じます。

			「すぐに客間へ通しなさい!!」

			　私も椅子から立ち上がり、お姉様についていきました。

			「……ユキの周りに、帝国兵士たちはいましたか？」

			「いえ、そのような姿はありません。付き人と思わしき女性が３名ほどだけです。そのうちの１人が首輪なしの亜人ですので、少しご注意を」

			　その言葉を聞いて、私はユキで間違いないと思いました。

			「……その亜人、狐ですか？」

			「え？　ええ、その通りです」

			「私、カヤは苦手なのですが……」

			　使用人の返事を聞いて少し青ざめるお姉様。

			　確か、カヤさんはお姉様をボコボコにした方です。

			　しかも、お姉様と同じ炎を使う戦士で、魔剣を使うお姉様を圧倒していました。

			　苦手意識も当然でしょう。

			　ある意味、お姉様を抑える目的もあって連れてきたとも考えられます。

			　そんなことを考えながら、ユキの待つ客間の扉を開けると……。

			「いやー、すっかり忘れてたわ」

			　そんなふうに軽い感じで、にこやかに笑っているユキがいました。

			　……少し彼を買いかぶりすぎたのでしょうか？

			　しかし、彼の話を聞いて判明しましたが、私の判断は間違いではありませんでした。

			　ユキたちは、ほぼ完全な自由行動に、大きい裁量権、さらにジルバ帝国のお墨付きを得たそうです。魔剣使いの私たち以上の権限を有した外部傭よう兵へい部隊など、聞いたことがありません。

			　その一方で傭兵部隊としての仕事は引き受けるつもりとのことで、マーリィ様のエナーリア聖国への侵攻を援護するとのこと。

			「……相変わらずトンデモありませんわね。で、私たちの件はどうなりましたか？」

			　お姉様があきれつつも私たちにとって一番の重要点を聞きます。

			「ああ、それな。一応、体面があるから公式には発表や処しよ罰ばつはない。損失した人員、物資についても言及はされない。オークの集団と戦闘したという処理になった」

			「……私たちの後釜を決めようとすれば騒動になるし、他国の行動も気になる。こうした諸々に対応するのに一番いい筋書きにしたということでしょうか？」

			「おお、当たり。と言っても、それを考えたのはミストの方だろう？」

			「……そうですわよ」

			「やっぱりか。で、表向きの処罰はないにしても、上層部は全員、今回のお前たちの失態を知っている。このまま手柄なしでジルバ王都に戻れば、たとえ王様や俺たちがにらみを利かせても、不満を言う連中が必ず出てくるだろう」

			「それはそうでしょうね」

			「そこでだ。王様からは、２人も残りの１０００人の兵を連れてマーリィと連携し、エナーリア聖国侵攻で戦果を上げよとのことだ」

			　なるほど。それで信頼、信用を回復せよという意味ですか。

			　確かに、失態には戦場での戦果が一番です。

			「これで、晴れて２人は俺の捕ほ虜りよではなくなった。俺とマーリィを介して王の命令を受け、正式に軍を動かせるというわけだ。だから、一々、王城に失態報告へ行かなくていい。次に王都へ来るのは、エナーリア侵攻での戦果報告のためだ」

			「……勝つつもりですか？」

			「さあ、戦場はどう転ぶか分からんからな。でも、そちらとしては頑張らないといけないよな？」

			「負けるとは露にも思っていないでしょうに。……ですが、私たちにとってはありがたい話ですわね」

			「はい、お姉様」

			　確かに彼らが味方になるのなら、戦力としては申し分ありません。

			　私たち自身の力で戦果を挙げるのは重要ですが、私たちが失脚して困るのはユキたちも同じです。いざとなれば、こちらの都合のいいように手助けをしてくれるはず。

			「では、あなたたちを信頼しますわ」

			「あなたたちの手を借りられるなら、負けはありません。それに、私たちの良いように手助けしてくれるのでしょう？」

			　そう聞くと、ユキが少し微妙な顔をした。

			「まあ、そっちに失脚してもらっても困るのは確かだ。それを防ぐために色々手は打つが、なんでもかんでもはできないぞ？　空を飛んで助けてくれとかは無理だからな」

			「「「できるでしょう」」」

			　即座に、周りのリーア、ジェシカ、カヤから突っ込みが入りました。

			　空を飛べるんですか……って!?

			「「ジェシカ!?」」

			「今、気が付きましたか」

			　なにを堂々と、この王都に戻ってきているのですか!?

			「私は、今は、王からユキとの交こう渉しよう役としてのお役目をいただいておりますので」

			「……ユキの人使いは荒いですね」

			「……否定はしません」

			「人聞き悪いな」

			　どちらにせよ、これで私たちの首は繋がりました。

			　いえ、これから頑張らなくてはいけないのですが、まずは当面の危機を避けられたことにひと安心です。

			　次は、エナーリア聖国ですか……私たちと同じ魔剣使いが複数いるはずです。

			　ユキの力があるとはいえ、そう簡単にはいかないでしょう。

		

	
		
			　

			第１９２掘　道中の格差

			　

			　ｓｉｄｅ　オリーヴ・メルト　炎の魔剣使い

			　リエル、トーリ、カヤが私たちの目の前で、食事をしながら話をしています。

			「……ずずっ。でさ、その時……」

			「ああ、あったね。ずずっ。でもさ、結局……」

			「はふはふ……。へー、その話は初耳」

			　私たちは今、置いてきた１０００人の兵と合流を果たし、マーリィの指揮の下、エナーリア聖国侵攻作戦の援軍として行軍しています。今は、道中で食事中です。

			　王とも顔を合わせずに済んだので、ありがたい限りなのですが……。

			「……ミスト。なぜ、向こうはこうも食事時にいい香りが漂ってくるのかしら？」

			「……お姉様、彼らとは、それだけ基礎的な技術に差があるのでしょう。普通に考えると、お湯を沸かすだけで、あのような食べ物ができるとは思えません」

			　今私たちの手元には、干し肉とお湯で作った薄いスープがあるのみ。

			　失態の件もあって物資の補充は受けられませんでしたが、ユキたちが鹵ろ獲かくした物資をこちらに返却してくれたので、私財で補給を行わなくて済んだのはありがたいのですが……。

			「ユキ、このラーメンの味は初めてですが？」

			「ん？　ああ、みそ味だ。前に、みそ汁を飲んだことはあるだろう」

			「ああ、そう言えば覚えのある味ですね。しかし、美味しいですね。色々な味があって飽きません」

			「ジェシカさん、私は醤油味ですよ。味見してみます？」

			「はい、ありがとうございます」

			　目の前でいい香りを漂わせ、美味しそうに食べる姿を見せられるのは堪こたえます。

			　しかも、従えている傭よう兵へい全員が、同じような物を食べているので余計にです。

			　私たちの部下たちは、必死に味気ない食事で我慢しているというのに。

			「ユキ、ちょっといいかしら」

			「ずずっ……。なんだ？」

			「その食料はどこで仕入れたんですの？　こうもいい香りが漂っては、干し肉や保存食で耐えている私たちの部下が可哀想かわいそうですわ」

			「ああ……そりゃそうだな。でもなー」

			「何を渋っていますの？　これでは、士気が下がって問題になりますわ」

			「資金などはどうするつもりですか？　確かに、私たちからの供給は可能です。しかし、１０００人分。大量購入なので多少は値引きができるでしょうが、それでも１０００人分の食料を数か月分です」

			「ジェシカの言う通りなんだよな。俺たちはあくまでも傭よう兵へいであって、そちらに食料を供給する輜し重ちよう隊たいじゃないし。どこから金を持ってくるつもりだよ」

			「……そ、それは」

			　私が返答に窮しているとミストが答えてくれました。

			「ユキたちのいい分も分かりますが、これでは軍の連携に問題が出ます。なるべく不平等は減らすべきではありませんか？　金銭につきましては、戦後にお支払いするということで手は打てませんか？　今から領地に戻ってお金を取ってくるなどできませんし」

			「それももっともだが……どう思う？」

			　ユキが横のジェシカに相談します。

			　前に相対した戦場でジェシカが横にいるのは目撃しましたが、まさか側近になっているとは思いませんでした。

			　マーリィが、横でジェシカに手渡されたらーめん（？）を食べています。

			「そうですね……」

			　さすがのジェシカも難しいと思っているのか言いよどんでいると、横かららーめんを食べていたマーリィが口を挟はさみました。

			「いいではないか。このラーメンは美味うまいし、私の軍にも欲しい。ちゃんとお金は払うぞ。軍資金もあるしな。即金で払おう。メルト姉妹の軍の分もだ」

			「マーリィ様……」

			「なに、気にするなミスト。お互いのためだ。どちらもユキに痛い目を見ていて、それが上にばれている。今回の侵攻の件を成功させなければ、さすがに王も処しよ罰ばつを下すだろう。……お互い足を引っ張り合う時じゃない」

			「ありがとうございます」

			「感謝いたしますわ」

			　さすがに、私も頭を下げざるを得ません。

			　貴族として、人として、礼を失するわけにはいかないのです。

			「はぁ、これだから……」

			「なにか問題でもあるのか？」

			「風姫さん、物資を売り渡すのは別にいい。だが、その分、俺たちの戦力が削がれるのは理解しているか？」

			「「「あ」」」

			　確かに、私の隊でも１０００人。

			　マーリィが率いる侵攻軍は全部で２万ほど。

			　それらをすべて補う補給物資を運ぶとなれば、ユキたちは身動きがとれないはず。

			「おい、元上司がこれでよくやってこれたな」

			「……いえ、戦場では神がかり的に動いてくれますので」

			「他は部下まかせか。ある意味では正しい指揮官だな」

			「２人ともうるさいぞ。……で、戦力を削らずに補給する方法があれば教えてくれ」

			「……本当に、こういう運はいいんだな」

			　ん？

			　どういうことでしょうか、今の言葉は戦力を削らずに大量の補給物資を手に入れる手段があるように聞こえたのですが……。

			「方法があるのですか？」

			　ミストも同じようなことを思ったらしく、ユキに問いかけます。

			「あるぞ。まあ、俺たちがいてこその方法だから他では使えない。今回限りだって軍の人間には周知しとけよ。俺たちと別れてから飯や物資が滞とどこおったことで文句を言いだしても問題だろうからな」

			「分かった。それはしっかり説明しておこう」

			「なるほど……ユキたちと別れてからのことも考えないといけないんですね」

			　ミストが神妙に頷きます。

			　確かに、私たちはユキたちという切り札を持っていますが、便利な分それが失われたあとのことも考えなければいけないのですね。

			「勝てば勝つほど、名誉ある激戦が行われている厳しい戦場へ移動させられるのは当然だろ？」

			「……そうだな」

			「……ええ」

			「……その通りです」

			「その際、戦力はどんどん分散していくだろうしな。俺たちはともかく、魔剣使いの３人がこんなふうに集まることなんてないだろう？」

			　確かに、今回は名誉回復のための機会ということで３人が集まっています。これで私たちの実力をしっかり示せば、今後は前と同じようにバラバラの戦場へ向かうことになるでしょう。

			「ま、俺は問題点の忠告はしたし、とりあえず物資はあるからオリーヴたちの兵にも分けてやるか」

			　ユキがそう言って、ゴブリンの１匹を呼びつけ指示を出します。

			「じゃ、お２人ともどうぞ」

			　すると、リーアがいつの間にか用意したのか、出来立てのラーメンをこちらに差し出してきました。

			「お気持ちは嬉しいのですが、私たちが先に食べるわけには……」

			「お２人が食べないと、部下の皆さんも食べられませんよ？」

			「ですが……」

			「このままだと冷めてしまいますので、どうぞ」

			「お姉様、お言葉に甘えましょう。部下の皆もこちらを見ていますし、私たちが切っ掛けにならないと、誰も食べられません」

			「分かりました。ありがたくいただきますわ」

			　そして、そのラーメンを食べた翌日――。

			「うーん、うーん……」

			「お、お腹が……麺がお腹の中で膨れて……」

			　私たちは倒れておりました。

			　といっても、毒を盛られたわけではありません……。

			「で、他は？」

			「半数以上が倒れてますね」

			「……なんで倒れるほど食った」

			「いえ、姫様から補給物資ということで引き渡しをされたので、裁量はすべて姫様ですが……」

			「すまん。思ったよりも美味しかったので、私だけいろんな種類を食べるのが気まずくてな。どうせ私の資金だから、皆にも好きなだけ食って良しと言ってしまった」

			　そう、情けないことにみんな食べすぎです。

			　仕方ないじゃないですか。あれだけ香辛料をふんだんに使って、いろんな味があるラーメンがあれば、誰だってそうなりますわ。

			「はぁ、そう言えばジェシカも前に、食べすぎで倒れてたな」

			「……言わないでください。お恥ずかしい限りですが、あれは仕方ありません。それこそ、こんなラーメンよりも数倍美味しかったのですから」

			「なんだと!?　ジェシカ、その食事の一件はユキたちのところでだな!!」

			「ええ、そうです」

			「くそっ!!　ジェシカ、ずるいぞ!!」

			「なんと言っていいのか迷いますが、とりあえずユキが美味しい料理を作れますので、姫様が希望すれば腕を振るってくれると思いますよ？」

			「本当か!!」

			　なんですって!?

			　ラーメンより美味しいですって!?

			「……とりあえず、進軍を開始できてからだからな。こんなアホな理由で１日停てい滞たいするとかないわ」

			　……申し訳ありませんわ。

			「で、なんで同じ量を食べたはずの姫さんは平気なんだ？」

			「私はよく動くからな!!」

			「「「理由になってない！」」」

			　私を含む全員で突っ込みました。

			　あ、苦しい……。

		

	
		
			　

			落とし穴33掘　ウィードの日々

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　今日は休みだ。

			　新大陸で侵攻作戦を展開中なので、連休は取りにくいから残念ながら１日だけの休み。

			　普通なら家に引きこもってゲームでもして寝るところだが、ウィードではそうもいかない。

			　俺は基本軍部の担当なので、最近のウィードの街がどうなっているのかは報告だけで、実際に見る機会が少ない。

			　だから、こういう休みに街に出て様子を見るのだ。

			　あと、俺のとある趣味のためという目的もある。

			「さて、俺は街に行ってくるよ」

			「お、今日はあの日ですか？」

			　俺が声をかけると、ラッツが思い出したように言う。

			「あ、ラッツの言う通りだよ。今日はあの日だ。ねえ、トーリ、カヤ、あとで行こうね」

			「うん。絶対に行こうね」

			「当然」

			　俺とラッツの会話に、仕事組のリエルたち３人が反応する。

			「おう、みんなの分は残しておくから、頑張って仕事してきてくれ」

			「「「はーい」」」

			　仕事組が一斉に出て行った。

			「さて、私たちはどうしましょうか？」

			「そうですね。お腹もずいぶん大きくなっていますから、旦那様についていくと逆に心配をかけてしまいますね」

			「ルルアの言う通りだ。セラリアは大人しくしとけ」

			　セラリアはついてきたそうだったが、さすがにお腹の子のことを考えて、渋々ついてくるのをあきらめる。

			「なに、ユキもあれに来るなとは言わんだろう」

			「はい、ですからその時は皆で行きましょう」

			　デリーユとエリスが、セラリアを慰なぐさめている。

			「……そうね。あれなら参加してもいいかしら？」

			「無理はするなよ。キルエが許可するのならＯＫだ」

			「分かりました。セラリア様のことはお任せください」

			　同じ妊婦のキルエに任せるのもあれだが、シェーラ付きのスーパーメイドだからな。こういう仕事は得意なのだ。

			「そういえば、アスリンたちはどうしたんだ？　今日は俺と同じで休みだろう？」

			「ああ、４人なら久々に学校の寮に行ってますよ。最近は、ユキさんと一緒に新大陸にいることが多いから、学校の皆と遊ぶ時間が減ってるみたい」

			「なるほどな。で、そういうミリーは今日はどうするんだ？」

			「私はもう少ししたらギルドとか、庁舎の方で仕事ですね。書類を届けたり、決済を待っている書類を集めたりです。でも、ちゃんとユキさんのあれには行きますよ」

			「そうか、ミリーには、ウィードのことや妊娠した皆のサポートを任せているからな。一番いいのを用意しておく」

			「本当ですか!?　やったー!!」

			　無論「一番いいの」とは酒のことだ。

			　ウィードのメンバーは一応、月給制だが、ミリーは一般人とは比べ物にならないほど給料をもらっているから酒も好きなだけ飲めるはず。

			　だが、ここのところ妊娠中の皆の手前、酒を控えているそうだ。

			　こういう時に飲ませてあげないとな。

			「じゃ、リーア、ジェシカ、行くぞ」

			「はい」

			「……いや、護ご衛えいなのは分かっていますが、何か違う気がする……」

			「あきらめろ」

			　いつもの２人を連れて、とりあえず街の様子を見に行くことにした。

			「あら、ユキちゃん、リーアちゃん、お散歩かい？」

			「そうだよ、ばあちゃん」

			「はい。お元気そうで何よりです」

			「……」

			　平日の昼なので住宅区は閑散としており、たまに公園へ向かう老人たちを見かけるぐらいだ。

			　こうやってウィードにご老体が移り住んでいるのを見ると、この街には終ついの住すみ処かに選んでもらえるだけの魅力があるのだと感じられて嬉しくなる。

			「おや、ジェシカちゃんは難しい顔をして、どうしたんだい？」

			「あ、いえ。少しお聞きしてもよろしいでしょうか？」

			「構わないよ。私は働くこともままならないから、日長一日公園ですごして、そのあとは寝るだけさね」

			　ばあちゃんがベンチに腰を下ろす。

			　俺たちもその隣に座り、ジェシカの言葉を待った。

			「なぜ、このウィードに住もうと？　確かおばあさんは、以前はよその街で暮らしていたとお聞きしましたが……」

			「難民でもないのに、なぜってことかい？」

			「ええ。生まれ育った街があるのに、わざわざこのウィードに来られた理由を聞いても？」

			「そうさね。やっぱり金がかからないのがいいさね」

			「……」

			　ジェシカが、ばあちゃんの冗談に固まってしまった。

			「あっはっはっは。冗談でもないんだがね。ジェシカちゃんの求めていた答えとは、少し違ったかね」

			「……できれば真面目な方向で」

			「分かったよ。そうさね……私が住んでいた街では、働けなくなったら死ぬしかないのさ。もちろん、金持ちやそれなりに蓄たくわえのあるところは違うだろうけどね。一般人は私の歳になる前に死ぬことが多いし、歳を重ねても自分の食い扶持を稼げなくなるだけだから、家族がいてもお荷物にしかならないのさ」

			「それは……」

			「別に、普通のことさ。私の家の人間は運よく長生きでね。私もばあ様がいたよ。かなり歳を食っても、それでも毎日働いていた。けどね、ある日腰を悪くして動けなくなった。私も家族もばあ様には世話になったし、しばらくは支えたし世話もしたけど、やっぱり１人分の食い扶持を余分にってのはきつくてね。しかも、年寄りの世話に人手も取られる。……それが、ばあ様にも分かったんだろうね。ある日、突然いなくなっちまった。あんな体でどっかに行っちまったんだよ。書き置きを残してね。文字を読める人間も少ないから、読むのに時間がかかってしまったよ」

			「……見つかったのですか？」

			「ああ、街のはずれの水場で獣けものに食い殺されていたよ」

			「……」

			「それで書き置きには、こう書いてあったのさ。自分のことは自分でどうにかするから、自分のことは忘れて日々を生きて行けってね」

			　ジェシカは、それを聞いて黙ってしまった。

			　ま、本当によくある話だ。

			「それで、ばあちゃんもそろそろ死のうかって思ってた時にウィードを見つけてきたわけだ」

			　とりあえず、ジェシカが聞きたかったところを聞いてしまおう。

			「ユキちゃんは失礼だね。死に場所を探してたわけじゃないさ。私がまだ生きていい場所があるっていうから来たのさ。体は動かなくとも、知恵を貸してくれればＯＫって言ったのは、ユキちゃんじゃないか」

			「おう、長年の知識ってのは大事だからな」

			「まったく、最初は口説いてるのかと思ったよ。まさか、本当にただの婆さんの知識が欲しいとは思わなかったよ」

			「いいじゃないか。それで毎日飯も食えるし、のんびりできてるだろう」

			「そうさね。とてもありがたいよ。まったく、よそもこんなふうになってくれんかね？」

			「さすがに、すぐには無理だ」

			　俺がそう言うと、ばあちゃんが目を丸くして驚いたあと、すぐに笑い始める。

			「すぐにはね。やっぱり、ユキちゃんは凄すごいよ。普通、こうした場所を広げようってこと自体、考えんよ。私だって長く生きている。それがどれだけ大変かは、分かっているよ。それでもユキちゃんは、よそにもいずれ手を伸ばすつもりなんだね？」

			「ああ、その方が楽しいだろう？　色々な人と会って笑い合って、ケンカして、バカやって、力を合わせてまた大きなものを作っていくってやつさ」

			「……そうだったね。思えばそうやって、このウィードも私が前に住んでいた街もできたんだったね。と、話がずれてしまったね。ジェシカちゃん、今の話が答えになってるかい？」

			　声をかけられたジェシカが思案顔からすぐに元に戻った。

			「あ、はい。ここはあなたにとって生きられる場所だったのですね」

			「そうだよ。でも、そろそろ限界かね」

			「どういうことでしょうか？」

			「……なんとなくってやつさ。自分に残されてる時間が少ないって感じるんだよ」

			「……それは」

			「寿命で逝いけるなんてのは、最高の贅ぜい沢たくだよ。そんな顔をしなさんな、ジェシカちゃんも、この街を、ユキちゃんの手伝いをしてるんだろう？」

			「はい」

			「だったら、私を誇ほこっておくれ。寿命で逝ける私を自慢にしておくれ。そして、そんな寿命を全うできる街を作ったと自信をもって言っておくれ」

			　ジェシカは言葉を返さず、深く頷く。

			「よしよし、これで難しい話は終わりだね。じゃ、次はこっちの番だ。さて、ユキちゃんがこうやって街を見に来てるってことは、ついでにアレをやるつもりかい？」

			　ばあちゃんがにこやかに別の話に切り替える。重い雰囲気が、一気に軽くなった。

			　伊達に長生きしてないよな。

			「ああ、そのつもりだ。街の様子見はついでだな」

			「ふふっ、そう言いながらマメに見に来るんだから、ユキちゃんも仕事熱心だね。あんまり根を詰めすぎて嫁さんたちに心配かけるんじゃないよ」

			「分かってるって。と、どうだいばあちゃん。ついでにアレに来ないか？　もう準備しないといけない時間だしな」

			「おや、それは嬉しいけど、この婆さんはろくに手伝えないよ？」

			「別に、手伝いじゃないって。出来立てを味見してもらう役だ。いつもは、ドワーフのガッキのおっちゃんだからな」

			「ガッキの奴、そんな美味しい思いをしてたのかい。よし、その役引き受けた!!」

			　あー、ガッキのおっちゃん、あとでばあちゃんに文句言われるな。

			　自業自得の部分もあるし、個人の責任ってことで。

			　というわけで、俺はばあさんと街のはずれに向かい、アイテムボックスからあるものを取り出した。

			　そう、アレだ。

			「さて、ばあちゃんは、とりあえずその椅子に座っててくれ」

			「分かったよ。しかし、お店をやってる時は考えてもみなかったけど、たたんである時はこんなに小さいんだねー」

			「そりゃ、屋台だしな」

			　そう、アレとは屋台である。

			　ウィードのお祭りで屋台はお約束だが、俺のような移動式展開型屋台は１軒もない。

			　ウィードでは火事などを懸念して、こうした移動式屋台は許可されていないからだ。

			　移動式屋台は、俺だけの特権というわけだ。

			　お客さんからすれば、知る人ぞ知る店ってやつか。

			「じゃ、リーア、ジェシカ、準備するぞー」

			「はーい」

			「……なんでしょう。休みに屋台をするのが、当たり前になっているような……」

			「これが街のみんなの声を聞くのにちょうどいいんだよ。さっさと展開して開店するぞ」

			「頑張っておくれ」

			　ばあちゃんが声援を送ってくれてるし、頑張るとしますか。

			「はーい、お兄さん愛しのラッツが来ましたよー。ラーメン硬麺で１つ！」

			「はいよ」

			　真っ先に屋台にやってきたのはラッツだった。

			　今は忙しくもないので、俺がちゃっちゃと作ってしまう。

			「ほい」

			「どうもー。相変わらず美味しそうな見た目ですね。実際、美味しいんですが……」

			　そう言いながらラッツが割り箸を割ってラーメンを食べ始める。
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			「やっほー、ユキさん来たよー!!　ラーメン３つ!!　硬さは普通で、あと餃子を２皿!!」

			「リエル、まずは席についてからね」

			「ん？　おばあちゃんが一番客？　珍しい。普段はガッキのおじさんなのに」

			「そうだよ、カヤちゃん。ガッキにだけ美味しい思いをさせるのはあれでねえ」

			「ん、分かる」

			　３人がばあちゃんと話しながら席についた。

			　一気に注文がきたので、リーアとジェシカにも手伝ってもらう。

			　まあ、何度か一緒に屋台を出しているので、２人とも勝手に動いてくれるのだが。

			「はい、ラーメン３つですね」

			「餃子２つです」

			　２人ともさっさと準備を終えて、さっそくリエルたちの料理を運び出した。

			「これこれ、屋台の味がまたいいんだよねー」

			「それは分かるよ」

			「……はふはふ、さっさと食べて替え玉をする」

			　そうやって３人がガツガツ食べ始めると、さらに客がやって来た。

			「なんじゃ、妾わらわたちが一番ではなかったか。おや、ご老体が最初か？」

			「おばあちゃん、調子はいかがですか？」

			「あら、ガッキではないのね。おばあ様、無理をしてはだめよ？」

			「かっかっか!!　デリーユちゃん、ガッキにそうそうこんな美味しい場所は譲ってやらんよ。ルルアちゃんは自分のことを大事にしなさいな。セラリアちゃん、私はまだまだこれからだよ」

			「うむ、それも当然じゃのう」

			「お腹の子は、ちゃんと大事にしてますよ。おばあちゃんも調子が悪ければ、遠慮なく言ってくださいね？」

			「相変わらず元気ですわね。あ、ラーメン３つ硬麺で」

			「ほいほい」

			　この３人はばあちゃんとよく話す機会があるらしく、打ち解けた雰囲気で雑談しながら席についた。

			「まったく、最初は驚いたよ。日長一日公園でのんびりしていたら、ウィードの重鎮のお嬢ちゃんたちが公園に来て、キョロキョロしてるんだからね」

			「仕方がないじゃろ。妊娠で激しい運動はできないし、公園でのんびりするなんぞ初めてじゃったからな」

			「そうですね。おばあちゃんが話し相手になってくれて助かりました」

			「ええ、おばあ様が妊娠した時の話とか、子供ができてからのこととか勉強になりましたわ」

			　あー、そういう繋がりか。

			「来ましたよ―――!!　美味しいお酒を１つ!!」

			「あー、ミリーお姉ちゃん、少し控えるって言ってましたー!!」

			「まあまあ、アスリン様。ミリー様も今まで頑張ってきたのですから、大目にみましょう」

			「キルエは、もう少し適度に力を抜くべきですよ。シェーラが心配しますから」

			「エリスさんの言う通りです。もう少し、お腹の中にユキさんの子がいることを自覚して、大人しくしてください」

			「結構、人が来てるのね。なにを頼もうかしら、フィーリア？」

			「まずはラーメンなのです!!　ラーメンを７つなのです!!　ふつうで!!」

			「了解」

			　さてさて忙しくなってきたな。

			「っておい、ユキの旦那。なんで俺が呼ばれてないんだよ!?」

			　ガッキのおっさんが、他の住人たちを集めてやって来た。

			「おお、ガッキかい。今までよくも黙っててくれたね？」

			「げ、ばあ様!?」

			「今日はガッキのつけで食べてるよ」

			「なんじゃそりゃー!?」

			　そんな普通の日だ。

			　街の人たちも、特に問題はなさそうで平和だ。

			　嫁さんたちと一緒に、住人たちと話をしながら屋台でのんびりするのであった。

		

	
		
			　

			第１９３掘　合流と説明

			　

			　エナーリア聖国――ジルバ帝国とは、５年ほど前から領地の奪い合いをしている国である。

			　国の大きさは、ジルバ帝国と同じくらいで強力な国力と領地を有している。

			　お互い５年前までは地方の小国相手で忙しく、暗黙の了解で手出しをしていなかった。

			　手を出せば、お互いに大勢力を相手にするための多大な人手とお金がかかるからである。

			　しかし、それも過去の話。お互い小国との争いに決着が付いたことで宣戦を布告。

			　そして、現在に至る。

			　だが、お互いがお互いに全戦力を投入するわけにもいかないのが実情だ。

			　国が大きくなっても敵がいなくなるわけではなく、むしろそうやって淘汰された結果、強国が生き残り、そこからさらに強者たちによる激戦が繰り広げられるわけである。

			　この世界でのオーソドックスな戦い方は、隊伍を組み陣形を組んでの戦い方だ。

			　主な武器は剣、槍やり、弓である。

			　メイスや斧などもあるが、近接武器としてまとめることにする。

			　特殊な攻城兵器、破は城じよう槌ついや投石器などもあるみたいだ。

			　そして、武器の中で特別なのが魔剣という兵器だ。

			　女性にしか使えないという不便な点はあるが、魔力を補って、いや、魔力を消費せずにぼんぼん魔術を放てる一種の切り札だ。

			　この魔剣使いが、相手方にもいるようだ。

			　今回、エナーリア侵攻軍の大将を務めるマーリィが、本国招集より帰還した。

			　これで、エナーリアへの侵攻を一時停止していた軍が再び動き出すことになる。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「これが、ジルバとエナーリアの開戦の経緯と、戦いにおける基礎情報といったところだな」

			　ホワイトボードからペンをおろし、後ろを振り向く。

			　俺は、自分の部下たちに戦の背景の説明を行っているところだった。

			　エナーリア聖国を攻めるにあたって、知っておかなければいけない最低限の情報はしっかり頭に入れておかなくてはいけない。

			　ま、これは今までの経緯であって戦場の詳しよう細さいなどではないが、こういう知識もあればあったで損はない。

			「なにか間違い、訂正、問題はないか？」

			　合流した軍との調整や報告などの雑務を済ませると、大将で風の魔剣使いマーリィ、そして、援軍の炎と水の魔剣使いオリーヴとミストに視線を向けて確認する。

			「……いや、特にはない」

			「……ええ、ユキが話した通りですわ」

			「しかし、一般の兵に教え込む必要はあるのでしょうか？」

			　マーリィとオリーヴが同意したあと、ミストが目の前の簡易椅子でぐだるゴブリンたちを眺めながら疑問を口にした。

			「そうですね、大将、前と情報が変わらない。だから眠い」

			　ブリットがそう言うと、他のゴブリンも頷く。

			　嫁さんたちはしっかり聞いてるっていうのに……。

			「お前ら、特にブリットはスティーブと同じぐらい古参なんだし、もちっとやる気だせや」

			「ゴブリンなのでむりでーす。いや、むりっす」

			「無理にスティーブの真似しなくていいぞ」

			　そんなふうにやり取りをしながら、俺はミストに向き直った。

			「とまあブリットが言った通り、この情報はすでに皆が知っている状態だ。で、ミストの疑問だが、なぜ一般兵に教える必要があるのかというと……ブリット、眠気覚ましに答えてやれ」

			「へいへい……。まず第１に、正しい認識を部下に与えることにより、作戦行動中の敵の発言や一般人の声などで惑わされて、動きが鈍らないようにするため」

			「だな、作戦行動を機械的にただ作業のように淡々とこなせればいいが、実際には兵士は感情を持っている。何も情報がない状態だと、自分で考えて答えを導きだそうとするだろうからな。これは、作戦行動中には致命的だ。個人の命にとっても、作戦の成否にとっても。兵は私心を捨てて任務にあたるべしってのは理想ではあるが、実現は難しい。だから、こうやって経緯や目的を話して動揺を防ぎ、作戦の遂行を促うながすわけだ」

			「……次、いきますよ。第２に、情報の複数回による聞き出しと報告、確認により、誤報がないかを確かめ、問題点がないかを確認する」

			「……なんだよ。それが分かってて、眠いとか言ってたのかよ。ブリットが言う通り、同じ報告をすることに関しては、相手の罠わなであったり、意図的に流されている情報かどうかを判断する目的がある。ここら辺はジルバとエナーリアの勢力しかないから可能性はないだろうが、他の第３国がジルバとエナーリアのつぶし合いを促し、国力を削ろうと目論んでいることだって考えられるしな」

			　実際、ロシュールとガルツの件は、リテアの差し金だったしな。

			　あの時はそれに乗じて魔王も動き出すし、こっちとしては鎮火に手間がかかったわ。

			　ま、そこまでの手出しをこの新大陸でする必要はないのだが、情報は集めておいて損はない。

			「……第３に、自分たちの立場をしっかり理解し、侵攻した場所の住人たちとの軋あつ轢れきを避け、友好を築いて協力を得て、次の作戦を有利に進めるため……ってのが、今のところの段階ですかね」

			「そうだな。それ以上深く話すには、攻める場所が決まってからだな」

			「つーわけで、おいらたちは侵攻場所が決まるまで待機しときますわ。ほい、解散。警戒態勢はくずすなよー」

			「「「へーい」」」

			　そういってブリットの指示の下、ゴブリンたちはやる気なさそうに解散した。

			　一方、説明を受けた侵攻軍の将軍様たちは唖然としている。

			「確かに、理はある……」

			「ええ」

			「しかし、私たちの規模になると……」

			　ちなみに俺たち傭よう兵へい部隊は、侵攻軍本隊とは別位置に布陣している。

			　俺たちはマーリィが率いてきた直ちよつ轄かつ部隊２５００人と、オリーヴたちが率いてきた１０００人以外は面識がないため、無用な面倒事を避けるためである。

			　ちなみに、エナーリア侵攻軍の総数は２万５０００。

			　正直、エナーリア聖国をどうにかしようという数ではなく、一地方を削り取るぐらいが限界の数である。

			　そして、侵攻軍には、マーリィがこの侵攻軍を離れる際に指揮を任せて、ここまで命令を違えずしっかり留守を守った副官もいる。

			　俺たちが大きな顔をすると、俺たちのことを知らない侵攻軍の大半はいい顔をしないだろう。

			　というわけで、指示待ちで時間が余ったので兵士たちにおさらいをしていたところにマーリィたちが到着したという形だ。

			「ま、これを取り入れるかどうかの判断は任せるとして、残してきた軍の状態はどうだったんだ？」

			「あ、ああ。特に侵攻軍に問題はない。細かい説明をしようと思って、侵攻軍の留守を守ってくれていた私の副官を連れてきた。入ってこい」

			「はっ」

			　俺たちが間借りしているテントの中に、女性騎士が入ってきた。

			「おいおい、マーリィやオリーヴといい、なんで副官は女性ばかりなんだよ……」

			「気持ちは分かりますわ。でも、環境などの面で女性が従軍しやすいのは、魔剣使いのところぐらいなのですわ」

			「ああ、そっちの問題か」

			「はい、いくら魔剣が女性にしか使えないからと言って、女性が男性より戦上手かと言われれば違いますし、やはり力仕事の得意な男の方が需要があるわけです。そういった事情で、こうやって魔剣使いたちの下には女性を中心とした兵が多くなるわけです」

			　女性が働きやすい職場を――ＢＹ軍広報部。

			　みたいな感じか。

			「お話し中のところを申し訳ございません。そちらのジェシカの元同僚で、名をヒヴィーアと申します」

			　マーリィの横に立ち、頭を下げて挨拶するヒヴィーア。

			　見た目は青い髪、いやルルアより薄い、氷のように薄い……青みが入った白髪のような髪で、顔はやはり整っている。

			　目つきは、軍人のイメージには合わないたれ目で、瞳ひとみは髪の色と同じ。

			　胸はジェシカには劣るがマーリィよりは大きく、大きい部類には入るだろう。

			　残念といえるのは、身長がマーリィ＞ジェシカ＞＞＞ヒヴィーアとかなり低い。

			　というか容姿だけ見ると、幼いデリーユといった感じだ。

			　マーリィの副官を務めているから、ただの副官ではなく暗殺者タイプかね？

			「では、説明の前にご挨拶を……」

			　そんなことを言って、いきなりこちらに向けて小さいナイフを投擲する。

			「おっと、ユキさんにそんな危ない物は投げないでくれるかな？」

			　危なげなく、リエルがキャッチする。

			「うーん、身に合った戦い方ではあるけど、まだまだ甘いね。今度教えてあげるよ」

			　リエルがそう言ってる間に、手に持っていたナイフがなくなった。

			「えっ!?」

			　そのナイフは、リエルが話す動作と同時にヒヴィーアに返されていた。ヒヴィーアの服にナイフが突き刺さっている。

			　わざわざ、スカートの端を貫かないように加減して投げるとか芸が細かい。

			「す、すまん!!　ヒヴィーアも、私の副官としての仕事があってだな……」

			　マーリィが慌ててフォローに入った。

			「そこら辺は分かってるよ。リエルも本気じゃない」

			「うん。殺気はほとんどなかったからね。ほとんど、ね？」

			「……失礼いたしました。マーリィ様、オリーヴ様、ミスト様を敗走させたのは事実のようですね。浅はかな行為でした。謹んでお詫び申し上げます。しかし、ジェシカ。今は、彼があなたの上司、あなたが最初に動くべきでは？」

			　こちらに謝罪をしつつ、俺の横に立つジェシカに文句を言う。

			「確かに。でも、それではヒヴィーアが納得しないでしょう。というか、この程度でユキが傷つくわけがありませんし、他の人もいます。この中で私が動くのは最後ですね。出番がないですよ。私は、この中では一番弱いですから」

			「……あながちウソに聞こえないのが怖いですね。新しい職場に同情しますよ」

			「替わりますか？」

			「謹んで遠慮いたします」

			　そうやってヒヴィーアは同僚との雑談を軽く済ませ、ホワイトボードの前に立った。

			「先ほどから、のぞかせていただいていましたが、このボードは書いたり消したりが容易な様子。これを使って説明させていただいても？」

			「ああ、頼むよ」

			　俺はブリットたちが座っていた場所に座ると、嫁さんたちもそれに倣ならって座った。マーリィたちもそれに続く。

			「では、エナーリア聖国への侵攻軍の現在の状況、および侵攻目標をお伝えします」

			　さてさて、俺たちの出番がないような侵攻目標であることを願うね。

			　面倒事は嫌いなんだ。

		

	
		
			　

			第１９４掘　侵攻目標の説明と攻略方法の立案

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　俺たちは席について、ヒヴィーアの説明を聞く態勢を整えた。

			「さて、私の勝手で少し説明が遅れました。なるべく簡略に説明いたします。分からないことがありましたら、お聞きください」

			　ヒヴィーアはそう告げるとホワイトボードに簡易的な地図を描き、自拠点と３つの▲を書き加えた。

			　多分、あれが攻略目標としているものだろう。

			「お分かりかと思いますが、ここが現在私たちが拠点を展開している場所で、上の▲が敵の拠点、つまり攻略目標というわけです」

			　まー、面倒な所に布陣しているなというのが印象だ。守るためでもあるのだろうが、ちょうど俺たちの位置は攻略目標の中央、敵に囲まれるような場所に拠点を置いている。

			　距離はあるし対応はできるが、これは攻める布陣というより、この拠点を維い持じして、敵を後ろへ通さないための位置取りだな。

			　ということは、敵さんにもこの位置はすでにばれてる感じか。

			「今までの位置取りは、後方にあるエナーリアから切り取ったフェイルの街を守るための布陣でした。その後、姫様が帝国に戻ったかと思うと、今度は本国からの招集で、傭よう兵へいたちを味方にして連れて戻ってきました。ここまで怒涛の５か月でしたね。相手はその間に、この３か所に兵を集めて防衛を固めたのです」

			　ヒヴィーアが、頭をかかえながら今までの経過を報告する。

			　この間、帝国で起こったことは、マーリィ、ヒヴィーアのどちらにとっても胃が痛い話だったろう。しかも、マーリィが帝国に戻ったことでエナーリアへの侵攻が一時止まることになったわけだ。帝国全体として、本当に悩みの種だったといえるだろう。

			「確か、俺たちとフェイルの街で会った時点で、制圧してから３か月だっけか？　でも、その間まったく戦闘が起こってないってわけじゃないんだろう？」

			「はい、その時すでに……この中央の砦へ攻勢をかけていましたが、一番の戦力のマーリィがいなくなるため後退せざるを得ませんでした。相手も、相当の被害が出ていましたので、こちらを追撃してこないし、奪還作戦へと移るには時間が足らなかったんでしょうが……」

			「向こうが防衛を整えるには、十分な時間ができたってわけか」

			「そうです。５か月のあいだに崩した防壁も補修されて、援軍も入ってきています」

			「そう言えば、中央以外の左右の目標は同じ砦か？」

			「いえ、違います。私たちから向かって右はフェイルと同じ街です。規模的にもほぼ同じで、特に重要な産業などはありません。そして、左も街ではありますが、フェイルと比べておよそ３倍の人口がいて規模が大きいです。防衛設備は中央の砦に比べて落ちますが、エナーリアでも指折りの領主がいますので、迂う闊かつに手を出せるものではありません」

			「つまりだ。フェイルと同じ規模の右の街は攻略価値が低くて、手を出して落とせばその分防衛に部隊を割かなくていけない。領主が優秀で人口が多い左の街は、掌しよう握あくに時間がかかるから避けたい。それなら残るは、相手の防衛の要の砦を落として、左右の街の自主的な降伏を待つのがよかったって感じか？」

			「時間が経たなければ、という前提が付きますが」

			「あー、マーリィが呼び戻されてごたごたがあったから、その手が使えなくなったってわけか」

			「はい、砦の防衛は増強され、両方の街も傭よう兵へいや他の街の応援が少なからず到着しています。こちらは魔剣使いが３名、それと……実戦でどの程度使えるかは分かりませんが、その魔剣使いたちを圧倒した傭兵部隊が揃ってはいますが、総数的には２万５０００。対して敵は、現在砦に３万、優秀な領主がいる左手側のベータンの街が７０００、右手側のスエイートの街が４０００となっています。しかも、これは現在の数。今後はさらに増えることが予想されます」

			　時間ができたから防衛準備も万端ってことか。

			　めんどくせえ。

			「そして、今までは防衛一辺倒でしたが、一定数の戦力が集まれば、打って出てきて私たちを撃破し、フェイルを取り戻そうとするでしょう」

			「あんまり攻略にかけている時間はないってことか」

			「はい。というか、これ以上下手に時間をかけると、攻略するどころか敗北の可能性が高くなります」

			　おおーう。

			　これじゃ、せっかく助けた魔剣使いたちが処しよ罰ばつされてしまう。

			　戦況が悪くなるのは、協力を取り付けた今となってはとてもよろしくない。

			「今回は私たちもいますし、敵は物の数ではありませんわ」

			「はい。一気に砦を落とし、両方の街に降伏を促うながせばいいと思います」

			　オリーヴとミストがそう言って、中央の砦攻めを押す。

			「と、魔剣使い２人は言っているが、攻略にかけられる時間はどの程度だと思ってるんだ？」

			「……そうですね。下手に時間をかければ左右の街の戦力に、私たちの後方が狙われます。また、私たちを無視してフェイルに向かう可能性もあります。まあ、フェイルについては街の防衛部隊もいますし、同じ戦力を向けたところで落ちる可能性は低いですし、なにより私たちが引き返して後方から追撃を仕掛ければ全滅しかねないから、まず狙われないでしょうが」

			「こっちの主力を落とせるいい機会だから、そんな作戦は取らないってことか」

			「はい。そのような作戦を取るのであれば、マーリィ様がいなくなった後に攻撃があってもおかしくなかったでしょうから。それらのことを考えて、攻める時間は短くて３日、長くて１週間が限界でしょう」

			「……さすがに１週間は」

			「厳しい……ですね」

			　オリーヴとミストがさすがにキツイと思っているのか、少し思案顔になる。

			　心配事項は俺たちが囲まれて全滅する可能性になってるが……考慮の必要はねえな。俺たちの傭よう兵へい部隊に限っては。

			　まあ、防衛体制の整った砦を３日から１週間で攻略するとか、普通なら無理だな。

			　どっかの天才軍師連れてこいや。「今です!!」みたいに。

			「さて、とりあえずひと通りの状況は聞いてもらった。ユキたちならどう動く？」

			　今まで黙って聞いていたマーリィが、ここでようやく口を開いた。

			「んー、状況からして、中央の砦を落として、街に対する牽けん制せいおよび降伏勧告に使う作戦しかないな」

			「お前たちの力をもってしてもか？」

			「いや、なんなら３か所同時に落として見せるけど……」

			「「「は!?」」」

			　そりゃ、大軍を全部かたづける必要はないわけだからな。

			　小隊単位で３つの攻略目標の指揮官ないし、領主やトップを抑えればＯＫなのだ。

			　抵抗する相手はもちろん排除するが。

			　大軍で攻めるのには苦労するだろうが、小隊が入り込むには別段苦労しない。

			「でも、俺たちの功績じゃまずいだろう。お前らの後がないのは分かってるだろ？」

			「「「うっ」」」

			　そう、この作戦が取れないのは、どう見ても俺たちの功績になるからだ。

			　俺の評価は上がっても、無血開城後に入って来た魔剣使いたちの評価にはならん。

			　この戦場で名誉挽回しなければいけない３名には使えない手段だ。

			　俺たちが完全な部下なら上司の手柄でよかったのだが、残念なことにジルバ王や重鎮たちから独立部隊と見られているしな。

			「というわけで、囲まれるのを予想した上で、砦攻めを３日以内に終わらせて、砦を囲みに来た街の軍を殲せん滅めつないし降伏を促うながせばいいんじゃないか？」

			「そんな簡単に３日で落ちるわけが……」

			「あー、そこら辺は俺たちがどうにかする。防衛設備とか門を開いた後の真っ向勝負は負けないよな？」

			「それは、城門さえなくなれば、相手は陣形もなにもあったものじゃないからな。砦内に入り込んだ時点で勝ちが確定するようなものだ。数では相手が勝っているが、こちらは魔剣使いが３名もいる。負ける可能性は、その時点ではほぼないと言っていい」

			「ですが、門を開く大手柄をユキが上げてしまえば、たとえ私たちが一番に砦に踏み入ってもあまり美味しくないのでは？」

			　そういって戦果を気にするミストだが、それは全員が俺たちの戦果だと認識できないような形にすれば問題ないだろう。

			「大丈夫だ。俺たちの戦果だとばれなければいい。オリーヴとミストは体感したよな。気が付いたらすべてが吹っ飛んでたってのは？」

			「ま、まさか……」

			「あれを、やるのですか？」

			「いや、あれに加えてな……門を一発で開くつもりだ」

			「「？」」

			　マーリィとヒヴィーアは首を傾げているが、他の面々は俺の意図が理解できたようだ。

			　そう、迫撃砲連打による長遠距離攻撃で防衛機構を沈ちん黙もくさせたあと、頑丈な壁や門は俺が忍ばせている兵器を使って文字通り一発で開いてみせて、砦の壁を意味のない物とする。

			　相手がこの兵器に対してどのような手段を取ってくるかとか、この兵器がどれだけ使えるのかの運用テストもしたいからな。

			　２両しかないが、アイテムボックスでの持ち運びができる分、地球より運搬の足回りなどは圧倒的に上だ。

			　ま、運用費が馬鹿高いが、そこら辺はブリットたちに頑張ってもらおう。

			　俺の仕事はそれで使った費用の説明で、嫁さんもといセラリアや会計のエリス、ラッツに頭を下げなくてはいけないところか。

			　んー、正直３日どころか１日で終わるんじゃね？

			　相手が思わぬ奮戦をしてくれることに期待しよう。

		

	
		
			　

			第１９５掘　砦攻略作戦

			　

			　武器とは、戦闘や狩猟に用いる道具や器具の総称である。

			　広義では、色々な物まで武器に例えられるが、それは置いておこう。

			　今、説明している武器は殺傷、損傷、捕縛、破壊、無力化を元来の目的として攻撃能力を有する道具だ。訓練によって使うことができる。

			　そして、武器は実際に使用する目的以外にも、民族や権力の象徴のような特別な意味を持つ場合もある。これは地球の武器にも当てはまることだろう。

			　現代兵器もまたしかりだ。

			　さて、地球の武器、兵器類が持つ特別な意味とは何だろうか？

			　これについても色々意見はあるだろうが、俺はある１点が大きいと考えている。

			　最先端の技術の結晶だということだ。

			　確かに、他の分野でも最先端の技術を活用しているものは存在するが、武器ほど結果を計りやすい最先端技術の応用例はない。

			　武器にとっての結果とは、いかに目的に沿った殺傷能力があり、効果があり、対象を破壊することができるか。

			　この結果を求めた先の最先端が現代兵器だ。

			　地球の英知の結晶といってもいいかもしれない。

			　長い歴史を積み重ね、幾多の戦場を越え、死と血の海を渡り、それを乗り越え、明日を目指した人類の英知の結晶。時には平和、時には侵略、時には抑止力、時には防衛といった目的のために、矛盾を抱えながらも地球の武器は今現在まで進化し続けた。

			「で、長いご高説ですけど。結局、なにが言いたいんですか？」

			　俺のゴブリンたちへの演説は、こうやってブリットにへし折られるのであった。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「いいか、この戦車の性能は折り紙つきだ」

			「知ってますよ」

			「それを使いこなすためのスキルも手に入れたし、完熟訓練もした」

			「便利ですよね、スキルって。覚えるだけで使い方が分かるから。あれがないと数倍は時間かかってましたよ」

			「つまり、俺たちは戦車を完全に使えるというわけだ」

			「そうですね。だから、なんです？」

			　ブリットがそう返した。

			　俺はしばし沈ちん黙もくしたあと答える。

			「使用できる弾数は10発だ」

			「は？」

			　ブリットが唐突な言葉に聞き返してきた。

			　だから、俺は繰り返す。

			「使用できる弾数は10発だ」

			「……どういうことですか？」

			「いいか、確かに現代兵器は素晴らしく性能が高い。だが、弱点も必ずある」

			「……金ですか」

			「うむ。戦車自体に馬鹿にならないＤＰがかかっている。弾薬も相応に用意したが、補充は簡単にはできん。無駄撃ちをするな」

			「練習のせいですか？」

			「うむ。戦車が動かせるっていうんでテンションが上がって、６両で連射しまくったのが良くなかった。その時使った弾薬で、金額にして戦車１台分の半分ほどがふっ飛んだ」

			「わお」

			「10発以上は実費支払いになる。無論、分割払いだが、当分給料が低くなる」

			「嫁の説得ぐらいしてくださいよ」

			「説得してこれなんだよ。俺がどれだけ家族サービスしないといけないと思ってんだ」

			　現代兵器の厄やつ介かいなところは、金食い虫だということだろう。

			　使わなければガラクタだし、嫁さんたちは魔物を召しよう喚かんして使えばいいでしょと、当初からこの無駄遣いにはあまり賛成していなかった。

			　しかし、魔王関連のゴダゴダの際にルーメルでの戦車群の圧倒的な戦力を見て、今回は俺の提案を受け入れてくれたのだが、いまだに実戦で使用していないので、もう使うのをやめようという声が上がってきている。

			　だから、今回の砦攻略作戦で、実用性があることを証明しないといけないのだ。

			　……なに、この、夫が妻に趣味を理解してもらうために必死に頑張るみたいな話。

			「ま、10発もあれば何とかなるでしょ」

			「それを祈る。あと、ちゃんとタイミングを合わせろよ」

			「分かってますって。１号車、２号車、聞いたな。外したら飯が当分まずくなると思え」

			『『『ええー』』』

			　不満の声が無線から聞こえる。

			「外さなければいいんだ。すでに、姫さん、オリーヴ、ミストが口上と予定の演技をするために砦に近づいてる。賽さいは投げられた」

			「つか、なんで土壇場で言うんですか」

			「前もって言ったら戦車に乗らんだろうに」

			『『『当然』』』

			「当然じゃねーよ!!」

			　たく、やる気なしのゴブリンどもめ。

			「とりあえず、そろそろ姫さんたちの動きを見てないと、演技できませんよ」

			「そうだな。準備しとけ」

			『『『へーい』』』

			　とりあえず、これで無駄撃ちはしないだろう。

			　やる気はそがれているが、真剣さは上がっているはずだ、多分。

			「で、手はずは降伏勧告して、拒否されたら３人の魔剣使いの力を行使すると見せかけ……」

			「後方の戦車砲から一直線に砦の門をぶち抜く。そして、３人が兵を率いて突撃する前に迫撃砲で砦の壁に布陣する敵および兵器を破壊する」

			「最後に姫さんたちが突撃して終わりと……詐さ欺ぎだ」

			「なら、ブリット１人で剣と盾で砦を落としてこいや。できないことはないだろう」

			「遠慮します。疲れることは嫌いなんで」

			『……先ほどから、とてもくだらない雑談が聞こえるのですが、そろそろ姫様とオリーヴ様、ミスト様が動きますのでちゃんとお願いします』

			「あいよ」

			「へーい」

			　姫さんたちの状況を伝えてもらうために向こうにはジェシカをつけたのだが、冗談が通用しない。

			『それが冗談と分かるのは、身内だけです。……と、そろそろ始まりますよ。いいですか、剣を掲げたらですよ。私からも合図は出しますが、そちらでも確認してますよね？』

			「おう、俺からも、戦車からもしっかり見ている」

			　そして、姫さんたちの声が、ジェシカの無線を通じて聞こえてきた。

			『聞け、マキーロ砦のエナーリア兵よ!!　私たちはジルバ帝国の魔剣使いである!!』

			『そう、魔剣使いが３人揃った意味は分かるはずですわ!!』

			『あなた方に勝ち目はありません!!　今、投降するのであれば、相応の待遇で迎えましょう!!　ですが、抵抗するのであれば……』

			　降伏勧告が終わり、相手の返答を待つ。

			　姫さんたちが剣を掲げて、相手の返答次第ですぐに攻撃できると相手を威嚇する。

			「こちらも即座に攻撃できるようにしとけ」

			『『『了解』』』

			　俺が即時攻撃できる状態を取るよう通達するのと同時に、砦の壁の上に誰かが上がってきた。

			「女性か？」

			「みたいですね。何か喋しやべるみたいですね」

			　双眼鏡には、これまた美人さんの姿が映っている。

			　白銀のフルプレートアーマーに銀髪がよく映える。

			　腰には仰々しい剣を……あの形、あのコアは魔剣か？

			「侵略を行う愚おろかなジルバ帝国へ告げる!!」

			　綺き麗れいな声が大音量で戦場に響いた。

			「エナーリアの全将兵は、決してお前たちには屈しない!!　我々は、お前たちに降伏などしない!!　この聖剣がある限り、我々に負け……」

			　え、聖剣!?

			　ドンッ!!

			　ド―――ン!!

			「は？」

			『え？　相手が降伏を拒否したから撃ちましたけど？』

			「あーあー、戦車隊に制止かけないから。無事だといいですね。聖剣」

			　門は予定通り現代兵器によって一撃で粉砕され、奥の砦中央部にも風穴が開いている。

			「総員、姫様とオリーヴ様、ミスト様に続きなさい!!」

			　ヒヴィーアが後方に控えていた兵を連れて、俺たちの横を駆け抜けていく。

			　姫さんたちが突撃する前には予定通り迫撃砲の雨が降り注ぎ、砦の上に陣取っている敵兵が沈黙した。

			「うん。真面目に聖剣が無事だといいですね。真下の門に戦車砲が直撃、さらにその後、迫撃砲が直撃……木こつ端ぱ微み塵じんに賭けますよ」

			「やっちまった―――!?　つかブリット、さっきの美人のことは生きてると思わんのかよ!!」

			「無理でしょ。聖剣の超性能か、偶然攻撃が外れていることを期待しますか？」

			「前者は、あの美人さんが生きてることが確定で、厄やつ介かいな敵になりそうだから勘かん弁べん。後者に期待しよう」

			「なら、大将は木端微塵に賭けないわけですね？」

			「いや、木端微塵に賭けるわ」

			　沈黙が続く。

			「「だめじゃん」」

			　２人して同時に、美人さんと聖剣の生還をあきらめた瞬間であった。

			「とりあえず、捜索隊を編成して探しますわ」

			「頼む」

			　……うん、性能や練度が高い分、絶望的だよな。

		

	
		
			　

			第１９６掘　伝説は始まらずに終わる

			　

			　ｓｉｄｅ　光の聖剣の担い手　ライト・リヴァイヴ　エナーリア聖国所属

			「ライト・リヴァイヴ。光の聖剣の担い手よ」

			「はっ」

			　私はエナーリア聖国の聖王の前で膝をつき、言葉を待っている。

			「今まで聖剣の担い手であるお主を隠してきたが、そうもいかない状況になった」

			「存じております。ジルバ帝国が侵略してきていると」

			「うむ、その通りだ。本来であれば、いや、これが聖剣の担い手の伝説の再現の始まりなのだろう」

			「再現とは？」

			「お主は、これから歴史の表舞台に立つ。それはすなわち、歴史の再現だ」

			「ということは、我が祖国こそが……」

			「そうだ。我がエナーリア聖国こそが、世界を１つとする盟主、あるいは光となるのだ。さあ、今一度、聖剣を抜き、掲げよ。そして、ジルバ帝国の魔剣使いを追い散らしてみせよ!!」

			「必ずや、この聖剣に誓って!!」

			　剣を鞘さやから抜き放つと、謁見の間が光で溢あふれる。

			「おお、伝説の再現、エナーリア聖国の真の歴史がこれより始まるのだ」

			　そして私は、攻められている砦へと救援に入った。

			　しかし、その時にはなぜかジルバ帝国が軍を引いていて、嫌らしい位置に陣を立てていた。

			「聖剣使いよ、よく来てくれた!!」

			「いえ、間に合ってよかったと言うべきなのでしょうか？」

			「おそらくそうでしょう。なぜ後退したのかは分かりませんが、これも聖剣のお力と思いましょう」

			「分かりました。では、砦や周りの街は、これからどうジルバ帝国と相対するおつもりでしょうか？」

			「即座に、ジルバの陣地へお返しをしたいところですが、現在の戦力では厳しいでしょう。もしや、聖剣には数を覆くつがえす力がおありで？」

			「はい、と言いたいですが、相手方に魔剣使いがいる以上、下手に動けばこちらが相手を崩す前に砦が落とされかねません。そうなれば本末転倒。本国からの増援も、これからどんどん到着する予定です。それらを待ってもらった方がよいかと。真っ向勝負をすれば、むろん負けるつもりはありませんが」

			「ほう、そのような自信があっても討って出ないとは慎重ですな」

			「私は13本のうちの１本を持っているのにすぎません。力はあれど、過信していいことにはなりません。かつての聖剣使いたちは、力で世界をまとめたのではありません。その力を使って、世界の人々の思いをまとめたのです」

			「思い……ですか」

			「はい、思いです。未来を、争いのない世界を望む思いを。ですから、皆さん私に力を貸してください」

			「はっはっは!!　聖剣使いはどれだけ偉い人かと思いきや、いや、失礼。侮辱するつもりは、いっさいないのですぞ。そのお言葉に深く感銘を受けましたぞ!!　確かに、大事なのは思いですな。喜んで協力いたしましょう。お言葉通り、援軍の到着を待って攻勢に出ることとしましょう」

			「ありがとうございます。それまでは砦の防備を整え、近場の街との連絡を密にして、万が一敵が動いたらすぐに対応できるようにお願いします」

			「お任せください」

			　それから数か月、ジルバ帝国の陣は動きを見せず、こちらは防衛が整うとともに援軍が到着し始めた。

			　しかし、なぜ引いた？

			　なにか問題が起きたのか？

			　なら、一気に攻めかかるべきか？

			　そろそろ防衛体制も整い、攻撃に出せる兵も集まってきた。

			　奪われてしまったフェイルの街を再奪還するほどの兵力があるとは言いがたいが、陣を張っているジルバを追い散らすことはできるのではないだろうか？

			「ライト様、ジルバ帝国の陣が動き始めました!!」

			「ようやく動いたか。しかし、動くのが遅かったな。こちらの防衛体制は万全だ。で、ジルバ帝国の目標は？」

			「はっ、進路から察するに、この砦と思われます!!」

			　この砦に再び攻勢を仕掛けるのか？

			　左右の街のどちらかに仕掛けるかと思っていたが、予想が外れた。

			　が、これも想定の内だ。

			「よし、予定通り街に連絡を取ってくれ。敵の目標は砦だ。こちらが耐えている間に退路の封鎖と敵後方の襲撃を行い、砦からはその時点で打って出る」

			「了解しました!!」

			　ジルバがどのような理由で侵攻を再開したのかは知らぬが、これぞ必勝の策。

			　敵を一方に引き付け、その間に退路封鎖と後方襲撃を行い、それで敵が乱れたらこちらから一気に打って出る。

			　これは、それぞれの箇所に相応の人数がいてこそ取れる作戦だ。

			　私の聖剣の力はあれど、数多あまたの敵をすべて討ち果たすことはできない。

			　そう、人々の結束こそ、思いこそ、勝利に一番大事なのだ。

			「来たな」

			「来ましたな。数は３万に届くかどうかと言ったところですな」

			　私たちは、砦から外に布陣するジルバ帝国の軍を眺める。

			「私たちの方が人数は多いが、予定通りに行きます。すでに連絡は行っています。３日あれば完全な包囲網が完成するでしょう。その時まで耐えてください」

			「そうですな。焦あせって敵を逃がしては意味がない。完全に叩きつぶし、二度とエナーリアへと手出しできぬようにせねば」

			「そのためにも、３日間、頑張りましょう」

			「なに、聖剣の持ち主がいるのです。士気も高い。防衛準備も万端。問題ありますまい」

			　私たちが話していると伝令が飛び込んできた。

			「伝令!!　魔剣使いと思しき女性が３名、この砦に接近!!」

			「魔剣使いが３人!?　まさか……」

			「それはないだろう。ジルバ帝国の魔剣使いは４名。そのうちの３人が、１か所に集まるなど……」

			「いえ、間違いないそうです。ジルバ帝国を偵てい察さつしていた間諜の部下がいまして、マーリィ、オリーヴ、ミスト３名の魔剣使いで間違いないそうです」

			「……これは、厳しい戦いになりそうですね」

			「ライト様の言う通り、急いて攻めていれば砦の軍は全滅していたかもしれません。しかし、どうされるおつもりか？」

			「防衛の方針に変更はありません。が、なるべく敵の攻撃を遅らせるべきでしょう。おそらく敵は、何か口上を告げるつもりです。それを聞いてから、こちらも返答をしてできる限り時間をかせぐべきです」

			「分かりました。ですが、誰が魔剣使いに対応するのですか？」

			「私がいきます」

			　私が砦の門の上に向かっていると、魔剣使いたちからの口上が聞こえてきました。

			　降伏勧告でした。

			　魔剣使い、しかも３人揃っての降伏勧告……これでは兵が動揺してしまいます。

			　私が聖剣使いであることを、この場で宣言して士気を回復しないとまずいでしょう。

			　門の上から魔剣使いを見下ろして、声を張り上げました。

			「侵略を行う愚おろかなジルバ帝国へ告げる!!」

			　そして、聖剣を引き抜き、兵を鼓舞しようと……。

			「エナーリアの全将兵は、決してお前たちには屈しない!!　我々は、お前たちに降伏などしない!!　この聖剣がある限り、我々に負け……」

			　ドンッ!!

			　そんな音が響き……。

			　ド―――ン!!

			　視界が真っ白に染まった。

			　なに、が、起こったの？

			　これから、私は、伝説を……。

			　わずかに開いた目は空を向いて、空からは何かが降って……。

			　ドドドドドド……。

			　

			　ｓｉｄｅ　ラビリス

			　私は彼女から手を放して、ユキに向き直った。

			「こんな感じね」

			「いや、なんで心が読めるんだよ。仲のいい人限定じゃなかったのかよ？」

			「無意識ってことと、すごく弱ってることが条件だけどね。普通、無意識状態になっているところを見せるのは、仲がいい夫婦か家族ぐらいでしょう？　寝ていても警戒心が強かったりして、簡単じゃないわ」

			「……ああ、なるほどな。で、心が読めるのはいいとして、なんで考えてることが今までの回想なんだよ」

			「多分、巡ってるんでしょう。走馬灯だっけ？　死ぬ瞬間に、今までのがってやつよ」

			「あー、そういうことか」

			「実際死にかけたんだし、当然だと思うわ。酷ひどかったでしょう？　見つけた時は」

			「そりゃな。奇跡的だったよ。体が半分になってたけど、倒壊した建物が逆に止血の役割を果たしてくれててよかった」

			　相変わらず、謙遜ばかり。

			　その半分になった上半身と下半身、千切れた腕と脚を回復魔術であっさりつないだくせに。

			「しかし、ラビリスが心を読めたのは嬉しい誤算だな。この聖剣の真贋はともかく、魔剣とは別物という認識らしい」

			　ユキがそう言って、鞘さやに入ったままの聖剣を鞘のベルト部分を持ってジワリと持ち上げる。

			　魔力云々の真意が分からない以上、私たちのような高レベルで莫大な魔力を持つ人が魔剣や聖剣を持つのは危険だ。

			　当然、魔力量がウィードトップのユキはなおさら。

			「「「オオッ―――!!」」」

			　そんなことを話していると、砦内から歓声が上がった。

			「どうやら、砦の制圧は成功したみたいだな」

			「みたいですね。しかし、ラビリスのおかげで、３日後には私たちを包囲するために敵が来ることが分かりましたが、それはどうするのですか？」

			「……そういえば、ジェシカの言う通りね。これからどうするのかしら？」

			　ジェシカの言う通り、３日後には敵がこの砦にたどり着き、落ちていることに気が付くことになる。

			「んー、それは姫さんたちの方針次第だが、砦が落ちてるのを知ったら、すぐに引き帰すと思うぞ。砦を攻めるには戦力が足らんし、その聖剣使いが負けたってことだしな。普通の判断ができるなら、聖剣使いが負けるような相手と何の作戦もなく戦おうとは思わん」

			「確かに……」

			　ジェシカがそう言って頷いた。

			　聖剣使いライトの心を読んだ限りでは、彼女が指揮する砦が落ちたのだし、多分敵は攻撃に出ることなく撤退すると思うわ。

			　ユキの予想通り、この聖剣使いがこの戦いの柱みたいだし。

			　とりあえず、ユキの体によじ登って肩車状態に戻る。

			「……ラビリス。一応、戦場だからな」

			「大丈夫よ。それを言うなら、両手にぶら下げている２人にも注意しなさい」

			　そう言うと、ぶら下がっているアスリンとフィーリアが涙目になった。

			「お、お兄ちゃんが邪魔なら……」

			「兄様が降りろって言うなら……」

			　しょんぼりした声で２人が俯うつむく。

			「別に邪魔とは言わないが、危なくなったらちゃんと離れろよ？」

			「「はーい」」

			　うん。さすが２人ね。

			「はぁ、でも、なんか微妙だよな」

			「どういうことでしょうか？　作戦は大成功。聖剣使いも聖剣も鹵ろ獲かくできました。これ以上ないと言ってもいいくらいの戦果ですが？」

			　呟つぶやいたユキにジェシカがそう返す。

			　でも、ユキの心情はそれを微妙と言っているのではない。

			「ジェシカ、違うのよ。ユキが言っているのは、聖剣使いの回想のことよ」

			「先ほどのですか？　この聖剣使いはしっかりと考えて、自分個人の力だけでなく状況をよく理解し、周りを上手く使っていたので、同じ兵を率いる者として賞賛できますが？　微妙というわけではなく、今回は相手が悪かったとしか」

			　ジェシカはやっぱり頭が少し固いわね。

			　私はくすっと笑いながら、ユキが微妙だと思っている部分を教えてあげることにする。

			「微妙だと思っているのは、そこじゃないわ。彼女やエナーリアの王が言っていた、伝説の再現、再来の話よ」

			「え？」

			「微妙でしょう。あれだけ盛大にやっておいて、結果が初っ端で敗北。どこかの物語よろしく、負けて逃げて強くなるなんて状態に見えるかしら？」

			「……完全に、物語は最初で終わっていますね」

			「ね。微妙でしょう？」

			「……微妙ですね。と言っても、この聖剣使いが我々に勝ってもらっても困りますし、勝てる道理がもそもそもない。微妙というか、可哀想かわいそうになってきました」

			「いや、そのまんま言うなよ。だから、微妙って言葉ですませてるんだよ」

			「でも、これで聖剣使いとしての義務からは解放されるから、今後は彼女次第じゃないかしら？」

			「だといいのですが。こういうタイプは、使命を運命だととらえているタイプですから、面倒なことにならないといいのですが」

			「だから、微妙だって言ってるんだ。物語の主役を通行人Ａにしてしまったような感じだからな」

			「私たちさえいなければ、彼女はきっと主役だったということですか」

			　私たちは、主役のはずだった聖剣使いに微妙な目を向けた。

			　そう、微妙。

			　私たちが負けるわけにもいかないし、彼女が力不足だったのかと言えば違う。彼女は持てる限りの力と知恵を絞しぼった。ただ、私たちがそれを遥かに超えていて、彼女は物語を紡ぐ役ではなかった。

			「「「なんというか、ごめんなさい」」」

			　こう言うしかなかったのよ。

			　分かるかしら、この気持ち？

		

	
		
			　

			落とし穴34掘　あまーい日

			　

			　ｓｉｄｅ　エリス

			　ぱら……。

			　そんな音が旅館の談話室に響いています。

			　辺りを見回すと、妊娠組のほとんどがここに集まって、妊婦向けや子育てについての本を読んでいました。

		

	
		
			[image: p_085.jpg]
		

	
		
			　日本語で書かれた日本の本です。

			　ユキさんが、私たちの妊娠を知って大急ぎで取り揃えてくれました。

			　妊娠後、私たちはウィードでの安静を言い渡され、ここ数か月は穏やかに過ごしています。

			　お昼はこうやって本を読んで勉強をするか、公園に軽く散歩に出るかぐらい。

			　もうずいぶんとお腹が大きくなりました。

			　この中に新しい命がいて、それが私とユキさんの子だと思うと感慨深い。

			　ユキさんたちは連日新大陸の調査で忙しそうですが、それでも毎日私たちを気遣ってくれます。

			　素晴らしい男性と巡り会えたものだと思います。

			　最初はユキさんの得体のしれなさに怯おびえもしました。

			　けど、彼の背負っている使命を知り、そんなものは霧散し、愛おしさが残りました。

			「まったく、変な出会いもあったものですね」

			　私は、ユキさんに初めて会った時のことを思い出してクスリと笑う。

			　モーブさんたちに奴ど隷れいとして買われて連れて来られたのは、ダンジョンの中の草原。

			　その草原に、１人佇んでいた黒髪の若者。

			　全然威厳などなく、奴隷の私たちに気を使い対等に話してくる変な人。

			　私たちは、モーブさんたちより偉い人に引き渡されるのだと思って、神経をとがらせていたと言うのに。

			「ん？　なにか面白い記事でもあったのかのう？」

			　私が当時のことを思い出して微ほほ笑えんでいると、いぶかしんだデリーユが尋ねてきました。

			「いえ、違うのよ。ちょっと、ユキさんと初めて会った時を思い出してね」

			　デリーユにそう言うと、周りにいた全員が顔を上げます。

			「ああー。もうお兄さんとはずっと一緒にいる気がしますが、まだ、そこまで昔の話でもないですよね」

			　ラッツが笑いながら、お腹を大事そうに撫でています。

			　最近のラッツは本当に嬉しそうです。

			　ユキさんの子供を一番欲しがっていましたからね。

			「ほう。ユキと会った時の話か。そう言えば、妾わらわは聞いたことがなかったのう」

			「私もだわ。あのユキは、奴隷だったあなたたちにどう接していたのかしら？」

			　デリーユとセラリアが、本を閉じて私たちの話を聞きたがります。

			「皆さま、お茶の準備が整いましたよ」

			「って、なにかあったんですか？　皆さん本を閉じてますけど、映画でも見るんですか？」

			　タイミングよく、お茶の用意をしていたキルエとルルアが戻ってきました。

			「ちょうどいいですね。お茶でも飲みながら、お兄さんと出会った時のことでも話しましょうか」

			「そのような話を！　ぜひ、私もお聞きしたいです」

			「私が来る前の話ですか。聞きたいですね」

			　そんな感じで、私たちは昔話に花を咲かせて日中を過ごしました。

			「へぇー、やっぱりと言うか、夫はその時からそんな感じだったのね」

			「旦那様らしいですね」

			　セラリアとルルアは、自分たちの知らないユキさんの行動を聞いて嬉しそうです。

			　けど、デリーユは少し考え込むような表情をしています。

			「妾は、結構激しい出会いじゃったからなー」

			「それは、デリーユが攻めてきたからですよ。あの時は、さすがに肝が冷えました。お兄さんに言われて、ダンジョンを脱出する準備もしてたんですから」

			「魔王が攻めてきたって大騒ぎだったんですから」

			　あの時は、ユキさんがダンジョンに残ると言って本当に心臓に悪かったです。

			　蓋ふたを開けてみればスラきちさんの圧勝でしたが。

			「妾わらわも、まさか新米のダンジョンマスターに、あそこまでやられるとは思わんかったぞ。ま、今ではよき夫じゃが」

			　デリーユがポンッとお腹を叩いて笑顔になります。

			「こら、デリーユ。そんなふうにお腹を扱っちゃダメだって言ってるでしょう」

			「これぐらい問題ないわ。多少の刺激も必要と、この本に……あ」

			　デリーユが雑誌を持とうとして取り落としました。

			「……なにかしら、これ？」

			　セラリアが開かれた雑誌の記事に視線を向けながら、拾い上げます。

			「んー、なになに。大好きなあの人へ？」

			「チョコを？」

			　ラッツがその一文を声を上げて読み始め、続いて私がでかでかと書かれている文字を読みあげました。

			「チョコって、お菓子のチョコですよね？」

			「みたいよ。ええっと、『いよいよバレンタインデー、愛しいあの人に心を籠めて手作りチョコを贈りましょう』？」

			「……ふぅん。ユキの故郷の行事みたいね」

			　全員が食い入るようにその記事を読みだします。

			　チョコを利用したお菓子を作って、大好きな相手へ贈る行事のようですね。

			　これに乗じて、独り身の人は思いを告げるいい機会とか。

			「面白そうね。チョコは幸いラッツのお店にあったわよね？」

			「ええ、人気商品ですからね。チョコを個人で加工してオリジナルのお菓子を作って渡す。いいですね。お兄さんに何か作ってあげましょう。チョコは私が用意しますよ」

			　ラッツがそう言って即座にお店と連絡を取り、チョコの在庫を回してもらうよう手配してくれます。

			「で、お菓子といっても、どのようなものがあるのじゃ？」

			「そうねー。見た感じ、クッキーにチョコを練り込んだものなんかがあるみたいね」

			「こっちは、パイの中にチョコを入れた感じですね」

			　色々な種類のチョコ菓子があるようです。

			　私もユキさんに美味しいチョコを食べて欲しいですし、なにかいいものはないかしら？

			「そういえば、お菓子を作ると言っても、皆はお菓子作りの経験はあるのかしら？」

			　セラリアが思い出したように聞いてきました。

			　私はお菓子なんて嗜し好こう品ひんを作ったことはないので、首を横に振ります。

			　皆も同じようで、キルエ以外は作った経験がないようでした。

			「ふむ。これは下手に別々に作るのは問題ね、キルエ」

			「はい、その通りだと思います、セラリア様」

			「何が問題なのですか？」

			　ラッツが不思議そうに聞きます。

			「料理と同じだと思ってはだめよ。お菓子には結構な細かい調整が必要だから、これじゃ失敗する確率が高いわね」

			「そうですね……私がサポートするとして、全員でチョコクッキーを作ってはどうでしょうか？　形は好きに変えられますし、生地は私たちで用意すればいいのですから」

			　なるほど、お菓子作りは難しいのですね。

			　下手に個人で作って、失敗作をユキさんに食べさせるわけにはいきません。

			「みんな一緒に作りましょう？　いいかしら？」

			　全員、否定することなく頷きます。

			「オリジナルなんぞ、妾わらわは無理じゃしな。助かる」

			「そうですね。無茶した結果失敗作で、お兄さんに渡せないとかだと悲惨ですし」

			　みんなも同じ考えのようで、一緒にお菓子作りをすることになりました。

			　さあ、少しでも美味しいチョコ菓子を作って、ユキさんに喜んでもらいましょう。

			　そして、夕方。

			　ユキさんたちが帰ってくる時間です。

			「ただいまー」

			　そんな声が響いたので、私たちはできたチョコ菓子を持って玄関へ向かいます。

			「「「お帰りなさい!!」」」

			「おおっ、甘い匂い？」

			「いい匂いなのです!!」

			「お菓子つくったんですか？」

			「なになに？　なにかあったの？」

			　調査組は不思議そうに私たちが抱えているお菓子を覗きこんできます。

			「ふふふ、今日は、お兄さんの故郷の行事を再現してみたんですよ」

			　ラッツが嬉しそうに言いました。

			「なんの行事なんですか、ユキさん？」

			　リーアが不思議そうにユキさんに質問します。

			「あー、もうバレンタインの時期か」

			「バレンタイン？」

			　ジェシカも首を傾げています。

			「なんというか、好きな人へチョコを贈る日なんだよ。まあ、うがった見方だが、俺はお菓子をより売るための戦略だと思ってるけどな」

			「へー、後半の戦略云々はよく分からないけど。それなら、僕もユキさんにチョコをもらって欲しいな」

			　リエルがそう言うと、調査組も同じようにユキさんにチョコを贈りたがりました。

			「そう言うだろうと思って、生地はまだ残してあるわ。ユキはちょっと待っててね」

			「兄様、まっててください。美味しいのをつくるのです!!」

			「お兄ちゃん、ちょっとまっててね!!」

			「……私も行くわ」

			「キルエ、私も行きます!!　ユキさんの妻としての務めを果たします!!」

			　そんなふうに皆が台所へ走っていきました。

			　作り終えた妊娠組も、手伝うために後を追いかけていきます。

			「あー、晩飯は少しずらさないといけないな」

			「……そのようですね」

			　その場に残ったのは、私とユキさん、それとジェシカ。

			「ユキさん、おひとつどうぞ」

			「ん、あーん」

			　ユキさんに作ったクッキーを差し出すと、そのまま食べてくれました。

			「どうですか？」

			「うん、美味しいよ。ありがとな、エリス」

			「いいえ。妻の務めですから」

			　ユキさんが美味しいって言ってくれてとても嬉しい。

			　いい行事ですね、バレンタインって。

			「……私も、作りに行った方がよかったのでしょうか？」

			　私とユキさんのやり取りを見て、ジェシカがそう呟つぶやきました。

			「どうでしょうね。護ご衛えいとしては合格だと思うわ。でも、妻としては少しダメね」

			「難しいですね」

			「大丈夫。きっといつかユキさんのことが、好きでたまらなくなる日が来るから」

			「うーん、私もそれなりに好感は持っているのですが」

			「多分、それは別の好感だからな」

			「私もそう思うわ」

			「そうでしょうか？」

			　ジェシカがそう言って首をひねります。

			　そこで考え込む時点で、愛とは別の義務感とかだと私は思うの。

			　……と、クッキーは結構焼いてしまったし、他の人にも食べてもらいましょう。

			　一番食べて欲しい人には食べてもらえたし。

			「うぃーす。大将、なんか用事があるって聞きましたが」

			「あ」

			「あ、いいところに」

			　スティーブが入って来たので、クッキーを渡しました。

			「なんすか？　クッキー？　手作りみたいですけど」

			「そうよ。好きな人にチョコを贈るバレンタインって行事を真似てみたの。ユキさんにはもう食べてもらったし、おすそわけ」

			「あーあー」

			　横にいるユキさんが、いきなり目を手で覆おおいました。

			　なにか問題でもあったのでしょうか？

			「……これを見せつけるために呼んだんっすか……。ぽりぽり……美味しいっす。涙が出るほど美味しいっす!!」

			「それはよかったわ」

			　そう言うとスティーブが背を向けて外へ飛び出して行きました。

			「え？」

			「リアルの馬鹿野郎―――――――!!」

			　なんで、いきなり叫びながら飛び出したのでしょうか？

			「あー、そのなんだ。ほっとけ。明日には元に戻ってる」

			「はあ？　そう言うのなら」

			　その後、私は自分が独り身の男性に対して、傷をえぐるような行為をしたんだと自覚することになりました。

			　確かに、思い人がいないのであれば、この行事は意味のない寂しいもの。

			　というか、私がしたようにおすそわけされても、みじめになるだけですよね……。

			　ごめんね、スティーブ。

			　私とユキさんの愛に免じて許して。

			　次の日、スティーブが公園で酔いつぶれているのが見つかったとかなんとか。

		

	
		
			　

			第１９７掘　砦攻略後の話

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　砦の１室をもらい受け、俺はそこでのんびり書類処理をしている。

			　横ではリーアが書類を優先度順に分けたり、自分で目を通してできるものを処理するなどサポートしてくれている。

			　新大陸に来たとはいえ、俺がこの傭よう兵へい部隊のリーダーなので、実質的な管理は自分がしないといけない。それと、ウィードの軍部関連の処理も俺の仕事だ。

			　加えて、現在、各所に散らばっているウィードメンバーの報告書などもある。

			「しかし、こっちは砦を攻略して進展があったが、よそはパッとしないな」

			「仕方ないですよ。ジルバ帝国の調べものはしっかりやってくれてます。こうやってデータが送られてきていますし。ダンジョン、いえ亜人の村の方では実験の成果も出ているようです。徐々にですが、成果は出ています」

			「そうなんだが、今までイベントがありすぎたせいか、なにかこう一気に物事が進んでくれないかなーってさ」

			　希望的な意見を言う。

			　ウィードの建国宣言から、ようやく１年近くといったところ。嫁さんたちの出産予定まで、あと１か月といわれている。俺にとっては怒涛の１年だった。

			　この世界に来て１年無事でよかったね記念をやる暇ひまもなかった。

			「そうですね。皆の出産も近いですし、こっちがひと息つければ、落ち着いて皆の出産に付き合えますから」

			　リーアも皆のことは心配しているようで、家族でのんびりしたいと思っているようだ。

			　お茶を手にして飲む。

			「ふぅ、ま、イベントは、現在進行中でもあるんだけどな」

			「砦を落として３日後には、ライトさんや捕ほ虜りよにした砦の将の言った通り、私たちを包囲するための援軍が来ましたからね」

			　そうリーアが言って、こちらに１枚の書類を回してくる。

			「周辺の街の取り込みについて……ねぇ。これ、なんで俺たちに回してくるんだろうな」

			「さあ？　ユキさんの手腕に期待してのことでは？」

			「恭順はしてるんだろ？　一々、外部の俺に話を伺うかがうのは、まずいだろうに」

			　書類の内容から分かるように、２つの街から出撃した包囲軍は、砦の陥かん落らくと聖剣使いが敗北したことを聞き、あっさり恭順の意を示した。

			　実のところは、戦闘が起こっていないので不思議に思った先方の軍の代表が砦に近づいたところを逆手にとって包囲し、そのまま敗走に追い込んだのだ。

			　戦闘らしい戦闘の跡も、いっさいなかったからな。

			　門が吹き飛んで、少し城壁が崩れているぐらい。

			　しかも、それが四方じゃなく１か所だけだから、包囲軍は困惑したのだろう。

			　普通、砦を攻められれば、地面や城壁などを含めて全体がボロボロになるだろうからな。でも、今回は戦車砲と迫撃砲の一斉砲撃ですべて終わってしまった。

			　と、こんな感じで包囲軍もあっさり四散し、軍を率いていたお偉いさんをこちらが捕ほ虜りよとしたことにより、俺たちがとんでもない勢力だと相手に認識させたわけだ。

			　その結果、次の攻略目標であった２つの街は、こちらの希望通り恭順してくれた。

			　まぁ、砦が１日で落ちて聖剣使いも負けた相手に、砦以下の防衛機能しかない街が耐えられるわけもない。

			　だから、領主たちは即座に、略りやく奪だつや領民への非道な行為をしないことを条件に、こちらにつくと言ってきた。

			　こちらとしても、兵力と時間を割かなくてよくなったので万々歳である。

			「人手が足りないみたいですよ。一応、２つの街は恭順を示したみたいですけど、エナーリア聖国のさらに奥には城や砦も存在します。そこからの軍が来た時、防衛するのが厳しいですからね」

			　リーアの言う通り、俺の持っている書類にはその関連のことが書いてある。

			　わずか１週間で砦を１つ、街を２つ攻略したのは大戦果だが、これを維い持じできなければ意味がない。

			　そこで、魔剣使いの３姫――もう１人１人名前呼ぶのがめんどいので、そう呼ぶ――が、砦以外の２つの街に、こちらの領土になった証として制圧軍を送り込むことを考案していた。

			　当然だよな。制圧軍のいない敵地恭順なんて誰も信じないし。

			　で、問題は送り込む兵士だ。

			　砦を攻めたこちらの兵数は、２万５千程度。

			　数を聞いてもらえば分かると思うが、砦から兵を割くわけにはいかない。

			　一応、早馬をやって駐留するための援軍を要請しているが、それが来るのも早くて２か月後。

			　残念なことに、地理的には敵の城や砦の方が圧倒的に近いので、援軍を出されれば向こうの方が速い。運悪く早期奪還に乗り出してきたら、２つの街はなんとかしてこちらの少ない手勢で守るしかないことになるだろう。

			　一応、２５００ずつ２つの街に配置する予定ではあるが、その数では厳しいのは明らかだ。

			　砦を２万、街を２５００、今できる配置としてはこれが精いっぱいだろう。

			「とりあえず、この書類を作ったのはミストだな」

			「ですね。マーリィさんとオリーヴさんは、こういうのが書けるタイプではないですから」

			「ミストが、ジェシカやヒヴィーアみたいな副官を欲しがっていた理由がよく分かるな。可哀想かわいそうに」

			「大事ですよね、人材」

			「そう言った意味では、マーリィは確かに人を見る目があるみたいだな」

			「副官にジェシカさん、ヒヴィーアさん。ユキさんと私に真っ先に声をかけてきたのも、彼女でした。まあ、確かに人を見る目はありますね」

			　俺とリーアについては、制御できるとかそんな枠じゃなかったけどな。

			　そんな雑談をしながら、恭順の意を示した街への対応策の書類に目を通していく。

			　実に、ミストらしい堅実なやり方だと思う。

			　俺たちみたいな連絡手段もなく、隊伍を組んでえいえいおーみたいな時代遅れが主流の中で、必死に最善策を考え出している。

			　魔剣が扱えなくても、ミストはこの大陸で一角の将軍になりえたのではないのかと思うぐらいだ。

			　マーリィ、オリーヴは戦闘に特化しすぎているから、せいぜい今回のような侵攻軍のリーダーがいいところだろう。

			「あー、なるほど。ここで俺たちを使おうってことか」

			　俺は最後の一文を見て、ミストがこの書類を俺に渡してきた意味を悟った。

			「さすが、ミストさんと言うべきですね。私たちに連絡兵として動いて欲しいみたいですよ」

			　俺たちが遠距離から即座に情報を受け取る技術を持っているのは、一緒にある程度行動しているので察しているのだろう。が、それをすぐに自分たちのために使ってくれと提案するのは、なかなか豪胆だな。

			「これは、俺たちを信頼しているとみていいのかな？」

			「そうじゃないでしょうか」

			　コンコン。

			　ドアをノックする音が、俺たちの会話を遮さえぎった。

			「ジェシカです」

			「ん？　気にしないで入ってくりゃいいのに」

			　俺がそう言うと、ジェシカがミストを引き連れて入ってきた。

			「お邪魔します」

			「ああ、ミスト、ちょうど書類を読ませてもらったとこだよ。俺たちに連絡兵、伝令兵として動いて欲しいって？」

			「読んでいただけたのでしたら話が早いです。私の護ご衛えいおよび連絡兵として、２つの街を訪問する手伝いをしてもらったあと、一方の街に駐留して欲しいのです」

			「片方の街はいいのか？」

			「本音を言えば、両方の街に戦力を置いて欲しいのですが……できますか？」

			「いや、無理だ。お断りする」

			「ですよね。せめて人族の方がもう１人いれば、受け入れてもらえたと思うのですが……」

			　俺たち侵攻軍について来ているリーダー格は、俺、リーア、リエル、トーリ、カヤ、シェーラ、アスリン、ラビリス、フィーリアだ。

			　そのうち、トーリ、リエル、カヤは亜人なので、新大陸の人間相手に対等に交こう渉しようできるとは思えない。シェーラ、アスリン、ラビリス、フィーリアも見た目が子供だから難しい。

			　俺とリーアの分断は、嫁さん全員が反対するのでなし。

			　ジェシカを派遣する手も考えられるが、ジェシカはこの新大陸において、俺たちにとっての一番の理解者であり仲介者でもある。

			　だから、ジェシカも派遣するのはなし。

			　つか、ジェシカはジルバ帝国にとって、名目上は俺との交渉役なので、傍そばを離れるわけにはいかない。

			　結果、手駒なし。

			「ですから、一方の街を私が守るので、もう一方をユキさんたちにお願いしたいのです」

			「……それしかないよな」

			「ええ、マーリィ様、オリーヴ姉様は戦にめっぽう強いのですが、こういうことはさっぱりで。ヒヴィーアを派遣することも考えましたが、戦力、知名度などを考えると私が行った方が都合がよいので」

			「それなら、俺たちに一方の街を任せるのはどうかと思うが」

			「ユキさんたちが全滅することの方があり得ないと思いますが。それと、ジェシカから聞きましたが、情報を集めるのにも都合がよいのでは？」

			「そこら辺も考えていると。ま、合格点だな。よし、合格点をとったついでだ、ゴブリン部隊を50ほど連れて行け。ブリットが指揮をとるから、こっちとも連絡を取るのは容易だ」

			「ほ、本当ですか!!　それはとても心強いです!!」

			　ゴブリンだけじゃ、こっちも情報を得にくいからな。

			　ブリットたちがミストの側近としていることになれば、街の情報も色々と集められるだろう。

			　戦力としても弩級のメンバーだ。ブリットの部下のゴブリン１人でも、魔剣使いと一対一で戦って負けはない。魔術と銃器を使っていいなら３対１でも負けない……というか近づけないだろうしな。

			　暗殺とかその類たぐいは心配しないといけないが、わざわざゴブリンを暗殺しなきゃいけない時点で終わってるし、そうそう不意をつかれたりはしない。

			「でも、向こうの領主や貴族たちが、俺たち傭よう兵へいを受け入れるか？」

			「こちらもその旨は先に連絡しておきますし、ユキさんたちは現在、ジルバ王直属の傭兵ということになっています。正直、預けられている権限は私たちよりも上です。なにか問題があれば、ユキさんたちの裁量で何をしても構わないと言われております」

			「何をしてもね……」

			　あの王様、ちゃっかりしてるな。

			　こういった方面での能力も把は握あくしようとしているな。

			　今回の俺たちに一方の街を任す案はミストによる提案だが、最初から王様にこの方針でいけって方向性を決められていたような気がする。

			「分かったよ。こっちも準備を進める。いつ出発なんだ？」

			「できれば、２日後には出発したいのですが」

			「それで構わない。必要な物資は書きだしておいてくれ。俺たちがいなくなるんだからな、この砦から」

			「あ、はい!!　早速!!」

			　ミストは早速、なくなると暴動が起きかねない物資をピックアップするべく走って調査に向かった。

			「で、いつでも簡単に運搬できるはずの補給物資の件を理由にして、ミスト様を追い出したように見えますが？」

			　ジェシカは、俺が意図的にミストを部屋から追い出したことに気が付いたようだ。

			　ジェシカの言う通り、マローダーという馬以上の速度で動ける道具があり、アイテムボックスでの大量運搬も可能な俺たちにとっては、砦への物資の補給はいつでも簡単にできる。

			　正直、マローダーがあれば、１日でジルバ帝国王都、俺たちの拠点の亜人の村、そしてこの砦を２往復できる。

			　物資をおろしたり話をしたりする時間を考えると、余裕をもって１往復と考えた方がいいだろうが。

			「さっきの話は聞いただろう。街１つを俺たちに預けるって言ってるんだ」

			「はい、破格の待遇だと思いますが」

			「さすがユキさんです」

			　ジェシカ、リーア共に、当然と言わんばかりだ。

			「その街をどう統治するのかを話さないといけない。預けられた街を、ウィード並の文化レベルにするつもりか？」

			「「あ」」

			　そんなことをすれば、その街はジルバ、エナーリア、それ以外の国からも確実に目をつけられる。そして、それを治める俺たちにも必然的に注目が集まる。

			　さらに……。

			「そんなめんどくさいことに時間を割きたくはない!!」

			　もうすぐ嫁さんたちが出産予定だし、ウィードの１周年もあるんだよ!!

			　そっちの方が俺にとっては大事なんだ!!

			「あー、もうすぐ皆の出産予定もありますし、ウィードも１周年ですもんね」

			　リーアも同じ考えなようで同意してくれた。

			「……お２人とも、エナーリア聖国からの攻勢を心配しないのですか？」

			「「え、そんなのたいした問題じゃないよ」」

			　聖剣使いであの程度だし、搦からめ手で暗殺を仕掛けてくる可能性もあるだろうけど、俺たちはドッペルだしな。

			　そもそも基礎ステータスが違いすぎるし、考慮に入らん。

			　軍が来ても遠距離から容よう赦しやなく殲せん滅めつするだけ。

			　手加減なんてしないから。

			「はぁ、姫様の横で働いていた頃が懐かしい。私は本当に、埒らち外がいの場所へと来てしまったようです」

		

	
		
			　

			第１９８掘　街を任される理由

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　のんびりと、マローダーが荒野を走る。

			　後続には、ゴブリンたちが他のマローダーに乗ってついて来ている。

			「まったく便利な乗り物ですね」

			　後部座席に座っているミストが呟つぶやいた。

			　ま、この世界の人からすれば埒外の移動手段だしな。

			　馬よりも速く長く走れて、ちょっとやそっとじゃびくともしない頑強な防御力。

			　昔のことで忘れそうになるが、トロールをひき殺せるくらいだから攻撃力もあるにはある。

			　地球ならただの移動にしか使えないが、この世界にはアイテムボックスという魔術やスキルによる運搬能力があるので、マローダーは輸送車としての役割を果たせる。

			　科学と魔術を色々絡めて研究しているが、こういう成果が一番分かりやすいだろう。

			　なにごとも、バランスよくすれば総合的に発展するのだ。

			　極振りが悪いとは言わないがな。

			　と、マローダーの話じゃないな。

			　俺たちは現在、目的地の街へと向かっている。

			　派遣予定の２５００の兵士は一緒に出発したが車に追いつけるわけもなく、数日遅れて街に来る予定だ。

			　俺たちは先行して受け入れ態勢を整え、街の代表や領主と話を纏まとめなければいけない。

			　一応、今は降伏勧告を行った兵士が駐留して対応しているが、複雑な話はミストや俺たちがついてからだ。

			　……なにが悲しくて、よその土地で政治の仕事をしないといけないんでしょうね。

			「で、俺たちが任される方の街の名前はベータンだっけ？」

			「はい、規模で言えばフェイルの街より大きいです」

			「ミストが小さい街の方に行くのはなんでだ？　てっきり大きい方の街に行くだろうと思っていたが」

			　そう、なぜか俺たちが大きい街の方を任されることになったのだ。

			　普通は正規軍のミストが治めるべきなのだが。

			　そもそも、傭よう兵へい部隊が街を治めること自体おかしい話なんだが。

			「それにつきましては、万が一に備えてですね」

			「あー、敵が来た時とか、周りが敵でしたって時か？」

			「理解が早くて助かります。私たちが今後注意すべき点は、主に２点。敵の奪還軍、それと街の蜂起、寝返りですね。２つの街は、今回目立った損害は被っていません。ある意味、政治的な判断は素晴らしいと言えます。しかし、それは私たちにとっては不安要素でもあります」

			「だから、突破力、というか万が一、街が敵に回った時になんとかできそうな俺たちを選んだわけか」

			「そうです。私の力では、大きい方の街から兵を連れて無事に逃げ出す自信はありません。だから、申し訳ありませんが、小さい方の街に行かせてもらいます」

			「ふむふむ。理由は察した。しかしそれじゃ、街に対して変な要望どころか意見をしただけでも不満が溜まりそうで怖いが」

			「さらに言えば、街の方から物資の供給や金銭の供給を願い出てくる可能性もあります」

			「今回の戦いが原因で街が貧窮していますって？」

			「ええ。断れば反乱を起こすとは言えませんが、そうやって自分たちの扱いをどうするのか窺うかがうはずです。そこら辺の調整を、お姉様やマーリィ様には任せるわけにはいきませんので」

			「あー、２人に任せたら物資が空になりそうだな」

			　全然分野が違うわけだ。

			　俺たちに任せた方が、まだマシなレベルで。

			　面めん子つにこだわっていたら、せっかくの戦果がなくなる可能性もあるわけか。

			　ま、面子もなにも最初からないけどな。俺たちに負けたのが始まりなわけだし。

			「そこで、傭よう兵へい部隊をというわけです」

			「俺たちが最適だったってわけか」

			「はい。私たちはユキたちがすさまじい権限を持っているのは知っていますが、相手はそうではない。雇われの傭兵で、そこまで権限を持っているとは思わないはずです」

			「向こうからすれば、ただの監視として置いたように思われるわけだな」

			「ええ。ですが、私から領主にはユキの指示に従うように言っておきます。あとは、そちらのやり方次第ですね」

			「なるほどな」

			　そんな打ち合わせをしていると、車は４時間もかからずベータンの街にたどり着いた。

			「本当にすさまじい速度ですね」

			「そこは置いておけ。とりあえず、ここらへんで止まらないとお相手さんが殺気だってるぞ」

			　街の門から兵士がどんどん出てくる。

			「あ、はい。とりあえず降りてみましょう。どういうことでしょうか、先行して事情を伝えてくれた駐留している兵士がいるはずですが？」

			「いや、普通にそのまんま話しただけで、信じてもらえなかったんだろう」

			「あー、そうかもしれませんね。あそこで部下が頭を下げています」

			　よく見ると、こちら側の軍の鎧よろいを着た兵士たちが、門から出てきた兵士に必死に何かを叫んでいる。その中の１人が、こちらを向いて頭をぺこぺこ下げていた。

			　可哀想かわいそうに。

			　仕方ないので、ミストと俺、リーア、ジェシカ、トーリで車を降りて門に向かう。

			「ミスト様、申し訳ありません!!　ベータンの者たちが、どうもくるまを警戒しておりまして」

			「こちらも配慮が足りませんでした。迷惑をかけましたね」

			「のんびり会話するのもいいが、そろそろこの殺気だった奴らをなんとかしてくれ。それとも殲せん滅めつするか？」

			　ミストが事情を聞いている間に、俺たちは周りを囲まれていた。

			　どうも、俺たちが本当に魔剣使いとその連れなのか怪しんでいるようだな。

			「それはやめてください。恭順してくれたのに無意味になります」

			　ミストがそう言って魔剣を抜くと、水流が真上へと放たれる。

			　それを見た兵士たちがざわめいた。

			「見ての通り、私が魔剣使いのミストです。領主に話があってまいりました。道を開けなさい!!」

			　そう宣言すると、あっさり兵が引いて門への道が開けた。

			　その道の奥、門の場所に１人の男が立っていた。

			「お待ちしておりました、ミスト様。兵たちの非礼は私がおわびします。今まで戦争状態でしたので警戒しているのです。どうかお許し願いたい」

			　男は門へ向かって来たミストに、素早く言葉を並べて頭を下げる。

			　見た感じ身なりが良いのでおそらくは……。

			「いえ、こちらも少し配慮が足りませんでした。この対応も納得できます。で、お名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

			「はっ、お許しいただき、ありがとうございます。私は、この街、地域の領主を務めております、ホースト・アーネスと申します」

			　やっぱり領主か。

			　しかし、護ご衛えいの１人も従えていないとは、度胸があるのかそれとも計算ずくなのか。

			「恭順の意思は確認しました。早速ですが、命令をくだします」

			「はっ、街の民に被害が及ばぬのであれば何でも」

			「これより、こちらのユキが率いる傭よう兵へい団に従って、街を守り繁栄させてください」

			「……それは、どういうことでしょうか？」

			　さすがに驚いたのか、領主は目線を俺とミストの顔を行き来させて、冗談か何かを言っているのかといった反応だ。

			「言葉のままです。彼らが、このベータンの駐留軍代表となります。私はスエイートの方へ向かいますので、宜しくお願いします。傭兵といってもそれなりの知識人が揃っていますので、無茶は言わないはずです。なにか問題があれば、スエイートの方まで伝令をやってください」

			「は、はあ」

			　納得はいかないが、否定するわけもいかないといったような微妙な顔つきをしている。

			　そりゃ誰だって、傭兵に街を任せるなんて言われて困惑しない方がおかしいわ。

			「私は、このままスエイートへ向かいます。定期的に連絡は入れますので、ユキさん、ここは頼みます」

			「え？」

			「おう、任された。そっちもしっかりな」

			「はい、では、よろしくお願いします」

			　唖然とする領主を放っておき、ミストはブリットが乗るマローダーに乗り込み、さっさと行ってしまった。

			「というわけだ。これからよろしく頼む。ホースト・アーネスさん」

			「あ、ええ。よろしくお願い致します」

			「とりあえず、ここで話すのもなんだから、どこか場所はないか？　お互い色々話したいことはたくさんあるだろう？」

			「そう、ですね。こうなっては……ユキ殿でしたかな、貴方が我々にとっての交こう渉しよう相手のようだ」

			「お手柔らかに」

			「こちらこそ。と、では後方の乗り物も、こちらへ案内いたします」

			　さすがに優秀と言われるだけあって、切り替えは早いようだ。

			　さてさて、俺たちはこれからこの街でどうすればいいんでしょうかね。

			　なにをするにも、とりあえずこのホースト・アーネスの話を聞いてからだな。

			「聞いてたな。兵士をひき殺さないように注意してくれ」

			『はーい。任せて』

			　コールでリエルからのんきな声が聞こえてくる。

			「ま、なるようになるか。最悪、叩き潰せばいいし」

			「リエルの声で気が抜けたのか知りませんが、そんなことを言わないでください。実際、実行可能な力を持っているので、私からするとゾッとします」

			　横でジェシカが引きつった笑いを見せている。

			「冗談だよ。というか、ジェシカもその気になれば十分殲せん滅めつ可能だぞ」

			「分かっていますが、実感が全然湧わきませんね」

			「そりゃそうだろうな」

			　そんなことを話しつつ、俺たちは領主の案内で街に入っていった。

		

	
		
			　

			第１９９掘　とりあえず会談

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　この街で何かをするにも、街の情報を教えてもらわない限りはどうしようもない。

			　相手が協力的なのかも含めて、それを知る場所が必要だ。

			　というわけで、ホースト領主の案内で街へ入った。

			　防衛軍の本隊である２５００の兵はまだ到着するわけがないので、先行していた兵士が俺の横に並んで歩きながらぺこぺこしている。

			「本当に申し訳ありません。説明はしたのですが、ユキ殿たちのことはまったく信じてもらえず……」

			　あ、ちなみに先行していた兵士たちは、以前、俺たちに捕縛されたことのあるマーリィ直属部隊の精鋭で、俺たちのことは知っている。

			　なので、あの戦闘の結果や物資の補充の件などに俺たちが絡んでいるのは勘付いていて、色々と話が早い。

			　一方、ヒヴィーアが率いてた本隊の兵たちはいまだに俺たちの実力に懐疑的で、傭よう兵へいが我が物顔で自分たちの陣を行き来するのやマーリィたちと話すことに、あまりいい顔をしていないようだ。

			　ちなみにそのうちの１人が、亜人ということもあって物腰の柔らかいトーリに難なん癖くせをつけてケンカを売ってきた。当然、勝負にはならず、図らずともそのことで俺たちの実力の一端が知れて、兵士たちもある程度はいうことを聞くようになっている。

			　だが、砦攻略の戦果は３姫のものにしないといけないので、一般兵には俺たちが何もしていないように見せないといけない。

			　こうした事情もあって、トーリはともかく実力を見せていない俺たち傭よう兵へいの大半は、いまだ兵士たちにわだかまりを持たれているのは事実だ。

			　で、自陣でもこんな感じなのに、いきなりよその街の領主に傭兵が占領軍のトップです!!　なんて言うのは、冗談ぐらいにしか取られないだろう。

			「気にするな。どうせ、こんなことだろうとは思ってたから。変な苦労を掛けたな。後で俺から差し入れしてやるわ。カップ麺とかでいいか？」

			「あ、ありがとうございます!!　アレを食べて以来、どうも普通の飯が味気なくて」

			　そりゃそうでしょうよ。

			「で、苦労ついでだ。この街はどうだ？」

			「どうとは？」

			「全体的にだな。お前の感想が聞きたいってところだ。治安、防御機能、街の人の感じとか色々含めて」

			「あー、なるほど。そうですね。自分は、一応、占領した敵兵士という立場になりますが、特に街の人に怖がられたりすることはないです。防衛のための軍備は、見たまんましか知りません。壁で街を囲ってるくらいでしょうか。治安に関しては、ジルバによる占領宣言が出された割には、暴動や盗みなどが多発している感じはしませんね。つい最近まで、砦の防衛のために兵士が集まっていたはずなんですが」

			「へー、よそから来た血の気の多い奴が残って暴れててもおかしくないのにな。そこのところは実際どうなんだ、ホーストさん？」

			　ここまで口を挟はさまず、ずっと横で俺たちの話を聞いていた領主へ話を振る。

			　ちゃっかり、こうやって俺たちの人となりなんかを観察しているあたり、優秀な領主なのは間違いないだろうな。

			「逆ですよ。血の気の多い連中が集まっているからこそ、治安維い持じを厳重にしているのです」

			「なるほどな」

			「まあ、そちらに挟撃軍を追い散らされてから数日は、逃げ帰ってきた兵士や傭兵が暴れようとしていました。この街が攻め滅ぼされると勘違いして、なら自分が何をしても構わないと思ったようですね」

			「それを、ちゃんと抑えたってことか。お見事」

			「お褒ほめに与かり光栄です。それでも、ことが起こってからの処理も多々ありましたが」

			「そりゃ、問題を起こしていない敗残兵をしょっぴくわけにもいかないしな。いくつか起こった暴動に関しては、損害の補填なんかはどうしてるんだ？　各々が自分でどうにかしろって感じか？」

			「いえ、大半が物損事件なので、こちらで代わりに弁償しました。さすがに問題を起こした犯人の身ぐるみは剥はぎましたが」

			「そりゃ当然だわ」

			「傷害、強姦事件もありましたが、幸いどちらも軽傷、未遂、服を破られるぐらいで済んでおります」

			「それだと、ここ数日は忙しかっただろう」

			「はい。警備の兵は３倍、巡回もルートを３本増やし、回数を３倍にしました。兵の皆には申し訳ないですが、ほとんど休みなしですな」

			　状況への対応力は十分と。

			　こりゃ、下手に俺たちが街に口を出すと反感を買いそうだな。

			　領主本人はともかく、領民がいい顔をしないだろう。

			「しかし、俺たちが到着したわりには、街の人たちは普通に出歩いてるな」

			「少人数でしたからな。兵が集まってやってきたので、何ごとかとは思ったようですが」

			「とりあえず、あと２～３日で駐留軍が到着するから、その旨は住人に伝えてくれ」

			「はい。ミスト様からいただいた手紙の通りですな。行軍に遅れを生じさせないとは、お見事です」

			「ん？　その感じだと従軍経験が？」

			「ええ。というか、この国の領主は少なからず個人で兵士をもっていますからね。私は15年ほど前までは、エナーリア聖国王都で勤めておりました」

			「軍職で？」

			「はい。とは言っても、そこまで名があるものではありません。この土地も曽祖父の頃の功績の賜たま物もので、私は特に活躍したわけではありません。この土地を必死に守ってきているだけなのです」

			「その言葉を文字通り実践してるホーストさんは、十分立派ですよ」

			「ははっ、まさか自国の人間からは引きこもりと言われているのに、敵国の相手から賞賛されるとは思いませんでした」

			「世の中、そんなものですよ」

			「ですなー」

			　そんな雑談をしていると、街の中央にある大きな屋敷へ着いた。

			「ここが、私や代々の領主が住んできた屋敷です。皆さまには、こちらで寝泊まりをしていただくことになります。ご不便はあるかもしれませんが、ご容よう赦しやを。なるべく解決できる問題は解決いたしますので、なにか要望がございましたら、給仕、メイドに言ってください」

			　そう告げながら、ホーストが屋敷の扉を開く。

			「「「お待ちしておりました!!」」」

			　中にずらっと並んでいたメイドが一斉に頭を下げた。

			　あー、普通だと、この規模の屋敷はこのぐらいの数のメイドが必要だよな。

			　俺の旅館がおかしいのか。

			　自動浄化機能って素晴らしいよね。

			　そんなふうに自分の家を思い出していると、居並ぶメイドたちの真ん中から執事らしき人ときらびやかな服を着た女性が歩み出てきた。

			「お帰りなさい、あなた」

			「お帰りなさいませ、旦那様」

			　そう言って２人がホーストに頭を下げた。

			「出迎えありがとう。私は見ての通り無事だ」

			「では、この方たちが？」

			「ああ、紹介しよう。この街の駐留軍の代表、ユキ殿だ」

			　そう言って、ホーストがこちらに振り返る。

			　なんというか、変に視線が集まるな。

			　当然なのだが、居心地はよくない。

			「どうも、この街の駐留軍代表、傭よう兵へいのユキです」

			「……傭兵ですか？」

			「そのことは、おいおい聞きましょう」

			　ホーストは奥さんらしき人の疑問を流し、俺たちを奥へと案内し始める。

			　しかし、話を聞いた奥さんや執事はどうも不思議がっている。

			　当然ですよねー。

			　そして、奥に進もうとすると、マローダーを降りた亜人の嫁さんたちに待ったがかかった。

			「申し訳ありませんが、ここからは奴ど隷れいの方は遠慮願いたいのですが」

			　執事がリエルたちに待ったをかける。

			　その言葉にリエルはぽかーんと、トーリは少しイラッとした様子、カヤに至っては不機嫌全開だ。

			　一緒に阻まれたちびっこたちは、シェーラは不快感を顔に出し、フィーリアは泣きそうだ。ラビリスだけは、こうした事態を予想していたのかどこ吹く風だが。

			　さて、どうしたものかと思っていると、ジェシカが進み出て口を開いた。

			「ジルバ帝国の所属で、傭兵部隊ユキ隊長との交こう渉しよう役をしているジェシカ上級騎士です。この方たちは我らがジルバ王が望んで雇われたお方たち、すなわち王の直ちよつ轄かつ部隊です。その中に奴ど隷れいはおりません。誤解するのも分かりますが、訂正を願います」

			「そ、それは大変失礼をいたしました!!　こ、こちらへどうぞ」

			　執事が大変恐縮した様子でトーリたちに頭を下げ、案内をする。

			「申し訳ない。執事の失態は、主である私にあります。罰があるのであれば私に」

			「いえ、あの対応が普通でしょう。しかし、いくら上級騎士の宣言があったとはいえ、すぐに対応を変えられる者は少ない。いい執事ですね」

			「ありがとうございます」

			　ホーストがほっとしたように胸をなでおろす。

			　今までの常識をすぐに捨てて、ああした対応をできる人間は少ない。

			　普通は主に対応を伺うかがったりするところだろうが、多分、あの執事には亜人に対する偏見とかそう言ったのものがもともとないのだろう。

			「我々も亜人は使用人として使っておりますから。しかし、どうも貴族の頭の固い連中は、身分が上だの下だのといってですね」

			「どこでもある話です」

			「まったくですな」

			　給仕さん、メイドさんたちをそれとなく見ると、確かに亜人の女性が混じっている。

			　というか、半分は亜人だ。

			「私としては、耳が良かったり、力が強かったりと人よりも優れているのですから、もう少し亜人の立場を向上させたいのですが、なかなか……」

			「難しいですね」

			　なるほど、そういうわけで執事はああいう対応を取ったのか。

			　めんどくさいね、威厳とか伝統とか誇ほこりとか。

			「なかなか話の分かるお方のようだ。ユキ殿、これからのお話にも期待してよろしいでしょうか？」

			「どうでしょうね、自分は自分のできることをするだけです」

			「はっはっはっは!!　そうですな。私もそうです。では、他の皆は行ってしまったようですし、私が案内させていただきます。こちらです」

			　そう言って、俺たちは屋敷の奥へと入っていくのであった。

		

	
		
			　

			第２００掘　相手の動向

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「はっはっは、それは凄すごいですな」

			「ええ、最初は傭よう兵へいが代表と聞いて驚きましたが、納得ですわね」

			　案内された部屋で食事をとった後、俺たちは会談の前に軽い身の上話をしているところだ。

			　そりゃ、ちゃんと自分たちの立場を伝えておかないと、色々問題になりそうだからな。

			　領主の奥さんが玄関で傭兵って言葉に反応していたし、とりあえず、俺たちがなぜこの立場につくことになったのか包み隠さず話したというわけだ。

			　なに、ジルバ帝国王都で暴れたってだけの話だが。

			「こんな話をよく信じますね。確かに私が保障しましたが、普通は冗談だと切って捨てると思うのですが……」

			　ジェシカは俺たちの話が本当だとホーストたちに言ってフォローしてくれていたが、逆にあっさり信じられたことで肩すかし状態だ。

			「そうですな。普通なら、その反応が当然でしょう」

			　ホーストがジェシカの意見に賛同して頷く。

			「では、なぜ信じたのですか？」

			「簡単ですよ。魔剣使いのミスト殿が、ユキ殿にここを任せた。そして、ユキ殿がわざわざ傭兵だと自分で名乗ったことですな」

			「魔剣使いのミスト様の話に、誰もが冗談だと思う傭兵宣言。今の話をそろって聞けば、冗談だとは思いませんわ」

			　ホースト、奥さんがそう続ける。

			　ジェシカは、２人の言葉で理解したのか口を開いた。

			「逆に、というわけですか」

			「その通りですな。こんな嘘や冗談を言う理由がありませんからな。反感を買うだろうし、今後、この街を治めるのに問題が起こるでしょう。先ほどのユキ殿の説明からも納得がいきました。魔剣使いをボコボコにして、ジルバ王都および王を一歩手前まで追い詰めたというなら、この待遇も分かるものです。むしろ、当然の地位でしょう。ミスト殿、いや、３人の魔剣使いよりも強い傭兵部隊。これはエナーリア聖国にとっては、予想外すぎる存在でしょうね」

			「それは、そうでしょうね。私たちも、何もできないままやられた時には、なにがどうなっているのかすら……」

			「でしょうな。ですが、これで私たちは本心からジルバ帝国へと従属できそうです」

			　その言葉を聞いたジェシカが、ホーストを強く睨にらみ付ける。

			　ま、「今まで裏で何かしてましたよー」って言ってるようなもんだからな。

			「やめとけ、ジェシカ。ホーストの判断は、なにも間違っていない。街の人々の安全を考えるなら、あれこれ手を打つのは当然だ。俺たちがエナーリア聖国相手に勝算があるのかどうか分からないのに、全力で支援するもクソもないだろ？　どっちにもいい顔をして、情報を探った上でどっちにも転べるようにする。俺は普通にありだと思うぞ」

			「……そう、ユキが言うのなら」

			　納得はしていないようだが、ジェシカが睨にらむのをやめる。

			　今のジェシカは高レベルだから、威圧すれば一般人は卒倒しかねん。

			　物理的に威圧スキルがあるから性質が悪い。

			「ホースト、こっちはそちらの行動に何か文句をつける気はない。だから、気にするな。俺たちについての情報も本国に報告していい。万が一がないとは言えんからな。いつでも向こうに寝返れる準備はしとけ」

			「そう言っていただき感謝します。しかし、よいのですかな？　エナーリア聖国に情報を流すのは、さすがにやめようと考えてましたが？」

			「むしろ、やめるな。こっちから流し続けていれば、情報の流れが把は握あくできる。１回切ってしまえば、他のルートから情報を得ようとするだろうし厄やつ介かいだ」

			「なるほど、意図的に情報を流すわけですか」

			「逆に、向こうの動きも把握できるしな。どうせ情報の流出は、完全には防げないんだ。なら意図的に流した方がいいだろう？」

			「確かに……」

			「ついでに、ホーストたちは俺たちの与太話を信じたが、これをエナーリア聖国が知ったとしてどう受け止められると思う？」

			「信じるわけがありませんな」

			「だろ？　まあ、信じるならそれはそれで構わないが。相手はこっちに手が出せなくなるだけだしな」

			　表向きには、俺たちは魔剣使いに敗北したってことになっていて、今回の作戦ではなにもしていないことになっている。

			「さて、エナーリア聖国はどう動くと思う？」

			「そうですな。先ほど聞いた話は明日にでも届けるとして、王都まで１週間、情報の吟味で１週間……と考えますと、最速、１か月でこちらに奪還軍が来るでしょうな」

			「聖剣使いが負けたのにか？」

			　俺がそう言うと、なぜかホーストたちが沈ちん黙もくした。

			「どうした？　聖剣使いのことが、なにか問題でもあったのか？」

			「いえ、その聖剣使いの件ですが、王都から聖剣使いであるという話が回って来ただけで、我々としては、どうもいまひとつ実感がないのです」

			「おとぎ話ですからね。私たちにとっては」

			「ちょっと待て。初めて聖剣使いの話を聞いたのはいつだ？」

			「それは、そちらが攻めてくる数か月前ですな。眉唾ものかと思っていましたが、実際にこの戦ではあっさり負けたので、やはり偽者だったのでしょう」

			　んー、ラビリスのおかげで、俺たちもライトのここまでの経緯は知っている。

			　アレが盛大な妄想でない限り、今まで聖剣使いの存在が秘匿されていたのは間違いないだろう。

			　だが、秘密にされていたとはいえ、それは聖剣使いのことだ。

			　聖剣が見つかったのはだいぶ前のはず。

			　聖剣と同時に聖剣使いが現れたわけではあるまいし。

			「待ってくれ。聖剣使いが偽者かどうかはどうでもいい。そもそも聖剣自体は、いつから存在していた？」

			「いえ、それも聖剣使いと同時にですな。むしろ聖剣があるのなら、それを使える者の選定や、聖剣が見つかった噂が流れてくるはずですが、それもありませんでしたし。聖国にとっては聖剣があることを他国に喧伝するだけでも価値があるはずですが……、そう言われれば、いったいいつ、聖剣が見つかったのでしょうな？」

			　なにかおかしいな。

			　前提が違うのか？

			　聖剣使いが聖剣を見つけたのか？

			　とりあえず、これはライトの方から聞いてみるか。大人しく話してくれるとは思わないが。

			　……と、聖剣使いライト・リヴァイヴだが、あのあともちろん捕ほ虜りよにした。

			　聖剣はとりあえずマーリィたちが保管して、ライトに対して尋問をしているが、全然状態は芳かんばしくない。

			　最初は嘘だ嘘だと現実を認めなくて、時間が経てば泣き出す。

			　現在は、きっと助けが来ると強情に口を割らない状態だそうだ。

			　俺たちの取り成しもあって拷ごう問もんの類たぐいは実行していないが、もし俺たちがいなければもう墓の下だと思う。

			　さて、聖剣の話はこれで終わりにして他の話でもするか。

			「聖剣の話は、今の状態じゃ進みそうにないしな。他の話をしても？」

			「構いませんぞ。聖剣についてまったく知らずに申し訳ない」

			「いや、どちらにせよ聖剣の話はどうも変だ。これはお互い情報を集めるとしよう」

			「……そうですな。で、他の話とは？」

			「剣繋がりで、エナーリア聖国にも魔剣使いがいると聞いたが、そっちについては何か知ってるか？」

			「ええ、エナーリア聖国には、５つの魔剣があって４人魔剣使いがおります」

			「へー、ってことは、魔剣は１つ使い手なしの状態か？」

			「いえ、１人が二刀流で扱っております」

			「ほう」

			　魔剣二刀流ね。

			　個人戦力やネタとしてはありだろうが、１人１本ずつの方が戦略的に便利だろうに。

			「はぁ!?　魔剣は１人につき１本しか扱えないはずでは!?」

			　横でジェシカが驚きの声を上げた。

			　いや、そんなルールは初めて聞いたよ。

			　ま、お約束でいかにもありそうだが。

			「ジルバ帝国でも、そうなっておりますか。私たちのエナーリア聖国でもそのはずでしたが、１人だけ例外がいたのです。偶然、魔剣の選定儀式が行われている時でした。選定の儀式自体は一般にも開かれていて、多くの女性に試してもらうようにしています。国力を上げるために必死でしたから」

			　そりゃ、魔剣使いは１人いるだけで１万の戦力って言われるぐらいだからな。

			　意地でも使い手を探したくなるだろうよ。

			「先ほども言いましたが、私は15年ほど前までは王都勤めでしたので、だいたい17年ほど前の話です。１人の女の子が、遊び半分で剣の柄つかを握ったのですよ。いや、選定の儀式ではよくあることですがね。子供が魔剣使いだと分かれば、家族も一気に裕福になりますから」

			「で、その女の子が、あっさり剣を引き抜いたと？」

			「あーいえ、選定の儀式というのは、魔剣を握って魔剣の力を発揮させることが条件です。その女の子が握った瞬間、周囲に大風が吹きだし、一斉に松明が消えてしまったのですよ」

			「そういう選定ね。危なくないか？」

			「いえ、そこまで規模の大きい反応は初めてでして。と、話がずれましたな。それで魔剣使いが見つかったことで会場が大いに混乱しているなか、女の子自体はなにが起こったのか分からず怯おびえて逃げようとしたのですが、誤って隣のもう１つの魔剣に触れてしまい……」

			「その魔剣も反応したと」

			「はい、いきなり地面のあちこちが陥没したり、隆起したりでもう大変でした」

			　おいおい、戦車の大敵になる地形変化タイプか。

			「その話が17年前っていうと、その二刀流の魔剣使いはずいぶん長く魔剣を扱ってるんだな」

			「ですな。そのあと、その子が戦線に出るようになって怒涛の快進撃が続き、現在のエナーリア聖国の繁栄に大いに貢献したみたいですな。現在のエナーリア聖国の領土の４分の１は、その二刀流が切り取ったと言われているほどですから」

			「そりゃすごい凄すごい。ついでだ、その二刀流の魔剣使いの名前と容姿を聞いていいか？」

			　色々情報をもってそうだからな、マークしておいて損はないだろう。

			「構いませんよ。名前はプリズム・アルカンシエル。容姿は……たしか今年で23でしたかな？　見事な美人で温和な性格ですな。１つだけ不思議なのが彼女の髪でしてな」

			「髪が？」

			「ええ、普段は金髪なのですが、魔剣を使うと髪の色が変わることがあるのです。激しくとは言いませんが、なんというか薄っすら虹のように７色のどれかに」

			　……英語とフランス語が合体した名前に、虹特有の色変化。

			　ネタですか？

			　……とりあえず、この〝虹さん〟は独自で調べる必要があるな。

			　さて、これからは街の話でも聞いて、防衛策なんかをどうするか決めないとな。

			　いつまでも情報収集している暇ひまはない。

			　その暇を作るためにも、安全な陣地作りをしなくては。

			　あー、スティーブとブリットを分散させたのは痛い。

			　俺が働かないといけないじゃないか。

			　

			「ぶえっくしっ!!」

			「汚いですね。本を汚さないでくださいよ」

			「いや、心配しろっつーの、ザーギス!!」

			「はいはい、で、どうしたんですか？　まさか風邪ですか!?　それなら、私は自身の安全のためにウィードに戻る許可が……!!」

			「んなわけねーっす。ちゃっちゃと仕事しろっす。多分、大将あたりが噂でもしてるんじゃないっすか？」

			　

			「くしゅん!!」

			「風邪ですか、ブリットさん？」

			「いえ、誰か噂でもしてるんでしょう。ミスト殿、護ご衛えい業務には問題ありませんから安心してください」

			「はい、頼りにしています」

		

	
		
			　

			第２０１掘　動き出す敵と今日の御飯

			　

			　ｓｉｄｅ　？？？　エナーリア王都

			「……!!　……!?」

			　なにやら外が騒がしい。

			　こっちはようやく３徹の後でぐっすり寝ていたのに……。

			「まったく、ひと言文句でも言ってやろう。僕の睡眠を邪魔するとはいい度胸だ」

			　僕は寝ぼけ半分で転げ落ちるようにベッドから抜け出し、騒がしい廊下側の扉に向かった。

			　ドサドサ……ガチャゴチャ、ガシャーン。

			「あー、もう。本が、資料が、資材が……」

			　いや、足下に適当に放ってる自分が悪いんだけどさ。

			　でも、睡眠を邪魔されなければ、こんなことにはならなかった。

			「うん、僕は悪くない。とりあえず外に出よう」

			　部屋のことは……プリズムが帰ってきてるから手伝ってもらおう。

			　さすがに研究所兼僕の部屋も兼ねてるから、他人を入れるわけにもいかないし。下手な人だと、危ない物を触ってどうにかなりそうだし。

			　とりあえず、廊下に出る扉に何とかたどり着く。

			　自室から出るのにこれだけ苦労するって、なんかおかしいよね。

			　いまだ、外の騒がしさは収まらない。

			「まったく、騒がしいよ!!　僕が寝れないじゃないか!!」

			　扉を思いっきり開いて、大声で叫ぶ。

			　当然、近場で騒いでいた連中がこちらに注目し、騒音が止んだ。

			「で、原因は何だい？　ここら一帯は、僕の研究室を兼ねた私室だって知っているよね？　そして、その研究がどれだけ大事なのかも」

			　そう、僕はこのエナーリア聖国でもそれなりの地位に立つ人間なんだ。

			　この研究室だって、エナーリア王都の王城の中にある。

			　この事実だけで、僕がどれだけ重要な人物か分かるだろう。

			「あ、あの、その……」

			　見つめていた兵士が、しどろもどろに口を開く。

			　ちょっと脅おどかしすぎちゃったかな？

			　これじゃ、逆に話を聞くのに時間がかかりそうだ。

			「そこの痴女。さっさと胸を隠しなさい。胸が平らでも、一応、女性なんだから。そこら辺のつつしみは持つべきよ」

			「え？」

			　視線を兵士から自分の体へと向けると、シャツが乱れてボタンがとれ、胸が丸見え状態だった。可愛かわいらしく片方だけといった感じではなく全開だ。ついでに、下もズボンやスカートを穿はいていないので、シャツがなければほぼ全裸だ。
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			「おおっ、これは失礼。君も言ってくれればいいのに」

			「も、申し訳ありません」

			「なに無茶言ってるのよ。貴女の立場を考えれば、迂う闊かつな発言をできるわけないでしょう？」

			「僕は、そう言ったことで権力を振りかざすつもりはないんだけどな」

			「睡眠を邪魔されたことでは、権力を振りかざしていたようにみえたけどね」

			「それは仕方ないだろう？　ようやく寝られたんだから」

			　そうそう、いかな理由があっても人の睡眠を邪魔することは許されない。

			　だって、寝ないと死んじゃうもんね。

			　守られるべき生存権ってやつさ。

			「ようやくって、前に寝たのいつよ？」

			「えーと、３日前？」

			「私と会ったあの日から寝てないわけ!?　いくらなんでも体に悪いわよ!!」

			「あー、大声は勘かん弁べんしてくれよ。これでも寝起きなんだ。で、とりえあず君がここにいたのなら、兵士たちがなんで騒いでいるのか知ってるかな。二刀流の魔剣使い、プリズム将軍？」

			　さてさて、いい加減、原因を聞いてさっさと寝ますか。

			　ちょうどいいことに、部屋の片づけをしてくれる友人も来てくれたことだしね。

			「私もそのことで話があるのよ。というか、陛下がお呼びよ。とりあえず服を着替えてきなさい。謁見という形だから。着替えている間に状況も説明するわ。聖剣の発見者、そして雷の魔剣使いでもあるエージル・トムソン様」

			「はぁ？　この騒ぎは、そこまでの問題なのかい？」

			「いいから、部屋に戻って謁見用の服を着るわよ!!」

			　僕はそう言われて、散らかった部屋に連れ戻された。

			　あー、謁見用の正装とか……どこだっけ？

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　とりあえず街に入った当日は、晩飯を食べて軽く話をしただけで解散となった。

			　ま、当日に話を詰めても仕方のないことだし、のんびりやるしかない。

			　というか、訪れたその日に謀む反ほんとか敵軍が近くにいて攻めてくるようなら、最初から守ることなど無理なのだから。

			　なにごとも諦あきらめが肝心ってやつだ。

			　あ、なにか違うか、引き際を見極めろってやつかな？

			「お兄ちゃん、皮むき終わりました!!」

			「お、ありがとう」

			　アスリンにお礼を言って、皮のむかれた食材を受け取る。

			「兄様、使うお鍋はこれですか？」

			「ああ、それで合ってる」

			　フィーリアには料理に使う鍋を取ってきてもらう。

			　俺自身はコンロの準備を終えて、今日の献立を色々と考えている。

			「ユキさん、しかし、またなぜお昼を自ら作るのですか？　私たちは、一応、領主よりも立場が上なのですから……使用人たちが恐縮しています」

			　シェーラが台所の出口にそっと目をやると、直立不動になった料理人や使用人たちが緊張した面持ちをしていた。

			「やっぱ、俺が料理するとそうなるか。でも、これもこれからのこの街に必要なことだしな」

			「ユキさんの美味しいお料理がですか？」

			「美味しいかどうかは、人それぞれだがな。ま、ホーストさんと今後の街について話をするのにも必要なんだよっと。さっさと炒めますか」

			　俺がフライパンを探して視線を動かすと……。

			「はい、ユキ。フライパン」

			「お、さすがラビリス」

			「当然よ。じゃ、登るわね」

			　俺の希望を叶かなえたちびっこ巨乳は、さも当たり前のように俺によじ登る。

			　いつものことだし、ツッコムだけ時間の無駄か。

			「いいのよ、一発付き合っても」

			「そっちのツッコムじゃねえよ」

			「残念」

			「えーと、ユキさん、今後の街のためといいますと？」

			「ああ、ごめんごめん」

			　とりあえず、俺は料理をしながらシェーラに今後の予定を話す。

			「シェーラは、昨日、ホーストや街を見てどう思った？」

			「そうですね。ウィードには及びませんが、統治は見事だと思います。領民の心もつかんでおられるようですし」

			「だな、俺もそう思った。だから、俺たちがこの街を下手に好き勝手するわけにはいかないのは分かるよな？」

			「はい。無理やりな統治は反発を生みます」

			「無理矢理でなくするためには？」

			「そうですね。ホーストさんが領主としてまったく問題がないわけではないでしょうが、今の状況でその問題点を指摘しても街の人たちの反感を買うだけですし、ホーストさんを主体にして私たちの考えを街に浸透させていくぐらいがちょうどいいかと思います」

			「そうそう、その第一歩というわけだ。ウィードの体制は突拍子のない物が多いからな。まずは、万民共通の飯、胃袋からつかもうと思ってな。防衛関連も改良の余地はあるが、それを今日いきなりパッと実行しても問題だろう？」

			「確かに……」

			　防衛関連は、特に街の人たちの協力が必要不可欠だ。

			　どんなに強固な城も、内側から崩れると脆もろいものだからな。

			　人気のあるホーストを蔑ないがしろにしたことで、そんな事態になれば目も当てられない。

			「今日明日、敵が来るわけでもないしな。まずは、ちゃんと足元を踏み固めていこう。さて、シェーラ、直立不動になっているあの人たちから、安物でいいからワインをもらってきてくれないか？　俺たちウィードの食材だけで作ってもいいが、それじゃあんまりだしな」

			「はい、分かりました!!」

			　シェーラがぱたぱたと可愛かわいいウサミミを揺らして使用人の下へ走っていく。

			「さて、気合入れて料理しますかね」

			　どんな時も飯は大事だ。

			　日常の一部であり、欠かせないもの。

			　遥か異世界に来ても、俺にとっての故郷を思わせる大事なもの。

			　と言っても、今回作るのはシチューだけどな。

			　さすがに刺身とか味噌汁だと、新大陸でいきなり試すには度胸がいる。

			　無難に行かせてもらう。

			　

			　ｓｉｄｅ　エージル・トムソン　エナーリア王都

			　ガラガラ、ガシャーン。

			「なるほどね。そりゃ騒ぎになるね。ライトが、聖剣使いが負けたなんてね」

			　私は髪を梳とかしながら、プリズムが探し出してくれた謁見用の服を着込む。

			　その間に、プリズムが部屋を片付けながら事情を説明してくれた。

			　ジルバ帝国の侵攻に対抗するために送った聖剣使いのライトが敗北したらしい。

			「まったく。埃ほこりが凄すごいわね……使ってる場所と使ってない場所の差が激しすぎよ。と、聖剣使いが負けたってだけじゃないのよ。負けたのは、つい１週間前。その意味が分かる？」

			　プリズムが煙たいと言わんばかりに、顔の前で手を振る。

			　乙女おとめの部屋でなんて失礼な。

			「んー、プリズムの失礼な態度は、まあ目を瞑っておこう。で、１週間前に負けたってのは……だいぶ前から砦って攻められてたっけ？」

			「いえ、一度侵攻は止まっていて、６か月近く音沙汰がなかったのよ」

			「だよね。理由は分からないけど、エナーリアとしてはその間に防衛を固めるため、兵の増員と切り札のライトを送ったんだよね？」

			「ええ。その強固な防衛になったはずの砦が、わずか半日で落ちたそうよ」

			「……半日ね。向こうにも聖剣使いが現れたとか？」

			「いえ、戻ってきた兵士曰いわく、魔剣使い３人がそろい踏みで、一瞬で門を破壊されたあと、砦の上に陣取った守備兵もあっという間に沈ちん黙もくさせられたそうよ。抵抗らしき抵抗もできないままやられたとか」

			「……うーん、不思議だね。確かに、僕たちが使うこの魔剣は強力だ。でも、門や城壁上の敵を一瞬で破るなんて……相当魔力を溜めて、強烈な魔術攻撃でも加えない限り無理だよ」

			　僕の研究の専門は、何を隠そうこの魔剣に関することだ。

			　いや、魔力、魔術に関することかな？

			　長年……というほど僕はそんな歳をとっていないけど――研究した結果、魔剣には魔力を蓄積する性質があることに気が付いた。

			　魔剣の魔術行使は、その溜めた魔力を使って行われるものだ。

			　だから、私やプリズムは意図的に魔力を魔剣に流して、日々魔力を蓄積させている。

			　また、魔剣は敵を殺せば魔力を蓄積するようだけど、昨今の魔剣使いは切り札扱いが多いのでそれだと効率が悪い。１人敵陣に斬りこんで暴れまわるなんて非効率な使い方は、ジルバ帝国の風姫騎士マーリィぐらいしか聞かないからね。

			　この研究結果は、王とわずかな上層部の人間しか知らない。

			　目に見えるわけでもないし、私たち魔剣使いの感覚で魔力が溜まっていると伝えているだけなのだ。

			　と、そんなわけで研究結果からすると、魔剣は日々魔力を蓄積することはできるのだけど、それだけで門を一瞬で破壊するのは無理だと思う。

			「……プリズム、君の二刀流で、門を一瞬でぶっ壊す方法はあるかい？」

			「……それは私も考えたわ。こっちの大地の魔剣なら、門の足もとを隆起させるか陥没させれば、倒壊させられるわね。もっとも、大地の魔剣の魔力が空になりかねないけど」

			「方法があるだけでも大したものだよ。僕の雷の魔剣じゃ、せいぜい城壁上の兵士を仕留めるぐらいじゃないかな？」

			「エージルの魔剣も鎧よろいなんかの装備で防御ができないから、兵士一掃には便利なんだけどね」

			「ま、なにごとも使いようってわけだ。でも、プリズムとの話である程度、負けた理由が見えて来たよ」

			「どんな理由かしら？」

			「３人も魔剣使いが揃ったんだ。きっと、分担したんじゃないかな。城壁は風姫騎士。門は炎姫騎士。兵士を一掃するのは水姫騎士。これでなんとかならないかい？」

			「ふむ、兵士たちを風の魔剣で怯ひるませ、門は炎の魔剣で熱して近寄れないようにする。そして水の魔剣による水の津波で一気に？」

			「そうそう」

			　話しているうちに、謁見の準備が終わった。

			「でも、その説明をすれば……」

			「僕たちが出る羽目になりそうだね。ま、聖剣も回収したいし、プリズムがいるなら心強いよ」

			「それは私もよ。エージル」

			　さて、聖剣を上回る魔剣の使い手たちか……。

			　世界はやっぱり広い。

			　まだまだ学ぶべきことは多いようだ。

			　

			　ｓｉｄｅ　下っ端ゴブリンＡ　ユキたちについてきた組

			「おおっ、何という味だ!!」

			「本当ですわ。とても美味しい!!」

			　目の前でホースト領主と奥さんが、ウィード……いや、大将の料理を食べて喜んでいる。

			　そりゃ美味しいでしょうよ。

			　今は警備中だから食えないけど、後でおいらたちも食べさせてもらえる予定だ。

			　こういうところに関しては大将は優しい。

			　訓練は地獄だけどな。

			　もっとも、恩ある大将でも憎く見える時がある。

			「ユキさん、ほら、あーんして」

			　リエル姉さんが、大将にうらやましいことをしている。

			「自分で作ったもんなんだけどな」

			　そう言いつつも、大将はリエル姉さんからのあーんを素直に受ける。

			「私もいいですか？」

			「私も」

			　トーリにカヤ姉さんとそれに続く。

			　……となると無論……。

			「ユキさん、側近として私も食べさせてあげないといけませんよね!!」

			「お兄ちゃん、私もー!!」

			「兄様――!!」

			「あ、あの、私も!!」

			　リーア、アスリン、フィーリア、シェーラ……と美女と美幼女に囲まれる大将。

			　少し離れて……。

			「私もするべきなのでしょうか？」

			「それは、ジェシカが自分からしたいと思わないとだめよ。嫌々やってもらっても、相手も申し訳なさでいっぱいになるから」

			「そんなものですか。で、ラビリスはしないのですか？」

			「無論するわよ。口移しでね」

			　ふふふ、今、この時だけはこう思います。

			　憎しみで人が殺せたら!!

			　あとでスティーブ隊長に知らせとこ。

			　デジカメ、デジカメっと。

		

	
		
			　

			第２０２掘　けっ

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　ホーストが治める街、ベータンの一角で小さな淡い光が溢あふれた。

			　その光が収まる。

			「ほれ、治ったぞ。男の子がいつまでも泣くとお母さんが心配するぞ」

			　俺がそう言うと、膝を擦り剥むいて泣いていた男の子がきょとんとした顔で、自分の足を見つめる。その後、ピョンピョンジャンプして痛みがないか確かめた。

			「おじちゃん、ありがとう!!」

			「こ、こらっ!!　も、申し訳ございません!!」

			　治ったと分かった小さな男の子が、俺に向かって元気よく礼を言う。

			　横の母親は俺のことを知っているのか、顔が青ざめている。

			　ま、占領軍のトップだし、この世界の常識から見ればそうなるのは当然か。

			　だが、俺はそう言った横暴を働くつもりはない。

			　街の人たちから受けいれてもらわないといけないので、紳士的に振る舞う。

			　いや、この程度で怒る奴は日本でも異常だと言われるぞ。

			　あ、女性に対しておばちゃんって言うのは保証しないけどな。相手が子供でも容よう赦しやしない女性がいる。

			「気にしないでくれ。その子から見れば、立派なおじちゃんだ。怪け我がは魔術で治したけど、見ての通り血だらけだ。どこかで洗うか拭くかした方がいい。水場とかは近くにあるのか？」

			「うん、あっちにあるよ。おじちゃん」

			「こ、この子は……」

			「元気があっていいじゃないか。よし、膝を治したお礼だ、水場まで案内してくれるかな？」

			「いいよ、こっちだよ、おじちゃん!!」

			　そう言って子供が俺の手を引く。

			「おっと、急ぐとまた転ぶぞ」

			「大丈夫だよ。さっきのは、ちょっとゆだんしただけなんだ。で、おじちゃんの横にいたおばちゃんたちは一緒にこないの？」

			「「お、おばっ!?」」

			　あ、リーアとジェシカにも地雷の言葉だったか。

			　顔が引きつっている。

			「お、お許しください!!　どうか、どうか!!」

			　お母さん、さっきより必死だわ。

			　同じ女性だし、どれだけ禁句か分かったんだろうな。

			「君は女の子の気持ちが分かっていません」

			「そうなのです。その言葉は言ってはいけないのです」

			「紳士の言葉ではありませんね。もっと女性には優しくしないと」

			　俺の横について来ているちびっこたち――アスリン、フィーリア、シェーラがそう男の子を諭さとす。

			　いや、理解できるわけないぞ。

			「なんだよ、お前ら。おじちゃんの子か？」

			「違います!!　お嫁さんなんです!!」

			「そーなのです!!」

			「そこは訂正してください。妻です。間違っても、ユキさんの子供ではありません。むしろ、その子供を産む方です」

			　シェーラもマジに説明するな。

			　本当に分かるわけないから。

			「ま、いいや。おじちゃん、こっちに井戸があるよ」

			　ほっ、理解できないことはどうでもいいと思うタイプでよかった。

			　説明を求められたら色々こじれるわ。

			「あの歳ごろの子は仕方ないわ。皆も落ち着いて」

			「うにゅー。ラビリスちゃんがそう言うなら」

			「むー。分かったのです」

			「……そうですね。少し大人げありませんでした」

			　ラビリスの言葉で、ちびっこたちが大人しくなる。

			「いいえ、子供の言うことですから。どうかお気になさらずに」

			「はい、その通りです。お子さんに大事がなくてよかった」

			　リーアとジェシカも、そうやって母親と話している。

			　ちなみに、獣人組はさすがにまだ街の人にどう扱われるか分からないので、屋敷で待機している。

			　俺は皆の様子を見つつ男の子に手を引かれて、軽い駆け足で水場へと向かった。

			「なあ、おじちゃん。胸になんか大きいのを２つ入れてる女の子がいるけど、重くないのかな？　邪魔じゃないかな？」

			「……どうだろうな」

			　うん、そうだよな。

			　それが普通の反応だ。

			　ラビリスのあの〝ぱよぱよ〟が本物だと思うのは、生を見た人しかあり得ない。

			　それぐらいに大きいのだ。でも、不自然さはない。

			　ラビリスが、その胸に慣れているということだ。

			　ま、動けばブラをつけていてもたゆんたゆん揺れるので、よく見れば本物だと分かる。

			「わー!!　ラビリスちゃん、落ち着いて!!」

			「さすがに、その刀はまずいのです!!」

			「街が防壁まで真っ二つになってしまいます!!」

			「色事も知らない子供に、私の胸が邪魔とか言われたの!!　止めないで!!」

			　やめろよラビリス。街が壊滅しかねないから。

			「ここだよ、おじちゃん」

			　後ろの叫び声に耳を傾けていると、井戸についたらしい。

			　護ご衛えいのリーアとジェシカは母親と話していると思ったが、いつの間にか俺の横にいる。

			　んー、護衛の仕事をしっかりこなしてくれて嬉しいね。

			　１人で街をぶらぶらすることはかないそうにない。

			「へー、ありがとな。君はさっそく膝を洗って綺き麗れいにしてきな」

			「うん」

			　そう言うと男の子はそのまま井戸へ向かい、すぐにロープを引いて水を引き上げ始める。

			　すぐ横には、いつの間にか母親がいて、間違って落ちないように注意深く見守っている。

			　こちらと目が合って、軽く頭を下げた。

			「ここが水場、井戸ね。分かってはいたが、不便で危ないな」

			「それは仕方がないと思いますよ」

			「ウィードが異常なんです」

			「そりゃ、な。でも、分かりやすい改善場所としては、これ以上のものはない」

			「ですね。食生活の改善についてはホースト殿も受け入れていますが、それはお金を食に回せる余裕がある人々向けです」

			　そう、胃袋で人々の心を掴もうにもずっと無料で提供するわけにもいかないので、販売という形を取ることになる。

			　無論、お金がない人、つまり生活に余裕がない人には関係のないことになる。

			　そのための解決策が、水場の改善。

			　この大陸は予想通り、井戸で水を汲んで使うのが主流だ。

			　だから、領主と俺たちの公共事業ということで、ポンプなどを導入するのだ。

			　そうすれば、貧富の差にかかわらず人々が水を汲むという労働に手を割かずにすむ。

			「慣れてきたら水道も配備するけどな。まずは、これからだ」

			「そうですね。いきなり上下水道配備とか、街の人たちの理解が追い付くわけがありません」

			「そういったわけで、トイレは当分先だよな……」

			「……トイレの設置は、優先していいんじゃないでしょうか？」

			「……ですね。リーアの意見に賛成です。衛生面のことでもあります。人々の命に直結するので、理解の有無にかかわらず設置すべきです」

			「匂いが酷ひどいとか、自分が用を足すところを見られたくないからとかが理由ではないんだな？」

			「「……」」

			　横を向く２人。

			「いや、別に悪いとは思わん。嫁さん２人が用を足してる姿を、よその男に見せたいわけないしな」

			「ありがとうございます!!」

			「……えっ？　今２人っていいましたか？」

			「おう、言ったぞ。さすがに、こんな状況に巻き込んでおいてポイする気はないからな。ジェシカさえ望めばってことだ。ま、俺以外にもいい男はごまんといると思うから、この指輪は受け取らなくてもいい」

			　そう言って、懐から豪華なケースに入った指輪を取り出して見せた。

			　デザインは他の嫁さんと同じだ。

			　実は、これまでいい加減、俺からプロポーズしてやれと嫁さんたちから叱られていたのだ。

			　ジェシカは実直なので、決して自分から言いだすタイプじゃないし、まず義務感が優先してそんな感情を抱くのは難しいだろうと。

			　このままでは、一生、俺の護ご衛えいで独り身になる可能性が高いから責任を取れと。

			　俺の変な告白に加えて指輪を見せられたジェシカは、口をパクパクさせながらも指輪のケースへと手を伸ばして受け取る。

			「……混乱してるんなら、また後日でもいいんだぞ？　無理に……」

			「無理に受け取りはしません。さすがの私でも、それぐらいの判断はできます」

			　俺が言葉を続ける前に、ジェシカがすぐに言葉を紡ぐ。

			　ジェシカは指輪を取り出して、こちらに渡そうとした。

			「やっぱり嫌か」

			「い、いえ!!　違います!!　指輪は男性からはめてもらうものでしょう!!」

			「……そっち？」

			「そっちとはなんですか!!　本当に変なところで気が利きませんね!!」

			　ジェシカにしては珍しく、声を荒らげてまくしたてる。

			　言い分ももっともなので、指輪を受け取り彼女の左手の薬指へ指輪をはめた。
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			「あー、そのなんだ。ごめんな、気が利かなくて」

			「……いえ。私も少し子供すぎました。でも……」

			「でも？」

			　なんか、他に地雷を踏んでたか？

			「……ううっ。リーア、こんなに嬉しいものなのですね……」

			　そのまま泣き出して、リーアにすがり始めた。

			「あらら、ダメですよ、ジェシカ。こういうのは夫の胸を借りないと」

			　リーアがそう言って、すかさずこちらにジェシカを押し付ける。

			　避けるのは空気が読めなさすぎるので、ちゃんと受け止める。

			「……尽つくします。一生貴方の、ユキの剣と盾となり、妻として支えます。ぐすっ……」

			　そのままジェシカを抱きしめたところで、あることに気が付いた。

			　井戸周辺の皆さまが、にやけた顔でこちらを見ている。

			「みてみて、お母さん!!」

			「あら、占領軍の人だと思って怖かったけど、ずいぶん可愛かわいらしいのね」

			「いいものを見たな」

			「……でも、旦那の方は少しぶっきらぼうすぎない？」

			「……ばかね。こんな人前で告白する方が凄すごいと思わないの？」

			　しまった。

			　ジェシカのことだから、淡々と受け取るか断るかの二択だと思ってました!!

			　感極まって泣くとか思いませんでしたよ!?

			「いい、素早く連絡するのよ!!」

			「分かりました!!」

			「分かったのです!!」

			「キルエ、もしもし!!　ジェシカさんが妻入りしました!!　今日は盛大に祝います!!」

			　ちびっこたちが、すかさず他の嫁さんと連絡を取っている。

			　恐るべし。

			「……こんな感じだが、本当にいいのか？」

			「……これがいいんですよ」

			　さすがにその場でキスなどはしなかったが、近場でお互い見つめ合って、自分たちの状況に笑ってしまった。

			　うん、人生分からなすぎるわ。

			　特に女心。

			　

			　ｓｉｄｅ　下っ端ゴブリンたち

			　おいらたちは、一応奴ど隷れい扱いという名目で、本日、街の治安維い持じと地図作成の任務をこなし……大将とジェシカ姐さんが抱き合っている場面を見かけました。

			　ま、近々こうなるのは分かってましたよ。

			　でも、これだけはやらせてください。

			「「「けっ」」」

			　人生、いや、ゴブリン生は不平等だ。

			　あ、スティーブ隊長にまた連絡入れとこ。

			　ムービー撮った奴いるかな？

		

	
		
			　

			第２０３掘　王者としてのハーレムとは

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			「さあ、起きてください」

			「んー、もうちょっとまってくれ」

			　朝、私は初めてユキの寝顔を見て、起こすということをしています。

			　というか、一緒に裸で寝ているのです。

			　……うん、昨日の夜は凄すごかったです。

			　初めて女になれたといいますか、喜びを知ったというか……とにかく色々嬉しかったです。

			「……まったく、こんな顔を見るのは初めてですよ」

			　横で眠っているユキの顔を見つめる。

			　穏やかに寝る、年相応の可愛かわいらしい寝顔です。

			　普段、ユキは私が起きる頃には朝御飯の準備をしています。

			　そう、寝顔自体を見たことがないのです。

			「……むむ。あー、そういうことですか」

			　無性にユキが愛おしくなってきました。

			　これが、無条件の愛というものですか。

			　押し倒して、昨日の続きをしたくなってきました。

			　ですが、今日も今日とて、ベータンの街へ行って山ほど仕事をしなければいけません。

			　仕方がないので、ユキの頭を撫でて我慢することにします。

			「おー、ジェシカ、ありがとうな」

			　ようやく目が覚めたといいますか、まだ寝てて欲しかったといいますか。

			「いえ、おはようございます」

			「ん、おはよう」

			　挨拶をして、少し見つめ合います。

			「これからよろしく。嫁さん」

			「はい、よろしくお願いします。旦那さま」

			　うん。いい旦那さまを得られました。

			　ああ、無性にユキが世界で一番の旦那だと、夫だと叫びたくなります。

			　むー、私も他の奥さまたちと同じように、ユキ至上主義になる素質でもあるのでしょうか？

			「とりあえず、服を着てしまおう。朝から襲ってしまいそうだ」

			「……そうですね」

			　ぜひ襲ってくださいと言いたくなりました。

			　……次の順番はずいぶん後ですから、誰かに混ざるか、日中やるしかないですね。

			　く、ハーレムを持つに相応しい人ではありますが、もう少し色に溺れるべきですね。

			　私たちが欲求不満になりそうです。

			　どこかの奴ど隷れいを買い漁って、ただ欲求を満たすためだけに、女性を代わる代わる物のように扱う愚おろか者になれとはいいませんが。

			　１週間のうちの１日ぐらいは、奥さんの私たちとずっとベッドにいるべきだと思います。

			　というか、私たちがユキ不足すぎるんですよ!!

			　ユキが私を置いてさっさと朝食の準備に行ってしまったので、ユキが使っていた枕の残り香を楽しんだあと外に出ると声をかけられました。

			「おやおや、ジェシカではないですか。どうでしたか、初夜は？」

			　ラッツです。まあ、予想通りに昨日のことを聞かれました。

			「ええ、とりあえず、足りないです」

			「そうでしょうとも。お兄さんと寝るのが夜だけなんて短すぎますよね」

			「はい。むしろ１日中、私たち全員を相手にする日をつくるべきです」

			「おおっ、それは名案ですね。奥さん会合で提案してみますか」

			「奥さん会合ですか？」

			「そういえば、ジェシカは知りませんでしたね。お兄さんの妻たちだけの会合です。ここで、どんなエッチをしたとか何回したとかの情報を共有して、不公平がないようにするんですよ。ま、個人個人で大切にしたいこととかはありますからね。発表は自由ですけど、エッチの幅が広がって楽しいですから」

			「……非常に興味深いですね。たとえば、どんなエッチですか？」

			　私がラッツに話を聞こうとすると、横から別の人物の声がかかりました。

			「ユキの寝顔を見ながら胸でしてあげるのよ」

			「おおっ、ラビリスならではですね。私もサイズ的にできますが」

			　突然現れたサキュバス族のラビリスとラッツが、そんな会話をしています。

			　ラビリスは年の割にはかなり大人びていて、胸は私以上の大きさを誇ほこっています。

			「……寝顔を見ながらですか」

			「ええ、寝ている時のユキって無防備で可愛かわいいから、やればやるほど反応があって楽しいのよ」

			「ああ、分かります。起きている時より素直というか、敏感と言いましょうか」

			「ラッツの言う通りだと思うわ。寝ている時のユキは、気持ちいいことに素直だから」

			「……つまり、寝ているユキに色々して好きなところを探っていると？」

			「それもあるわね。私としては、寝ているユキが気持ちよくなってくれるのが嬉しいのもあるけれど」

			　……なるほど。

			　確かに、ユキは色々厄やつ介かいな人物を相手にするため、鉄面皮は言いすぎにしても何を考えているのか非常に分かりにくいです。

			　そのユキが自分のすることで、表情を変えてくれるのは……うん、私も今度してみよう。

			「うぉい。朝っぱらから変な話してるんじゃねーよ」

			「朝ご飯ですよー」

			「なのです!!」

			　おや、どうやら朝ご飯の準備ができたみたいです。

			「ユキさん、変な話ではありませんよ」

			「はい、シェーラ様の言う通りでございます。ここは我が家で身内だけです。旦那さまとの睦むつ言ごとを話しても問題ないかと」

			「いや、キルエ、マジで返されると返答に困るが……方向性の問題でな。朝は、これから１日が始まるってことで」

			「旦那さまの言い分も分かりますが、ここまで話しているのです。朝食のあと、お相手をするべきかと」

			「……そこまでの元気はない」

			「「「元気にしますから大丈夫」」」

			　全員でそんなことを言うと、ユキがなぜかがっくり肩をおとします。

			「……なんだろう。絶対なにか間違っている。それか、俺の常識の問題か？」

			「おそらく両方かと。旦那さまは、お立場がとても特別で特殊です。間違っているという発言に対しては、本来は襲う襲われるの立場が逆ですね。旦那さまが睦むつ言ごとに消極的すぎます。ガルツ王は正式な子供はシェーラさまを含めて７人いますが、愛妾も含めますと30人ほどになります。奥様の数は、愛妾を含めお遊びを換算して50人は下りません」

			「多くない!?」

			「いえ、この中で正式に正室、側室と認められるのは20人程度ですね。外交で女性を抱かなければいけないこともあるのです。で、お分かりと思いますが、世界を救うことを求められている旦那さまが、ガルツ王以下の女性関係なのはおかしいわけです」

			　キルエの言うことはもっともです。

			　王は外交で欲してもいない相手と結ばれることも多々あります。

			　一度相手をするだけでほったらかしという、ただの事実作りでさえ存在するのです。

			　ユキは王より上の、遥か頂きを目指さなければいけない身。

			　16人の奥さんがいるとはえ、ほとんどが有名無実。

			　本来であれば、私みたいな騎士から妻を娶めとることはあり得ないのです。

			　遊びに分類されるのが普通でしょう。

			　ユキの横に立つのは、それなりに権力を備えたものでなければ意味がありません。

			「ですが、旦那さまの求める方向性を考えまして、今の16人という数字で奥様方はなんとか納得しております」

			「えー、16人って多くね？　十分じゃね!?　セラリア、シェーラ、ルルア、デリーユ、リーア、エリス、ラッツ、ミリー、トーリ、リエル、カヤ、ラビリス、アスリン、フィーリア、キルエ、そしてジェシカ。十分でしょ!!」

			「なんじゃ、遅いと思ったらこんな所で話しておったか」

			　キルエがユキに説明をしているところにデリーユがやってきて、朝食を運ぶ手伝い……もとい、そのままさっさと持っていってしまいます。

			「ほれ、他の皆も待っておる。さっさと行くぞ」

			「……ああ」

			「そうですね。旦那さま、続きは朝食後に」

			「えー」

			　とりあえず、朝食はいつもの通りわいわいしながら食べ終わったのですが、宣言通りキルエが皆の前で、ユキにハーレムとは何たるかを説き始めました。
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			「いいですか、旦那さま。ハーレムというと、マイナスのイメージが多いように思われます」

			「そりゃな……」

			「その認識こそ間違いなのです。いいですか……」

			　キルエの話に、他の奥さんたちが興味深そうに聞き耳を立てています。

			　正室のセラリア様も、面白そうに見ています。

			「ねえ、デリーユ。キルエはどうしたの？　今さらユキにハーレムの何たるかを説き始めるなんて」

			「ん？　ああ、ユキがのう、妾わらわたち16人で十分だとか抜かしておったからのう」

			「あー、ユキはそこのところがずれてるわよね。庶民では一夫一妻が普通かもしれないけど……」

			「いや、庶民でも、この大陸では一夫多妻、一妻多夫も珍しくないぞ。妾が旅して回った村や街では普通におる」

			「ふーん、ならユキの故郷のせいね」

			「ま、妾たちに常識をかなぐり捨てさせたのじゃ。これぐらいは捨ててもらわんとな」

			「そうよね。全員のことを愛してくれているし、十分合格なんだけど……」

			「そこも問題ではあるんじゃがな。ユキの立場は、今やそこらの王族より遥かに上じゃ。都合上、愛もクソもない行為を求められる。しかしその時、ユキは顔をしかめるぞ？」

			「しかめるどころか、絶対拒否するわね。リアリストではあるけど、個人には甘いんだから」

			「じゃな。なまじ頭もいいから、抱かなくてもいい解決方法をポンと出しおる」

			「しかも、今後問題にならないように精密に調整をした解決方法をね」

			「性質が悪いわ。本来ならユキは、そのような雑事に頭を使うべきではない」

			　セラリア様とデリーユの話はもっともです。

			　世界を救う方法を模索しなければいけないユキが、一個人、一国の政治問題解決に尽力して時間と思考を割くのは、どう考えてもあり得ません。

			「本人曰いわく、それも必要なことだと抜かしおるしな」

			「ユキの悪い癖よね。そんなことをすれば、面倒なことを抱えるはめになるのに」

			「じゃな。抱いて事実だけ作れば、あとは向こうに舵かじ取りを任せればよいのじゃ」

			「今でも、ロシュール、ガルツ、リテア、魔族領、勇者タイキが治める国、新大陸のジルバと、ほとんど舵取りを任せてるのに、私たち妻は忙しくて手が塞がってるしね」

			「そこも問題じゃな。本来ハーレムというのは相手を侍はべらせることが重要であって、仕事をさせるわけではないのじゃ」

			「しかも、侍らせて意味のあるのは、私、ルルア、シェーラ、デリーユぐらいだもんね」

			「妾わらわは外してくれ。王女というのは、ほとんど意味のない肩書きじゃしのう」

			「それなら、３人。そして、新大陸では獣人だからシェーラの肩書きはほぼ意味なし」

			「実質、２人。さらに、その２人も妊娠で待機と」

			「全然ハーレム要素が足りないわよね」

			「足りておらんな。ユキや妾たちは全員正室だと思っておるが、よそから見れば、今上げた３人以外は愛妾じゃ。たった３人のハーレムは、さすがにのう……」

			　２人の言う通り、確かに今もハーレム状態ではありますが、王者としてのハーレムの意味合いが弱すぎます。

			　今上げた通り、セラリア様、ルルア様、シェーラ様以外の権力はなきに等しいのです。

			　ウィードのある大陸では、ユキはすでに名の通った国の姫を妻に迎えているので交こう渉しよう事に差しさわりはありませんが、新大陸ではただの傭よう兵へいです。

			「というか新大陸では、私たちが侍っても護ご衛えい以上の意味はないわよね」

			「向こうでこちらの権力をかざしても意味不明じゃろうしな」

			「なんとか、新大陸で有数の国のお姫様でも娶めとってくれないかしら」

			「無理難題じゃな。ユキ本人があれじゃしのう」

			　そう言って２人が、キルエにハーレムの何たるかを説明されているユキの方を向く。

			「……とのことで、旦那さまにはまだまだ、娶ってもらわなければいけません!!」

			「いーやーだー!!　これ以上、キルエや他の嫁さんとの時間を減らすなんて、旦那さまとして認められん!!」

			「……そ、そのようなことを言いましても……」

			　あ、キルエ、今の返しで顔が赤くなった。

			「ずるいわね」

			「ずるいのう。あんな殺し文句を言われたら、よその女になんぞ触れても欲しくない」

			　ですね。

			　本当にそう思います。

			　しかし、ユキの負担を減らすためにも、新大陸で有力な美しい姫が必要なのも事実。

			　そして、私だけが新大陸の情勢に詳しいのです。

			「私が色々探って、奥さん会合で相談するべきですね」

			　実際、護ご衛えいはリーアと私の２人だけでは足りていないのです。

			　もう１人お姫様の護衛がいても問題ないでしょう。

			　……一番有力なのは、ジルバのお転婆姫ですが……。

			　ん？　何か大事なことを忘れているような？

			　

			　ｓｉｄｅ　エージル・トムソン　エナーリア王都

			「へぇー、わずか２週間で、よくもこれだけ兵士が集まったもんだね」

			「なに言ってるの。当初から、砦に10万の兵を集めたら奪還、及び侵攻を開始するって言ってたじゃない」

			　僕たちは今、眼下に集まる10万の兵を眺めて会話をしている。

			　結局、王様との謁見で、僕たち２人が主将になって軍を率い、聖剣と聖剣使いを奪還するとともに、そのままジルバ領を攻め落とせというありがたい命令をもらった。

			「準備自体は前からしてたってことね。でも、僕は予定では、この戦について行くはずじゃなかったんだよな。全然敵の情報をもらってないんだけど。砦、ベータンの街、スエイートの街だっけ？　どこを攻めるんだい？　それとも同時にいくのかい？」

			「そうだったわね。今回の作戦は一点突破よ。まずは、ベータンの街を領主と協力して落とします」

			「ベータンって、確かプリズムが世話になった人が領主だっけ？」

			「ええ、周りからは引きこもりとか言われているけど、今回の密偵による連絡といい、トンデモない人ね。わざと降伏、恭順の意思を示して、私たちに情報を流してくれたの。無論、私たちの方でも相違がないか探ったけどね」

			「へぇー、それは凄すごいね。で、その情報は？」

			「砦に魔剣使い２人、スエイートに魔剣使いが１人、ベータンには傭よう兵へいを主将に置いているらしいわ。兵数的には砦に２万、街が２５００ほど」

			　ん？

			　なにか今、おかしな言葉が聞こえたような？

			「ごめん、プリズム。今、ベータンに傭兵が主将で詰めているって……」

			「ええ、そうよ」

			「どういうこと？」

			「私と領主の見解だけど、罠わなだとみているわ。ベータンは比較的裕福だから、そこを占領したジルバ軍は、そこに主戦力を置くと思うでしょう？」

			「そうだね。あそこは食料備蓄量が、一帯では一番だし」

			「で、私たちは比較的攻略しやすいスエイートに向かうとして、そこで魔剣使いが出てきて迎げい撃げきされて手間取るとどうなるかしら？」

			「それは、下手に軍を割いていたらスエイート方面が全滅しかねない。全滅しなくても、砦とベータンから挟はさまれる可能性があるね。なるほど、だから飾りと思われる傭よう兵へいが主将を務めるベータンを一気に落として、優位に立とうってわけだ」

			「ええ、兵数はこちらが圧倒しているけど、砦を一瞬で落とした話を聞く限り、下手に分散するとやられかねないわ」

			「まずは、足場を踏み固めるってわけかい？」

			「ええ」

			　聞く限り、プリズムの作戦に問題はない。

			　戦略を考えるのは苦手だし、特に問題もなさそうだから任せよう。

			　僕の本分は研究だしね。

			　だから僕は、１人の兵士からあげられた報告をそのまま頭の隅に追いやった。

			　だって、あり得ないんだ。

			　遥か後方から光弾が飛んできて、門を破ったとか。

			　いったい、どんな魔術だよ？

		

	
		
			　

			第２０４掘　準備は万端？

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　結局、キルエとの話はいったん中止になって、現在は仕事でベータンの街に戻ってきている。

			　ま、向こうの言い分は分からんでもないが、こちらも譲れないものがある。

			　しかし、いい感じで嫁さんたちも、自分たちの主張したいことを積極的に主張するようになってきたな。

			　キルエが俺に意見するとか、当初ならあり得なかったし。

			　俺を神の使いだと聞いて、言うことには絶対服従だったからな。

			　まあ、思考が俺のこと一辺倒なところは変わってない気もするが、時間が経てばそれも外へと向かうはずだ。

			　……多分。

			　と、いかんいかん。

			　今は仕事に集中しないと。

			「よーし、いいか、予定通りにやっていくぞ」

			「「「はい!!」」」

			「「「ういーす」」」

			　俺はそう言って、街の防御態勢を整える指示を出す。

			　防衛設備に手をつける前にも、柔らかいパンを作るために必要な細かい小麦粉をひく道具とか、ポンプを設置したりとか、街のインフラを整えるためにまあ色々やった。

			　そのおかげで……。

			「いやー、普通であれば見物人なんぞ集まるわけがないのですがな。これも、ユキ殿の人徳というやつですかな？」

			「ホースト、分かって言ってるだろう？　人徳ってわけじゃない。今まで領民にとって良いことばかりしてきたから、次もきっと……と思っているんだよ。楽しみにしてるってわけだ」

			「分かっておりますよ。しかし、こうやって賃金を与えるとはいっても、戦争の準備ですからな。普通、女子供も使おうとは思いませんぞ。だが、おかげでかなりの人手が集まっておりますな」

			　現在、街の人は３種類に分かれている。

			　遠くから見学する派、バイトもとい工事を手伝う派。

			　あと、別で畑仕事とか本業をしている人たち。

			　今までの慈善事業に見えるインフラ整備の実績もあって、街の人たちの俺たちジルバ帝国への印象は良い。

			　おかげでスムーズに作業が行える。

			「何事も使いようってことだ。女子供は、確かに成人男性よりは働く力がないように見える。だけど、作業を減らしたり、分担、共同作業などにすれば普通に結果が出せる」

			「もらえる賃金は安いですがな」

			「それも、ある意味売りなんだよ。誰でも短時間から働けるようにしたからな。働き手と見られていなかった人たちも、労働力に含まれる。賃金が平均より下でも、家計を助けるにはちょうどいいだろう？　というか、本業と同じ額をもらえると思っている人は少数だろうしな」

			「確かに。最初から宣言しておりましたな。時間で賃金を支払う……時給制といいましたかな？」

			「ここの街じゃ、普通は日払いだろ？」

			「ですな。時計なんぞ、それなりの金持ちしか持っておりませんから」

			　そう、俺はこの防衛工事に街の人たちを働き手として使っている。

			　俺たちが味方だと強く印象付けられるし、この防衛網が活躍すれば自分たちの作った物が役立ったと実感できることもプラス材料だ。

			　そして、人手を集めるために時給制を導入して、女子供も参加可能にした。

			「短時間でも、誰でも」という謳い文句を聞いて、人が集まる集まる。

			　戦争のための工事だとは伝えているが、女子供が多く混じっているので、ただ騒いでいるようにも見える。

			「しかし、このやり方は妙手ですな。店などを持っていない領民の大半は農民。朝から昼までは確かに忙しいが、それ以降は手が空いている。非力な女子供でも、穴掘りなどの簡単な作業はできる。しかも、ユキ殿が便利な道具を揃えているから効率が非常にいい」

			　現代地球で使用されている、合金のシャベルにスコップ、ツルハシだしな。

			　ついでに、ナールジアさんに頼んで、工具にはステータスの少量ＵＰと体力回復の効果も施ほどこしている。

			　正直、領民たちがこのベータンの兵隊より強くなっているとか――いや、そんなこと気にしてはいけない。

			　あれだ、怪け我がをしたらバイトでも会社の責任問題になるから、その対策だということにしておこう。

			　ちなみに、エンチャント武器や防具の効果は、この新大陸の一般人ではいかほどなのかを研究する目的もある。

			「で、ユキ殿。穴に長い木の棒を一定間隔で埋めているようですが、柵でも作るつもりですか？」

			「いや、んー？　柵か？　柵の進化系だったよな。鉄条網？」

			「てつじょうもう？　それを作れられるおつもりですか？」

			「ああ、棘とげのついた鉄のヒモを……」

			　俺はそう言いながら、木箱に入っている有刺鉄線を取り出した。

			「これを、木に括くくり付けてつなげる」

			「ほぉー。しかし、これで敵が止まりますかな？」

			「そこも狙いだ。敵も不審に思うだろうが、柵よりも突破しやすいと思うだろう？　ただの鉄のヒモだからな」

			「この鉄のヒモは、そんなに厄やつ介かいなのですか？」

			「ホーストは、この鉄条網を切れるか？」

			「いえ、素手では……少し持ってみてもよろしいですか？」

			「おう」

			　ホーストが鉄条網を真剣に見つめて考え込む。

			「……これは、ひも状というのが要ですな。これでは剣で叩きつけても意味がないし、もともとこちらも鉄だから、切断は非常に困難。括りつけられている木の棒を１個排除しようが、横にずっと繋がっている。普通の柵や壁より厄介ですな」

			　ホーストは本当に優秀だ。

			　領主としても、一兵士としても。

			　ホーストの言った通り、この鉄条網は敵歩兵の侵入を防ぐうえ、ひも状だから砲撃の爆風を受け流してくれる。ワイヤーカッターや、支柱をふっ飛ばすなどしない限り排除できない、現代においても非常に面倒な障害物である。

			「これを、あの木の棒に10本近くつける予定だ」

			　本当はコイル状にもしたいが、さすがに無理である。

			　あくまでも、現地の人たちによる作業にしなければいけないからな。

			　敵さんが監視してるだろうし、一瞬で現代でも通用するような鉄条網を構築してしまえば警戒されるだろう。

			「これを10本。そして、この鉄条網を、今の工事の様子からすると５段も作る予定ですか。これは……敵は街にたどり着けるのか？」

			「そりゃ、たどり着くことはできるだろうよ。見ての通りひも状だから、布をかけたり人数に物を言わせて突破できないことはない」

			「１つ１つの鉄条網の間に、深い穴が掘ってあります。無理に進軍すれば、軍としての機能が果たせなくなりそうですが？」

			　これだけの情報で、そこまで見破るとは本当に凄すごい。

			　ま、深い穴とは言っても、せいぜい人１人がすっぽり入る程度だけど、無数の穴が鉄条網の前後に掘ってある。

			　これによって、現代でいう重量兵器、戦車に該当する質量兵器、破は城じよう槌ついなどを使って鉄条網を突破するのを防ぐのだ。

			　そんなわけで、人がせっせと抜けるしか突破する方法がない非常に面倒な代物だ。

			「そこが狙いだよ。個人個人で来た兵士を、待機している弓兵や槍兵で仕留めていく。そして、突破されたら速やかに次の鉄条網まで下がる」

			「……巨大な軍の兵士を分散させるためですか。いえ、それだけではない。この戦い方は……きっと歴史を変えますぞ」

			　それを看破するホーストは逸材だよ。

			　よくも、こんな人間を地方領主にしておいたもんだ。

			　俺なら将軍職に大抜擢するがな。

			「ま、相手が動き出している。およそ10万だ。どうなるか分からんよ」

			「ご冗談を。我が方の兵力は５０００足らず。普通なら、この数相手に戦おうなどとは思いません。さっさと物資を運び出して、相手がこの街を占領しても旨味がないようにするぐらいがせいぜいです。そんな状況で、ユキ殿は防戦を取ろうとしていらっしゃる。しかも、領民を強制的に働かせるでもなく協力を申し出るような時間がかかるやり方をとりました。焦あせりもない。私には、勝ちを確信しているように見えますな」

			　鋭いね。ホーストの言う通り、負けるとは微塵も思っていない。

			　最悪、現代兵器のオンパレードで、まずは本陣にいると思われる魔剣使いたちを即座に潰す。

			　そのあとは残党狩りだよな。

			　そうでなくても鉄条網に手間取っている敵は、ジルバ、ベータン兵が前線で攻撃するし、それを遥か後方のゴブリン銃撃隊が援護をするので、相当の被害が出ると思っている。

			　10万を５０００で防ぐというと無む謀ぼうには見えるが、実際にこちらに攻め寄せて来るのはせいぜい２、３万だろう。

			　それを俺たちのゴブリン部隊が、他の兵士に隠れて銃撃で確実にしとめる。

			　さらに、前線で戦うジルバ、ベータン軍にもゴブリンズに混ざってもらって前線を支える手筈だ。

			　さあ、敵さんはどうやってこの状況を覆くつがえすのか楽しみだ。

			「覆すのではなく、撤退するのが普通だと思います」

			「私もジェシカに同意ですね」

			「あれ？　知らずに口にしてた？」

			「いえ、作戦内容は昨日コピーしてもらっていますからね。ここをどう覆すのか観察するっていうのは……」

			「無理だと思います」

			「あ、そっちね」

			　でも、２人とも撤退に１票とか、つまらないよ。

		

	
		
			　

			第２０５掘　迫る時

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　防衛戦の準備を整えつつ、ベータンの街で色々な情報を集め精査、検討を繰り返していると来るべき日が来た。

			「報告します!!　エナーリア聖国の軍勢が、およそ１、２日の場所まで迫っております!!」

			　偵てい察さつに出していた兵士が慌てて室内に入ってきて報告する。

			「落ち着け。軍が迫っているのは、最初から分かっておる。毎日、敵の進軍報告は受けておる。これは当然のことだ」

			　ホーストが落ち着いた様子で、兵士に諭さとした。

			「し、しかし、敵の数は12万にも届く軍勢です。こ、この街に、勝ち目はあるのでしょうか……」

			　兵士がすごく心配そうに、か細い声で呟つぶやいた。

			「ホースト、そう言うな。実際に軍勢を見たんだ。それに飲まれることはままある」

			「ですがな……これでも、日々鍛きたえているのですが」

			「鍛えるとかいう問題じゃない。味方は少なく、敵は大群。逃げずに報告しに戻って来ただけでも立派だ。報告に感謝する。ゆっくり休んでくれ。何なら、これから他の街に逃げてもいいぞ？」

			　俺はそう兵士に提案したが、兵士は否定するようにゆっくりと首を横にふった。

			「……それはできません。弱音を吐きましたが、皆が戦うと言うのに、自分だけ逃げることはできません。……ユキさまは、勝てると思っているのですよね？」

			「勝てない戦いはしない主義でな。逃げないで留まるのなら、君の力も貸して欲しい。人手は多いにこしたことはないからな」

			「はい。微力ながら、この街を守るために戦わせてもらいます」

			「よし。ならなおのこと、今は休憩してくれ。明日明後日には防衛戦が始まるからな」

			「分かりました。失礼します!!」

			　兵士は覚悟を決めたのか、凛り々りしい顔で綺き麗れいな敬礼をすると部屋を出て行った。

			　それを見届けたホーストが窓際に立ち、街を眺める。

			「外の様子はどうだ？」

			　鋭い目つきで街を眺めているホーストに声をかけた。

			「今のところは表だった騒動はありませんが、この後、住人への避難勧告が出されます。事前通告しているとはいえ、多少の騒動は覚悟しなければいけませんな。……平穏なこの街が、戦場になってしまうとは、少し残念です」

			「俺を非難したりはしないのか？」

			「どうでしょうな。非難しても意味がありませんし、ユキ殿以上にこの街を守れる御仁はおらぬとも思います。この戦乱の時代、遅かれ早かれこうなったでしょう。ならば、現実を受け止め、この領民と財産を守り抜くだけです」

			　そう言ってホーストがこちらに振り返った。

			「ユキ殿、このベータンの人々を頼みます」

			「おう、任せとけ。と、かっこいいことを言ったが、早速準備に取り掛からないとな」

			「ふっ、そうですな。何事も動かなければ始まりませぬ」

			　２人で少し笑い合い、即座に行動を起こす。

			「では、私は領民の避難を開始します」

			「頼む。俺たちは、軍への通達と戦闘配置を開始させる」

			　ホーストが執事と共に部屋を出て行った。

			　それを見届けたあと、傍そばに控えているリーアとジェシカに振り向く。

			「さて、ようやく本番だ。予定通りに戦闘配置を始めてくれ」

			「「はい」」

			「その後、全員で集まって、戦闘前の最後の会議を始める」

			　こうして戦闘前の最後の準備が始まった。

			　

			「おーい、これを第３防衛ラインに運んでくれー!!」

			「どこか土ど嚢のうは余ってないか!!」

			「急げ、急げ!!」

			　鉄条網の防衛ラインでは、兵士たちがごった返して動いている。

			　すでに準備は整っているが、細かい調整は実際にスタンバイしてみないと分からない。

			　その最終準備で騒がしい状態だ。

			「間に合いそうか？」

			「おそらくは」

			　俺の問いかけにジェシカが答える。

			「鉄条網の防衛ラインは５段階で作っていますし、必要物資は各ラインにすでに配置してあります。敵が来てもすぐに対処は可能です」

			「そうか、で、トーリ、リエル、カヤ、そっちはどうだ？」

			「はい、ばっちりです」

			「こっちもＯＫだよ」

			「問題なし」

			　３人とも、即座に返事が返ってきた。

			　彼女たちが、ゴブリン部隊の指揮官だ。

			　このゴブリン部隊がいかに上手く、効率的に動くかで、全体の被害が変わる。

			「シェーラ、アスリン、フィーリア、ラビリス」

			「「「大丈夫です」」」

			「問題ないわ」

			　ちびっこたちの方も問題はないようだ。

			「ユキの方はどうなのかしら？」

			　ラビリスが皆を代表するように聞いてくる。

			　無論、俺も色々準備があったが終わっている。

			　皆が大忙しで準備している間、俺だけがのんびりしているわけにもいかないからな。

			　いや、本来、最高指揮官は報告を聞いて指示を出すだけで自らは動かないのが当たり前だ。だが、この戦いにおいては、皆から俺が一番の戦力に見られているので、ベータンとジルバの兵士たちを安心させるためにも、見た目だけでも準備をする必要があった。

			「そりゃ、見れば分かるだろう？」

			　そう、俺の準備は傭よう兵へいらしい恰好をすることだ。

			　魔剣使いを下した、最強の傭兵団を率いるリーダーとして、それらしい恰好をしなければいけなかった。

			「ふふっ、ユキの鎧よろい姿を見られるなんて嬉しいわ」

			「うん、ユキさん似合ってるよ。僕、惚ほれ直しちゃうね!!」

			「ん、写真とる」

			「あ、カヤ名案です。私も撮ります!!」

			　嫁全員がその場で、カメラやコールの機能を使って撮影を始める。

			「どこにでもある普通の鎧なんだがな……」

			　俺のそれらしい装備品は、特にこれと言った珍しい物ではない。

			　胸を覆おおったハーフプレートアーマーに、手足の関節、甲と脛すね当あてがあるだけだ。

			　多少装飾を施ほどこしてはいるが、嫁さんズとは比べ物にならないほど貧相だし、歴戦の強者らしい雰囲気を出すために薄汚れて、傷がついている。

			　武器は片手剣が腰の粗末な鞘さやに納まっているだけだ。
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			「ユキがそんなガチガチな装備するのが、私たちにとってはめずらしいのよ」

			「普段は、パーカーとか、Ｙシャツだからね」

			「……この大陸と全然雰囲気が合っていない」

			　そりゃ、動きにくい服をわざわざ着る理由はないからな。

			　防御面とか、護ご衛えいと俺のレベルで十分だし、もともと体はドッペルだし。

			「しかし、その装備のおかげで私たちも安心できます」

			　ジェシカがそう言うと、リーアをはじめ他の皆も頷く。

			「なにせ、今回はユキが先陣を切って戦う予定だしね」

			「はい。ドッペルとはいえ、鎧よろいも着ないで普段着で最前線に出られては、心臓によろしくないです」

			　そう、このベータン防衛戦の見せ場は、俺が一度最前線で戦うことにある。

			　というか、そうしないと12万の敵を前にして、味方の心が折れかねない。

			　魔剣使いを倒したという俺の実力を見せねば、12万もの敵を前に逃げずに戦うことはとうていできないだろう。

			　ま、俺ではなく嫁さんの誰かがやってもいいのだが、それでは俺がリーダーだということに疑問をもつ人も出てくる。

			　それに最前線で戦うことで、敵の魔剣使いを確認したいというのも大きな理由だ。

			　12万もの敵の大将である魔剣使いが、おいそれと先頭に立って攻めてくるわけがないし、敗北が濃厚になればそのまま撤退されかねない。その前に、少しでも魔剣使いをこの目で見ておきたい。

			　俺たちの実力をもってすれば追えないこともないが、実力が少しでも相手に知られるのはあまりよくない。

			　俺が最前線に立つのだって、少しだけ実力を示して相手を釣るだけ。あとは、防衛ライン任せだ。

			　俺は必死に魔剣使いと戦うふりをする。

			　他は必死に防衛ラインで攻防する。

			　そして、俺が魔剣使いを倒して味方の士気が高揚、相手は士気がダダ下がりして撤退、勝利の予定である。

			「今のところは、この作戦に変更はなさそうですね」

			「相手さんが変更なくこっちに来てくれればな。もうすぐ次の偵てい察さつの報告がくるし、それを聞いた上で、ホーストたちを集めて戦前の最後の会議だな」

			　戦闘が始まれば、俺は最前線なのでそこまで余裕がない……かもしれない。

			　いや、きっと魔剣使いが強いからそんな余裕はないはずだ!!

			　……だが、そんな綿密な作戦は緊急連絡によって瓦解した。

			『聞こえますか!!　ミリーです!!』

			「聞こえてるぞ。何かあったか？」

			　ウィードで待機しているミリーから緊急コールが届く。

			　声が何かしら焦あせっているような感じだ。

			『セラリアが産気づきました!!　今は少し落ち着いたので病院に搬送中です!!　ですが、産婆が言うには、今日、明日に生まれる可能性が高いと言っています!!　忙しいのは分かりますが、なんとかこっちに戻れませんか!!』

			「「「!?」」」

			　その場の全員が固まる。

			　え、ちょい待て。

			　セラリアの出産予定日は、あと３週は……って誤差の範囲か!!

			　まずい、まずい、このまま敵さんと遊んでいては、セラリアの傍そばにいられない!!

			「予定変更!!　こっちから行って叩き潰す!!」

			「「「はい!!」」」

			　嫁さんたちから否定の意見はなかった。

			　ホーストへは事後報告でいいだろう。

			「こうなったら、人の仕業とは思えないほど派手にやってやるわ!!」

			「「「お――!!」」」

			　敵さん、魔剣使いの２人、すまんが調整している余裕がなくなった。

		

	
		
			　

			第２０６掘　本職

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　まったく、なんてことだ!!

			　セラリアの出産と防衛戦が被るなんて!!

			　本人から連絡がないところを見ると、俺たちに余計な心配をかけたくなかったのだろう。

			　それでも伝えてくれたミリーには、感謝しないといけない。

			「で、ユキさんどうするの？　僕たちだけで12万の敵は倒せないことはないけど……」

			「時間がかかりすぎる。……皆殺しにする？　それなら簡単」

			「カヤ、怖いこと言わないの!!　それじゃあ、色々な意味でだめだから!!」

			　カヤの言う通り、皆殺しにするだけなら簡単に終わる。

			　しかし、トーリが止めたようにそんなことをすれば、魔力枯こ渇かつの大地に一気に魔力が補充され、どんな異変が起こるか分からないし、魔剣使いの情報も得られない。

			　また、皆殺しにあった報告を聞いたエナーリア聖国が、どう動くのか予想がつかない。

			　報復のために山ほど軍を連れてきて、ジルバとの最終決戦になってもあれだし、逆に委縮することでジルバが勢いづいて攻めることになれば、俺たちも面倒に付き合わされる。

			「……ユキさん、どうするおつもりですか？　このまま戦えば、どうあがいても私たち傭よう兵へい団の実力が知られてしまいます。防衛戦のように他の軍と連携して撃退するならともかく、たった50人にも満たないこの人数で撃退、皆殺し、捕縛、いずれの選択肢でも、私たちの普通……いえ、ウィードの圧倒的な火力を知られてしまいます。その結果、この新大陸の情勢を一気に変えてしまう可能性が大きいです。それは、さすがに問題があるのでは？」

			　シェーラも考えていたのか、この戦闘の結果を気にしている。

			　確かにシェーラの言う通り、俺たちの火力はこの新大陸、いや、この世界でオーバーテクノロジーと言って過言ではない。現代兵器群で12万を皆殺しにして撤退させれば、どう考えても、ジルバ、エナーリアだけでなく、新大陸の各勢力が俺たちの調査に乗り出すだろう。

			　その結果、俺たちが各国にマークされて身動きが取れなくなる可能性が非常に高い。

			　というか、ウィードのように各国に対処しなければいけない状態になる。

			　それでは、傭兵という立場を偽装している意味がない。

			　いや、本当の傭兵ならこういう成り上がりは歓迎なんだろうが、俺たちの目的は新大陸の魔力枯こ渇かつ原因の調査なのだ。どこに原因があるのか分からない以上、動きを制限されるような行動はとるべきではない。

			　どこかの国が意図的に行っているのが原因なら、こうした売名行為はありなんだが、原因が他の場合、一々お国の相手をするのは時間の無駄だ。

			「ええっと……お兄ちゃん、よく分かんないけど、セラリアお姉ちゃんの所に早くいきたいです」

			「私も、セラリア姉様のところに早くいきたいのです!!」

			　ちびっこ２人は俺と同じようにセラリアの出産に立ち会いたいようで、あまり深く考えてはいないようだ。

			　だが、この２人の家族を案じる姿を見ているとほっこりする。

			「ユキ、ほっこりするのはいいけど。……本当にどうするの？　現代兵器でも、私たちのステータスに物を言わせた魔術砲撃でも、あんまり結果は変わらないけど」

			　ラビリスにそう言われて、気持ちを切り替える。

			　いかんいかん、さっさと片付けないとセラリアと自分の子供に会う時間が遅れる。

			「そうだな。トーリ、シェーラ、ラビリスの言う通り、変なゴリ押しは、今後の展開を考えてなるべくやめたい。だから……」

			　俺はそう言って、アイテムボックスからアレを取り出した。

			「え……ちょっと待ってください、ユキさん。それって……」

			　横にいるリーアもさすがに驚いた顔になり、俺が取りだしたものを見つめている。

			「……ダンジョンコアをこんなところで出して、どうするつもりなんですか？」

			　ジェシカがようやく、突っ込んでくれた。

			　そう、俺が今持っているのはダンジョンコアだ。

			　つまり……。

			「ダンジョンの魔力循じゆん環かんはルナに言って止めてある。ここら一帯の土地をＤＰによって買い上げることでの魔力拡散は心配ではあるが、亜人の村と違って綺き麗れいな平地の草原だ。変化が起こった場合の観察は簡単。ザーギスたち研究班も、いい加減、他の観察場所も欲しいって言ってたしな」

			「えーっと、それでも12万の敵は止められないっていうか、ダンジョンに入るとは思えないけど……」

			　俺の意見に、リエルが気まずそうに返答する。

			「リエルの言う通りだな。今から街を攻める軍隊がダンジョンに入ってくれるわけがない。だが、ダンジョンしかルートがなければどうかな？」

			　俺がそう言うと全員察しがついたらしく、ジェシカがこめかみを押さえながら口を開いた。

			「地形変更を地上まで行うつもりですか……。12万の敵を壁で囲むか、一気に登れない穴に閉じ込める。そして、ダンジョンの入り口だけをそこに配置する」

			「ジェシカの言う通り、ダンジョンに入るしかない状況に追い込めばいい」

			「でも、12万の数を相手にできるダンジョンなんて……。ああ、もしかして皆で作ってたあれ？」

			　リエルが自分で答えにたどり着いたようだ。

			　そう、もともとウィードを守るためのひとつの方法で、ダンジョンを利用する策を考えていた。今回は、それを流用するのだ。

			「ああ、そう言えば言ってましたね。私とジェシカは参加……というか、まだウィードができた頃なのでいなかったんですよね。聞いた話ですけど、皆で考えたっていう、大軍相手のためのダンジョンでしたっけ？」

			「……今の今まで忘れてたわ」

			「向こうの大陸では、ウィードにケンカを売る相手がいないですから。確かに、私たちで設計図を考えたことがありましたね」

			　リーアは残念ながらそのダンジョンの制作に関わってはいないが、話は知っていたようだ。

			　カヤとトーリは、案のままで放置されていたのをリエルの言葉で思い出したようだ。

			「……で、それは12万の大軍をちゃんと相手にできて、希望通りに相手を観察し、戦力評価ができるものなのですか？　そして、それをどう、ジルバ側に報告するつもりですか？」

			　ジェシカが色々と問題ないのか鋭く訊いてくる。

			「それは問題ないわ。ウィードが数か国から攻められた時を想定して考え出された、規格外のダンジョンだから。こういえば分かりやすいかしら？　ロシュール、ガルツ、リテア、魔王の国、それらを同時に相手にできるわ。無論監視も簡単にできるし、召しよう喚かん陣から無数の魔物を配備可能。外から有力な魔物軍の派遣もできるし、トラップも数多あまた……」

			　ラビリスがそう告げると、ジェシカがあからさまに顔を青くした。

			　ま、どうにでもできるぜ宣言だしな。

			　しかも、ジルバ帝国と互角か、それ以上の大国を４つ相手取ってだ。

			「無論、ジルバ側もエナーリア側も、そしてこの戦いを覗き見している他の国も、ダンジョンの出現はただの自然災害に見えるでしょうね。ダンジョンが、ただの遺跡なんて言われているこの新大陸ではね。ウィードがある大陸だったら私たちの仕業って分かるでしょうけれど、この大陸だとそれに気付く勢力はいないはず」

			　俺の代わりにラビリスが、つないだ手から思考を読み取ってにこやかに言った。

			「……相変わらずおっそろしいですね。なるほど、今すぐ全滅させる必要はないから監視状態において、私たちはホースト殿に適当に自然災害で逃げ帰ったと伝えた上で、ウィードに帰るわけですね」

			「その通り。ダンジョン内の操作は、むしろウィードの方がやりやすいしな」

			「しかし、将軍の魔剣使いたちはどうするのですか？　相応の実力者なら単騎で逃げ出す……って、それなら分かりやすく捕縛できますね……」

			「そういうこと」

			　この作戦上、問題があるとすれば、ダンジョンの罠わなにはめる前に魔剣使いが逃げ出す可能性と、ダンジョンを踏とう破はできる可能性がある実力者がいた場合だ。

			　だが、前者は俺たちが監視しているから捕縛ないし、実力でダンジョンに放り込めばいい。

			　後者は、ダンジョンに入ったあとなのでどうとでもなる。

			　というか、出てこられるようなダンジョンを作るわけないしな。

			「うぃーす。大将、敵さんが見えてきました。多分、相手もこちらを認識してますよ」

			「そりゃそうだろう。マローダーでヘッドライト全開だからな。ま、さっさとやりますか」

			　俺は車から降りて、ダンジョンコアを地面に置いた。そこ掘れワンワンを起動し、保存するだけで使用していない大軍用ダンジョンを設置する。

			　ズズズン……。

			　辺りに重低音が鳴り響いた。

			「敵一帯の地面陥没を確認!!　辺りの掌しよう握あく、マップ確認できます!!」

			　ゴブリン隊の報告で、全員がマップを起動してマーカーを確認する。

			「うわぁ、多いね」

			「赤いマーカーばかり」

			「うん、ユキさん、予定通り敵は陥没範囲にいます」

			　獣人嫁組の言う通り、敵の本隊は完全にこちらの罠にはまった。

			「……こちらも確認しました。敵後方、５㎞位置にいる敵の補給隊は状況を確認しに行くようです。こちらはどうしますか？」

			　そう、本隊はだ。

			　ジェシカの言う通り、後方に補給部隊もいるので、そっちの対処もしないといけない。

			「ゴブリン隊は30名を率いて後続隊、補給隊を急襲。半数をダンジョンへ、残りを追い返せ。これで、エナーリア側も自然災害の隙を突かれたと認識するしかない。いいか、攻撃を開始するのは陥没地域に入ってからだ。わざわざダンジョンに放り込むために運ぶのは面倒だからな。行動を開始!!」

			「「「了解!!」」」

			　即座にゴブリン隊が移動を開始する。

			「残りの20名は、陥没地域を目視とマップを併用して監視。登って来るような奴は、叩き落とせ!!」

			「「「了解!!」」」

			　そして、ごく少数のゴブリンを残して、ほとんどの手勢が俺たちの周りからいなくなった。

			「さて、あとは３時間ぐらい監視すれば、ここを撤退していいだろう」

			「……ユキ。登ってこれるということは、そこまで深くはないのですか？」

			「いや、20メートルは陥没させた」

			「……ほとんどが即死していそうですが」

			「下にはスキル封じのスライム軍団がいるから、クッションになるだろうよ。辺り一面にいるからな。よほど運が悪くない限り死にはしない」

			「……３時間後にはダンジョンに逃げ込んでいるか、死体しか残らないというわけですか……」

			「追い込み漁業と言って欲しいね」

			「性質が悪いですよ」

			　ジェシカがそう言って睨にらんでくるが、どこか仕方ないといった感じでもある。

			　嫁さんになってから少しは丸くなったか？

			「いえ、いつまでも常識にとらわれていては疲れるだけだと認識しましたので」

			「あ、そうですか」

			「無論、ユキのことは夫として今も高く評価しています。これは、ユキというダンジョンマスター本来の戦い方なのですね」

			「おう、これが本職だからな」

			　そう、俺はダンジョンマスターなのだ。

			　さあ、ダンジョンへ挑む挑戦者たちよ。

			　初の大軍用ダンジョンだ。

			　情報集めに貢献してくれ。

			　嫁さんたちもキャッキャッしてダンジョンの様子を見ていることだし、あまり序盤でやられないことを望む。

			　無論、色々問題があるからなるべく殺さないようにはするけど。

			　でも、死んじゃったらごめんよ。

			　ああ、魔剣使い２人は捕縛決定だから、しっかり抵抗することを望む。

			「セラリア、大丈夫かな……」

			　そんなことより、俺は嫁さんが一番心配なのだ。

		

	
		
			　

			第２０７掘　蘇る過去は帰り道の邪魔

			　

			　ｓｉｄｅ　？？？

			　酷ひどく永いまどろみの中に私はいる。

			　自分が何者なのか、ここはどこなのか思考がまとまらない。

			　それでも、このまどろみの中に自分がいることだけは理解できるのだ。

			「これからよろしくね」

			　そう、この笑顔を何度も見てきた。

			　名前は思い出せない。

			　しかし、目の前にいる女性は、私の中で確かに心から気を許せる大切な人なのだと理解できる。

			「うーん。今日も大変だったね。ゆっくり休んで明日に備えよう。まだまだ、始まったばかりなんだから」

			　もう何度もくりかえし、このまどろみの中で見てきた光景だ。

			　彼女は何かを目指し、私はその彼女の手助けをしていた。

			「やったー!!　これで、また大きく前に進めるよ。皆のおかげだよ、ありがとう!!」

			　多分、なにか大きなことを成し遂げたのだろう。

			　彼女はとても喜んでいる。……私も、それがとても嬉しかった。

			「よーし、今日からここの仲間になる人たちだよ。皆仲良くしてね」

			「……よろしくお願いします」

			「「「よ、よろしくお願いします」」」

			　ある日、彼女は自分と同じ種族を連れてきて、一緒に暮らしてくれと言ってきた。

			　……？

			　私は彼女とは違う種族なのか？

			　でも、彼女が嬉しそうだからあまり気にならなかった。

			「よし。この剣があれば……」

			　そして、悲しい時がやってきてしまう。

			　彼女は目的のために、ある剣を作り上げた。

			　なにがどう凄すごいのか、よく思い出せない。

			　だけど、それで彼女が連れてきた仲間たちは一気に強くなった。

			　ドサッ。

			　結果、彼女は仲間に斬られて動かなくなってしまった。

			「あ……、あー、ダメかぁ。ごめん……ね。君たち……を置いてけぼりに……、でも……彼女たちを……」

			　最後に彼女がなんて言いたかったのか、私たちは知る由もない。

			　だけど、彼女と一緒に今まで生きてきた皆は、芯から怒りで染まった。

			　私もその１人だ。

			　だから、人に復讐を企てた。

			　彼女に助けてもらったくせに、彼女を殺した人に。

			　それから私たちは、残った彼女の力を使い、人を、あの裏切り者を殺すために地上へ出た。

			　そして、多くの戦いの果てに、ようやくあの裏切り者と出会ったんだ。

			「……お前か」

			　裏切り者の女たちは、彼女から渡された剣をこちらに向けながらそう言う。

			「……今さら許しを請おうとは思わん。そして、私が間違っていたとも思わない」

			「……あなたで最後です」

			「地獄に落ちるのは……多分私たちなんだろうな。結果がこの様だからな」

			「でも、今さら引き返せません。彼女を裏切って切り捨てた私たちは、自分の道を最後まで押し通す義務があります」

			　女たちがなにかごちゃごちゃ言っているが、私にはそんなことは関係ない。

			　ただ、許すわけにはいかなかった。

			「行くぞ、魔王!!」

			　そして、私は彼女たちと戦った。

			　気に入らなかった。

			　半数以上をこの手で仕留めたが、その全員が後悔や恐怖の表情を浮かべていなかった。

			　どこか、「仕方ないな、少し悲しいな」とでも言うかのような感じで、自分の終わりを受け入れていた。

			「そこだぁあぁぁあ!!　くぉぉおぉおお!!」

			　そんなふうに考えながら、裏切り者の顔を見て油断をしていたのが私の失敗だった。

			　生き残っていた裏切り者の１人が、ここぞとばかりに猛攻を仕掛けてきて、私もボロボロになった。

			「……終わりだ」

			　そう告げられ、死んでしまった彼女が作った剣が振り上げられる。

			　体を動かそうとするが、動かない。

			　……くそっ、私は結局、彼女の仇かたきを……。

			「これからよろしくね」

			　目を開ければまた、彼女の笑顔が見える。

			　なにか、悲しい出来事があったような。

			　これから起こるような。

			　でも、私に、このまどろみの中にいる私に、何ができるのだろうか。

			　何度も彼女の死を見届け、仇も討てない。そんな惨めな映像を見なければいけないのか。

			　いやだ。

			　もうこんなのはたくさんだ。

			　私は、貴女を守れなかった。

			　だから、貴女を殺した人を滅ぼすと決めた。

			　貴女が戻ってこないのなら……いや、人は生かすべきではない。

			　あんな愚おろかなことは、あの人たちが起こしたのだ。

			　自業自得だ。

			　滅んでしまえ。

			　嫌と言うなら、私が土に帰してやる。

			「がぁぁぁあぁああぁぁぁぁぁあああ!!」

			　私はまどろみを振り払い、叫んだ。

			　こんな結末は許せない。

			　せめて、せめて、私が彼女の仇を討つのだ!!

			　ドオォォン!!

			　辺りに爆音が響く。

			「……これは、どういうことだ」

			　私は、体を起こす。

			　体に被っていた土が下へと落ちる。

			「いや、爆音の発生源は……私か」

			　辺りを見回すと、私のいる場所を中心に地面がえぐれていた。

			「しかし、私は勇者を名乗る盗とう賊ぞく女どもに敗れた……。いや、最後に逃げたのだったな」

			　そう、あの剣が振り下ろされる瞬間、魔術を使って目をくらませ逃げたのだ。

			　追撃がくるかと思ったが、それもない。

			　だが、私の傷は深く、それを治すには膨大な魔力が必要だった。

			　これでは、あの盗賊女たちの生き残りを倒すことは叶かなわない。

			「そうだ。私は自らを地中に埋めたのだ。愚おろかな人のことだ、近いうちに大きな争いが起こるだろう。そうなれば、私はそれで生まれた魔力を吸収し、蘇よみがることができる!!」

			　魔力が枯こ渇かつしているこの大陸では、私のような強力なモンスターはダンジョンでの魔力供給を受けなければ存在できない。

			　だが、逆に、魔力供給さえ可能なら活動できる。

			「私は戻って来たのか。今度こそ、あの盗賊女どもに裁きを」

			　そう呟つぶやいて、彼女が残してくれた大事な剣を握った。

			　しかし、ここはどこだ？

			　あの時は意識がもうろうとしていたから、私はどこに逃げたのかよく覚えていない。

			　とりあえず、ダンジョンに戻って情報を集めるべきだな。

			　今度こそ、人を根絶やしにしてやる。

			　カラッ、カンカン……。

			　上から石が落ちてきた。

			　これは爆発の影響ではない。

			　誰かが意図的に落とした音だ。

			「なんだ、いきなり爆発したぞ？　たっく、セラリアの所へ急がないといけないのに……」

			「まあまあ落ち着いて、ユキさん。とりあえず調べておかないと」

			「……掌しよう握あくのために魔力を拡散した影響が出たのは初めて」

			「……とりあえず、皆さん警戒してください。なにが起こるか……」

			　人だ。

			　ならば……。

			「心配はいらぬ。お前たちは、ここで死ね」

			　復活の祝いだ。

			　全力で消し飛ばしてやろう。

			　私は剣に魔力を流し込み、最大威力で聖剣と呼ばれていた彼女の形見の剣を振るった。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　俺は時計を必死に見つめていた。

			　秒単位まで表示されるから、逆に性質が悪かった。

			　３時間がこんなに長いとは……。

			　セラリア、大丈夫かな。

			　ミリーからの連絡はないから、問題はないんだろうけど。

			　でも、でも……。

			「ユキさん、ウロウロしても仕方ないよ」

			「……ん。リエルの言う通り。ミリーからも連絡ないし、まだ大丈夫」

			　リエルとカヤにそう言われているが、どうも気持ちが落ち着かん。

			　というか、この場にいる全員からそう言われている。

			「……これでは、子供が生まれる時はどうなることやら」

			「でも、そんなユキさんもかっこいいです!!」

			「……まぁ、写真とムービーを撮っておきましょう」

			　ジェシカとリーアがニコニコしながらこちらを撮影してくるが、そんなことを注意している気にはならなかった。

			　うーん、リリーシュは安全に産めるとは言ってたけど嫁の出産は初めてだし、産後の経過が悪いと地球でも普通に死んでしまうわけだからな。

			　俺の回復魔術を早くかけてやらないと……落ち着け、まだ生まれたわけじゃない。

			　そんなふうにやきもきしながら、敵軍の経過を見守っていたのだが、結局、動きはなかった。

			『報告します。敵本隊は、即座にダンジョン内に撤退した模様。魔剣使いは目視できませんでした。おそらく、スキル封じで魔術が発現できなかったんだと思われます』

			『こちら、補給急襲部隊。予定通り、半数近くをダンジョンへ落とし、残りを追い返すことに成功しました』

			　報告も、特に問題ない。

			　ま、スライム軍団がスキルを封じて、壁を登れる道具は溶かす手筈だからな。

			　地力で何人か登ったようだが、それも上にいたゴブリンたちに蹴け落とされる。

			　補給急襲部隊も、様子を見ていたところを襲って、問題なく一網打尽にできたようだ。

			　あえて襲わなかった部隊は、エナーリアへの報告に信しん憑ぴよう性せいを加えることになるだろう。

			　そして、待ちに待った３時間が経過した。

			「よし、さっさとウィードに帰るぞ!!　ゴブリン部隊は、ローテーションで警戒を継続!!」

			「……命令を先に言ってください」

			「ジェシカ、仕方ないんだ!!　心配で、心配でたま……」

			　ドオォォン!!

			「は？」

			「なにかの爆発ですね」

			　後方２００メートルぐらいで爆発が起きて、土ぼこりが巻き上がる。

			「３時間待って正解ですね。さすが、ユキ」

			　ジェシカがそう称賛するが、全然俺は嬉しくない。

			　しかし、無視するわけにもいかないので、様子を見に行くことにする。

			　あーもう、なんでですかね!!

			　俺とセラリアの邪魔をしたいんですか、運命は!!

			「神、許すまじ」

			『私、関係ないわよね!!』

			「見てるなら、なお性質悪いわ」

			『た、たまたまよ!!』

			　なろ。

			　覗き見してやがったな。

			　どんな仕返しなら効果があるかを考えつつ、爆発地点を覗き見る。

			　見た感じ爆発物の破片は落ちていない。

			「なんだ、いきなり爆発したぞ？　たっく、セラリアの所へ急がないといけないのに……」

			　口から自然と現状への不満が出る。

			　原因はなんだ。もう、ガスポケットが爆発したってことでよくね？

			「まあまあ落ち着いて、ユキさん。とりあえず調べておかないと」

			「……掌しよう握あくのために魔力を拡散した影響が出たのは初めて」

			「……とりあえず、皆さん警戒してください。なにが起こるか……」

			　皆で爆発地点を覗き込んで話をしていると、爆発地点から何者かの声が聞こえた。

			「心配はいらぬ。お前たちは、ここで死ね」

			　そして、爆発地点から、人よりひと回りくらい大きい首なしの騎士が現われた。豪華な鎧よろいをまとった騎士が、即座に剣を振るう。

			「お前が原因か!!　邪魔だ、伸びてろ!!」

			　俺は迫ってくる変な剣を素手で握りつぶして……あれ？

			　何かこれ、魔剣と似てね？

			　ま、いいか。

			　とりあえず考えを放ほう棄きして、気絶するレベルの拳打を浴びせる。

			「ば、か……な」

			「うっさい。やられ役のセリフを吐いてないで、さっさと倒れろ」

			　頭がないので、とりあえず肩を叩いてとどめを刺す。

			「よし、こいつはゴブリンたちに任せて帰るぞ!!」

			「「「うわぁ、可哀想かわいそう」」」

			　皆の視線が痛かったが、仕方ないのだ。

			　一瞬でも早くセラリアの下に帰らなければ!!

			「待っていてくれ、セラリア!!」

			　もう、車に乗っている時間も惜しいので駆け出す。

			「あのー、ユキさん。指輪で一瞬で戻れるよね」

			「あ」

			　仕方ない。

			　だって、慌ててたんだもん!!

		

	
		
			　

			第２０８掘　おまけたちの決断

			　

			　ｓｉｄｅ　プリズム　エナーリア将軍　双剣の魔剣使い

			　もう少し、もう少しでベータンの街を攻撃するところまで来ていたの。

			　でも、駐屯した場所が悪かったのか、12万もの兵士の重みで地盤が抜けてしまった。

			「ぐぅっ……。誰か現状報告を!!」

			　さすがの私も、あまりの高さから落ちて地面に激突すれば死んでしまう。

			　魔剣を使う暇ひまがあればいいが、今回はいきなり足元が抜け落ちたのだ。

			　必死に魔剣の力を解放して落下速度を落としたが、結局、地面とぶつかることになり、息がとてもしにくい。

			「エージルは？　エージル、無事なの!!」

			　ふらつく体を無理に起こして辺りを見回す。

			　残念ながら、私が乗っていた馬は落下して息を引き取ったようだ。

			　くっ、私は風の魔剣でなんとか勢いを殺せたが、エージルの魔剣は雷だ。

			　まさか……嫌な想像が頭の中をよぎる。

			「僕は、無事だよ。べとべとだけどね」

			　土煙けむりの中から確かにエージルの声が聞こえた。

			「よかった。怪け我がはないのね」

			「ああ、見ての通り、水（？）みたいなのが下にあって、他の兵士たちも軒並み無事みたいだ。プリズムの所にはなかったみたいだね。その馬は運が悪かったんだろう」

			「……そうね」

			　えーと、もしかして私が風の魔剣で落下地点を吹き飛ばしたから、クッション代わりの水がなくなった？

			　……馬が死んだのは、私が余計なことをしたせい？

			　よし、気にしないでおこう。

			　今するべきは、軍の状況把は握あく!!

			「エージルは、なにが起きたのか理解してる？」

			「うん。上を見ての通り、でっかい穴に落ちたというより地面が陥没したみたいだね。さすがに、こんな12万の兵士が乗って陥没するような落とし穴を作るのは無理だろうし、自然災害だね。いやー、まいったまいった」

			　エージルはそう言って笑っているが、笑いごとではない。

			「エージル、笑い話ではないわよ。早く態勢を立て直さないと、攻撃目標にいるジルバ軍が私たちに攻撃してくるわよ」

			「分かってるって。でも、このあとすぐってわけじゃない。素早い行動は必要だけど、焦あせりは禁物だよ、プリズム」

			「……そうね。……とりあえず、味方が全員陥没に巻き込まれるわけないんだから、上に残っている部隊と協力するべきね」

			　エージルの言葉で、少し頭が冷えた。

			　確かに、現状は大失態だ。

			　しかし、怒鳴っても意味がない。

			　今私にできるのは、速やかに状況を把握して態勢を立て直すこと。

			「そうそう。僕は、あくまでもプリズムの副将だからね。君がどっしり構えてないと。ほら、待ちに待った報告がきたみたいだよ」

			　エージルの視線の先を見ると、伝令兵がこちらに向かって走ってきていた。

			「し、失礼します!!　現状報告をしてもよろしいでしょうか」

			「こちらから頼んだこと。問題ないわ」

			「まず、私たち本隊全部が、この自然災害に巻き込まれた模様です」

			「なんだと!?」

			「おや、思った以上だね」

			「私たちが落ちた高さは、だいたい20メートルほど。こちらからも見えますが、あの壁の上が本来の地面です」

			　煙けむりが晴れてきて、兵士の言う壁が見えた。

			　そして、その高さに驚く。

			　よく、無事だったものだ。

			「怪け我が人などの数は？　物資などはどうなっている？」

			「怪我人の数は現在把は握あく中ですが、死亡者は奇跡的にいまだ報告されていません。怪我人は多数いますが、それも百人前後とごく少数です。足元に変な生き物がいたおかげでしょう」

			「変な生き物？」

			「なんだい、その変な生き物って!!」

			　私よりも、エージルが食いついた。

			　まあ、研究者だから仕方ない。

			　でも、今するべきは変な生き物の詳しよう細さい報告ではなく、事態の把握だ。

			「エージル、その生き物の話はいったん置いておきましょう。まずは状況の把握。死人がいないのは幸いだけど、本隊全員が落ちるとはね。……物資も落下したのだから、散乱状態ね。仕方ないわ、物資の中から攻城用の梯はし子ごとロープを。それで、後方にいる補給部隊と連絡を取りましょう。向こうも私たちの状況に気が付くはずだから、こっちに向かってきているはず。補給部隊の手を借りて脱出しましょう」

			「申し訳ありません。物資はプリズム将軍の仰る通り落下の衝しよう撃げきで散乱していたのですが、その……変な生き物が梯子やロープを食べて（？）しまいまして。あの壁を登る手段が、ほとんどありません」

			「は？」

			「へー!!　へー!!　その生き物ってなに!!　すっごいね。新発見だ!!」

			「……黙ってなさい、エージル」

			「はーい」

			「登る手段がない、か。残ってる梯子やロープはないのかしら？　まさか……全部やられるなんてことは……」

			「全部やられたんだと思われます。なぜかその生き物は物資に取り付き、梯子やロープを好んで捕食していたようなのです」

			　な、なんてこと。

			「無論、その生き物を止めようとしたのですが、その……あのような水みたいな生き物でして……」

			　兵士が指をさす方向に、うっすら黄色い透明な水の塊かたまりがうごめいている。

			「うっはー!!　本当に変な生き物だ!!」

			　エージルがすかさず、その生き物に近づこうとしたので慌てて止める。

			「やめなさい!!　どんな危険があるのか分からないのよ。もしかしたら魔物かもしれないわ」

			　羽交い絞めにしてそう告げると、エージルがピタッと止まった。

			　分かってくれたのね。

			「ああ、なるほど。これがスライムか!!　大昔にいた魔法魔物か!!　本に書いてあった通り水でできた体を持っている!!　本物だ!!　でも、スライムは生き物を捕食するって書いてあったんだけどな。……そうか、永い間地面の下にいたから、生き物より土や石を食べるようになったんだ!!　僕たちを襲わないのは、食べ物と見ていないからか!!　ん、でも変だな。スライムは遺跡、ダンジョンにしか存在しないって言われているはずなんだけどな。あ、もしかして、ここら辺りにダンジョンがあるのかな？」

			　……この研究馬鹿は。

			　でも、エージルの今の話は、重要なことも含まれている。

			　詳しく聞きだしたら、ここを登る方法が見つかるかもしれない。

			「あ、そうだ、プリズム。とりあえず、ロープや梯はし子ごが溶かされたのなら食料品も危ないし、さっさと集めて防衛しないとまずいよ」

			「それを先に言いなさい!!　残った物資を大至急かき集めて、スライムから遠ざけなさい!!」

			「はっ!!」

			　慌てて私は指示を出す。

			　これ以上、事態を悪化させるわけにはいかない。

			「エージル。とにかく、この状況を脱するための情報を頂戴。ダンジョンって、遺跡のことよね？」

			「ああ。あのスライムが証拠だね。大昔の文献だけど、現在遺跡って言われている地下構造物は、ダンジョンって言うのが正式名称だよ」

			「そのダンジョンっていうのは？」

			「うーん。なんていうか、中に凄すごいお宝があったりして冒険心をくすぐるものなんだ。それと、無限に魔物が湧わいて出てくるって書いてあったから、正直、今この場のスライムを倒しても無駄だろうね。ダンジョンっていうのは、なぜか冒険者を引き入れるよううまくできている。さっき言ったようにお宝があったり、内部に安全地帯っていう不思議な魔物が近寄らない場所もあるんだ」

			「……待ちなさい。それなら今、あのスライムを倒して、この場の安全を確保するというのは……」

			「体力を消費するだけで無駄だと思うよ。無限に湧くといっても、すぐに補充されるわけじゃないだろうけど、僕たちは敵地に取り残されてると言っても間違いじゃないからね。こんな所で体力を消費するより、ダンジョン内の安全地帯を見つけるとか、通路なんかの一度に相手にする数を減らせる場所に逃げ込むことをお勧めするよ」

			「……そうね。敵が私たちを見つけて上から矢でも射掛けられたら、一方的にやられることになる……か」

			「そうだね。ダンジョンの中に入るのも心配ではあるけど、敵に一方的にやられる方が問題だ。油でも落とされて、火を使われたら最悪だよ」

			　……確かに、今の状況はエージルの言った通り最悪に近い。敵が来るかもしれないのに、今この場を確保するためにスライムと戦闘しているわけにはいかない。

			　情報は少ないが、戦略的にはダンジョンを利用すればなんとかなるかもしれない。

			　いや、ダンジョンに逃げ込まない限り全滅する可能性がある。

			「分かったわ。全軍に通達!!　半数は、今からダンジョンの入り口を捜さがしなさい!!　見つけ次第、探索して入れるようであればダンジョンへ移動する!!　他の部隊は物資を集めて、スライムと戦うのはやめて体力を温存しなさい!!」

			「「「はっ!!」」」

			　結果、そんなに時間をおかずにダンジョンの入り口が発見され、奥には都合よく12万の兵が駐留できるような広々とした、魔物がいない場所が発見された。

			　私は迷わず全軍にダンジョンへの進軍を指示して、場所を確保した。

			「不幸中の幸いだね。スライムもダンジョンまでは入ってこなかったし」

			「そうね。でも、いつまでもこうしているわけにもいかないわ。後続の補給部隊は敵の奇襲で突き落とされたみたいだし、半数は逃げ帰ったみたいだけど、王都から援軍が来るのは……」

			「第２陣の10万が半月後だからね。その予定を早めても１、２週間はかかるだろうね」

			「確保できた物資は、そこまで多くないわ。12万もの兵士を養えるのは、せいぜい……」

			「聞いた感じ、せいぜい１週間だろうね。味方が１週間で来てくれるって望みをかけるのは無む謀ぼうだね」

			　そう、そんな希望的観測で待つわけにはいかない。

			　ならば、ここでじっと待つのではなく……。

			「今から、ダンジョンの攻略を開始しようと思うの。この場所を維い持じする部隊と探索部隊に分けて行こうと思うのだけれど、どうかしら？」

			「それしかないね。探索部隊には、食料や飲み水を確保するっていう最優先の命令を出しておくといいよ」

			「ええ。上手くいけば外への出口が見つかるかもしれないし」

			「上手くいくといいね。で、僕たちはどうする？」

			「しばらくは様子見ね。兵たちだけで厳しいところがあれば、私たちが行くべきでしょう」

			「はぁー、やっぱりそうなるよね。僕は、１人でのんびりダンジョン研究がしたかったんだけどな」

			「それは、無事に生きて帰ってからにして頂戴。今はエージルの知識が頼りなんだから」

			　私がそう言うと、エージルがとても嬉しそうに笑い、魔剣の柄つかを握った。

			「分かってるって。さあ、ダンジョン攻略を始めようか」

			「だから、私たちは、しばらく様子見だって言ったでしょう」

			「えー、だめ？」

			「だめ!!」

			　……無事に外に出られるかしら。

			　

			　ｓｉｄｅ　スティーブ

			「敵さん動き始めましたよ、隊長」

			「……あー、話はきいてるっすよ。でも、当分おいらたちの出番はないっす。ブリットも仮眠しておくといいっすよ。そっちも緊急の呼び出しだったんすよね？」

			　おいらがそう聞くと、ブリットが頷く。

			「そうですよ。わざわざ魔物部隊の幹部を集めるって、なにごとかと思いましたよ」

			「いやー、大将にとっては大事っすからね」

			「ま、そうですね。大事ってのは間違いないですが、もっとこう……」

			「言いたいことは分かるっすけど、大将に理想を求めるのはむりっすよ。ブリットも付き合いはおいらと同じでしょうに」

			「分かってはいますけどね。こうも敵さんを見てると不憫で」

			　ブリットは画面に映る魔剣使いたちの必死な姿を見て、微妙な顔をしている。

			「……全部、大将の予想通りに動いてる。物資をスライムに喰わせて、ダンジョンを探索せざるを得ないようにする。でも、自分の子供が生まれる時ぐらいを手を抜いてもいいと思いません？　つか、俺たちに任されると管理する俺たちが忙しい」

			「本音はそっちっすね。でも、大将も今回ばかりは余裕がないっすから。ほら」

			　俺はそう言って、ウィードの方の監視画面を見せる。

			『セラリア―――!!　今行くからな!!』

			『あー、ユキさん!!　指輪の効果で病院に直接飛べる……って』

			『もう聞こえてない。……というか、ユキがここまで慌てるなんて不思議』

			『私たちを大事に思ってる証拠ね。でも、私たちは指輪で行くわよ』

			『『はーい』』

			　後を必死で追っているリーア姐さんとジェシカ姐さんが哀れだ。

			「ま、大将も一番大事な時期だ。どうせ人数はいるんだから、のんびりきゅうりでも食って、この仕事を頑張ろうぜ」

			「そうなんだな。大将はもっと楽してもいいだべ」

			　そういってオークのジョンとブラッドミノタウロスのミノちゃんが、きゅうりをぼりぼり齧かじり始める。

			「いや、大将に楽させるって意見は賛成っすけどね。きゅうりはやめれ。肉が食いたいっすよ、おいらは」

			「馬鹿スティーブ。そんなに肉ばかりだと病気になる。きゅうりを食え、きゅうりを。健康になるぞ」

			「だから、きゅうりオンリーの方が体に悪いっすよ!!　いい加減、ジョンの種族は河童になってるっすよね!!　頭に皿とかできてるっすよね!!」

			「ん？　残念ながら河童にはなっていないが、ベジタリアンオークって種族になってるぞ」

			「ひいぃぃ!!　食生活で変わってしまう、魔物の種族名……ミラクルすぎるっすよ!!」

			　おいらがそうやって叫んでいる隣では、ブリットとミノちゃんがきゅうりを食べている。

			　なんでそんなに落ち着いて食べれるっすか!!

			「そっちはどう？　亜人の村のお守りなんだよな？」

			「こっちは、特にかわりはないだべ。モーブさんたちもいるし。そっちは例の魔剣使いの護ご衛えいとか……」

			「あー、でも、その人はそれなりに有能でね。こっちもそこまで問題はない」

			　あー、もう。

			　なんで緊急事態のはずなのに、のんびり空間なんすか!?

		

	
		
			　

			第２０９掘　重なる

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　私は今、ウィードにある病院の個室のベッドで横になっている。

			　特に大怪け我がなどをしたわけではない。

			　そう、お腹の中のユキと私の子が少し元気に動いたので、ちょーっとだけ具合が悪くなっただけ。

			　やんちゃな子。

			　私とユキの血を引いているだけあるわ。

			　でも、周りが結構慌てて、病院に連れていかれたというわけ。

			「もう、ミリーったら大袈裟よ。少し、そう少しだけお腹の子が暴れただけなのよ」

			「それを大袈裟にしなくて、どうするんですか」

			「でも、ユキに連絡したんでしょう？　防衛戦が始まろうかって時に」

			　そう、ミリーは私を病院に搬送したあと、今まさに戦いが始まろうとしている夫に連絡してしまったのだ。

			　さすがに、夫が戦線をほっぽりだして戻ってくるとは思わないけど。

			　夫の思考に雑念が入って、街に被害が及ぶことがあるかもしれない。

			　だって、夫はとても優しいから、私が倒れたなんて知ったらって思うのよ。

			「ちぃ姉さま、大丈夫ですよ。ユキさんが、そんな危険なことをするわけないですから」

			「そうじゃのう。あのユキが街を放り出して、セラリアのところに来るほどの前後不覚はとるまいよ」

			　エルジュとデリーユがそう言う。

			　エルジュは病院の院長を務めているので当然なのだが、デリーユ、というか他の妊娠メンバーも病院に集まっている。

			「ま、それはデリーユの言う通りなんだけど……って、なんで皆も来てるのよ」

			　私は集まっている妊娠メンバーに疑問を投げかけた。

			「私も院長の片割れですから」

			　ルルアの説明は納得だ。

			　エクストラヒールの使い手だし、地球の医学も学んでいるので心強い。

			　でも、お腹が大きくて私と同じ臨月よ。

			「私は、普通にセラリアが出産するなら今後の参考にしようかと」

			「私もそうですねー」

			　と、エリスとラッツ。

			　あー、まあ初めてのことだから不安よね。

			　私も、なんちゃって女神とリリーシュ様から安産ってスキルをもらってるけど、さすがに不安だもの。

			「私も妊娠している身ですが、主の正妻の奥様を放っておくわけにはまいりません」

			　と、生真面目な返答はキルエ。

			　メイドとしてはいい回答だが、貴方もお腹の中にユキの子がいるんだから自重しなさい。

			「で、おばあさま、どうなのかしら？」

			　そして、軽いヒールぐらいしか使えないのだが、産婆としての経験があり、本人も出産経験が３回もある猛者の、あのおばあさま。

			「ミリーちゃんに言った通り、今日明日だと思うよ。今日明日は、大事をとってここに泊まりな。まったく、セラリアちゃんは、一応、ウィードの女王様なんだよ。普通なら一個室じゃなくて、もっとね……」

			「いいのよ。一々そんな場所を作るだけで費用の無駄だわ。この個室で十分よ。でも、本当に今日明日で生まれるのね」

			「ああ。私の見立てが正しければだがね」

			「おばあさまの見立てなら信用できるわ。お腹の子のこともあるし、今日明日は素振りはやめておきましょう」

			　あーあ、素振りしないと落ち着かないんだけどね。

			「……ちぃ姉さま。こっそりやってたんですか？　お腹の子によくないからやめとくって言ってたのに」

			「仕方ないのよ。日課だったから、そんなに簡単にやめられるわけないわ。少しだけだし問題ないわ」

			「相変わらずじゃな、セラリアは」

			「デリーユに言われたくないわ。あなたもジェシカに稽古をつけてるじゃない」

			「……そ、それはドッペルを使っておるからのう」

			　デリーユがそう言って顔をギギギ……と横に向ける。

			　周りにいたエルジュ、ルルア、キルエが怒りの形相で立っていた。

			「どういうことですか、デリーユさん？」

			「お腹の子のことを考慮してくださいとあれほど……」

			「ユキさまが、ひいては弟さまが悲しまれますよ」

			「すまなかった!!　だから、その目をやめてくれ!!」

			　デリーユは必死に３人に謝る。

			　やっぱり、誰にも言わないでジェシカの訓練をしてたのね。

			「と、話がずれていますが、ユキさんが不覚を取って街に被害が出るとは思えません」

			「そうですねー。お兄さんなら、セラリアのために一気に敵軍を撃破して戻ってきたり？」

			「ラッツの言うようにユキなら可能でしょうけど、今の方針じゃ目立つわけにはいかないから、普通に防衛戦をするしかないのよ」

			「分かっていますが、お兄さんなら、なにか他の方法でばれないように敵軍をなんとかしちゃったりしても不思議じゃないですけどね」

			「……あり得そうで怖いわ」

			　あの夫は、地球の知識を生かして戦うのが凄すごく得意だ。

			　私も、日本語をスキルで習得してから、孫子や六りく韜とう三さん略りやくなどの有名な戦術書を読んでいるが、正直に言ってトンデモないとしか言いようがない。

			　発想がまったく違うし、そもそも地球はこの世界と違って魔力がない。その過酷な世界で戦をしてきた蓄積、技術――悔しいが、それはこの世界と比べるべくもない。

			　そして、夫はその知識を使って、戦いがなるべく起こらないように手を回すのが得意だ。

			　全軍を落とし穴にはめたりとかね。

			「……落とし穴？」

			　なにか引っかかった。

			「どうしましたか、セラリア？　具合でも？」

			　エリスが私のつぶやきを不思議に思って顔を覗き込んでくる。

			「いえ、具合は悪くないわ。ただ、夫のことが心配になっただけよ」

			「やっぱり、ユキさんに来てもらった方がいいのでは？」

			「ふふっ、大丈夫よ。そこまで心細くはないわ。みんながいるから」

			　そう言って、みんなで微ほほ笑えみ合う。

			　うん、ロシュールにいれば、こんな光景はなかったでしょうね。

			　ユキを中心に色々な人が集まって、こんなふうに笑い合う。

			　それも、全員彼の奥さん。私を含めて。

			　でも、少しだけタイミングが悪いわね。

			　エナーリア聖国だったかしら？

			　私が産後、落ち着いたら、お礼をしないとね。

			　まったく、子供が産まれる時は夫に傍そばにいて欲しかったのだけど、この争いの絶えない時代だし、こうやって安全に子供が生める環境が整っているだけでも幸せなのでしょうね。

			　そんなふうに雑談をしていると、廊下を駆ける足音がしてきて病室の扉が勢いよく開かれた。

			「セラリア!!　大丈夫か!!」

			　夫がそう言って、病室に飛び込んできたのだ。

			　ドッペルの体に……珍しい鎧よろい姿で。

			　あら、結構いい感じ？

			「って、そうじゃないわ!!　あなた、戦場はいったいどうしたの!!　まさか、放り出してきたなんて……」

			　ユキが私のために街の防衛を放ほう棄きしたのかと思ったが、その後、ユキに続いて新大陸に行っているメンバーもドッペルの体で飛び込んできた。

			「ユキさん、その鎧よろい姿じゃまずいって!!」

			「ここは病院ですから、静かにしないと……」

			「……というか、指輪で移動してきた私たちより早い」

			　獣人３人組がそう言って、ユキを部屋の外へ引きずりだそうとする。

			「……ユキさん、凄すごすぎです」

			「……私たちが、はぁ、追いつけないって、ユキの力は……」

			　リーア、ジェシカの２人は庁舎から走ってきたユキを追いかけたのだろうか、可哀想かわいそうに。

			　ユキが全力を出して、追いつけるわけないじゃない。

			「セラリアお姉ちゃん!!　大丈夫ですか!!」

			「セラリア姉様!!　赤ちゃんは!!」

			「はいはい、２人とも落ち着きましょうね」

			「そうですよ。ここは病院なのですから」

			　アスリンとフィーリアは、そうやってラビリスとシェーラに窘たしなめられている。

			　しかし、ドッペル姿でも、この２人は可愛かわいいわね。

			「はいはい、お兄さん。セラリアは大丈夫です。ですから、そのドッペルは戦場に戻してきて、自分の体で来てくださいな。無論他の皆も」

			「「「あ」」」

			　ラッツのひと言で、皆はドッペルでこっちに戻ってきているというミスに気が付いたみたい。

			　これは、結構……まずいのではないかしら？

			　でも、さすがに土がついたドッペルの体で話を聞くのは許容できない。ユキに教わって、衛生に関する知識を知ってしまったから。

			　だから、とりあえずドッペルを新大陸に帰して、自分たちの体で戻ってきた夫たちに話を聞くこととなった。

			　

			　ｓｉｄｅ　ルルア

			　ああっ、旦那様の鎧姿とか!!

			　素敵すぎます!!

			　今度は、その姿で押し倒して欲しいものです!!

			　っは!?

			　違う違う、まずはベータンの街の防衛戦がどうなったかを聞かないと。

			　まさか、旦那様がセラリア様おひとりの出産のために、街を見捨てたなんてことは……。

			「ああ、敵軍はダンジョンを足元に作って、自然崩落のように見せかけて封じたぞ。ほれ」

			　そう言って、旦那様が新しいダンジョンの管理画面を開きます。

			　私たち待機組も慌てて、新しいダンジョンの管理画面を開きました。

			「……これは、私たちで考案した大軍用ダンジョンじゃない」

			「……おおう。なるほど、実験にはちょうどいいですね。……相手は可哀想かわいそうですが」

			　セラリアの言う通り、これは私たち全員で考案した、大軍を相手にするためのダンジョンです。

			　使う機会がなかったのですが……ラッツの言う通り、そう言う意味ではちょうどいいのですが……本当に可哀想ですね。

			「あなた。私のために作戦を変更したの？」

			「無論。他の皆でも変わらんが」

			　即答です。

			　ああ、やっぱり旦那様は素敵です。

			　これでは、怒るに怒れないじゃないですか。

			　失敗はしていないですし……非の打ちどころがありません。

			「……これじゃ、怒れないじゃない。はぁ……ありがとう、あなた。駆け付けてくれて嬉しいわ。……本当に」

			「遅れてごめんな。さすがに、様子見する時間を短縮するわけにはいかなかった」

			　そう言って、２人が抱き合います。

			　うむむ、うらやましいです。

			　あー、私も旦那様にぎゅーってされたいです。

			　ですが、今はセラリアに譲るべき場面……。

			　皆ものんびり見つめていますし、私もダンジョンの監視でもしながら、近くにあるリンゴでも齧かじりますかね。

			　でも、あと３分したら引きはがします。

			　そんなことを考えながら、テーブルにあるリンゴに手を伸ばし……。

			「うぐっ!?」

			　お腹が、いや、これはお腹の子が動いてる!?

			　今までにないぐらい……痛い!!

			「ううっ……」

			「って、ルルア、どうした!?」

			　セラリアとの抱擁をいつの間にか終えた旦那様が、私の異変に気が付いたのか、すぐに駆け寄って体を支えてくれます。

			　でも、そんなことに喜んでいる余裕はありませんでした。

			　だって……。

			「う、生まれそうです」

			「「「はいぃぃぃ!?」」」

			　皆の驚きの声に、反応を返す余裕もありません。

			　お腹が……。

			「はあっ!!　はあっ……つっ!!」

			「おい、ルルア!?　い、医者!!　病院!!　連れて行かなきゃ!!」

			「いや、ユキさん、ここが病院だから落ち着いて!!」

			「おばあさま!!」

			「分かっておるわ。まず落ち着きんさい。ルルアちゃんを分娩室に、ほら、ユキちゃん。しゃんとしんさい!!」

			「あ、はい。ルルア、動かすからな」

			　こうして私は優しく旦那様に抱えられるのでした。
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			落とし穴35掘　魔物会議？

			　

			　ｓｉｄｅ　スティーブ

			　ユキの大将が、現場を魔物幹部に任せて帰った後。

			　エナーリアの軍勢が侵入したダンジョンでは、熾烈な戦いが繰り広げられていた。

			　ダンジョンの最下層にある会議室には、幹部と呼ばれる、ウィードでも最高戦力の魔物たちが揃っていた。

			　最弱と言われるゴブリンの中にあって、ドラゴンすら倒せるおいらことスティーブと、同じゴブリン隊の副隊長を務めるブリット。

			　やはり最弱と言われるスライムの中にあって、魔王ですら封殺したスラきちさん。

			　野菜ばっか食ってるオーク、農園のジョン。

			　普段は学校で子供たちの遊び相手をしている最強のミノタウロス、ブラッドミノタウロスのミノちゃん。

			　これぞ、ウィードが誇ほこる魔物四天王っす。

			　いや、今思いついたっスけどね。

			　あっ、無論ブリットは除外っす。

			　で、おいらたちは、今、極度の緊張感に包まれている。

			　お互いの顔を窺うかがい、静かにテーブルの上を真剣に見つめている。

			　パラッ。

			「６」

			　パラッ。

			「７」

			　パラッ。

			「８」

			　パラッ。

			「９」

			　そこでスラきちさんの手（？）が止まった。

			「スティーブ、ダウト」

			　置かれたカードが表へとめくられた。

			　そこには、12の数字が書かれている。

			「ぎゃ――!?　なんでばれたっすか!?」

			　おいらの目の前に、溜まりに溜まった山が寄せられた。

			　ダウトというゲームはトランプの遊び方の１つで……って、一々説明するのもあれっすね。

			　ぐぐってっす。

			　つか、知らない人の方が少ないんじゃないんすかね？

			「いや、なんとなく」

			「……本当っすか？　その軟体のボディを使って不正してないっすよね？」

			「わざわざこんなことで不正するかよ。とりあえず、俺はこれで上がり」

			　そんな雑談をしながらスラきちさんは、トップで手札をすっからかんにした。

			「さてー、これをもらうか」

			　そう言ってスラきちさんがお菓子をつまむ。

			　トップ上がりの権限で、一番最初に好きなお菓子を選べるのだ。

			　無論、集められたお菓子は、おいらたちの実費でウィードの商店で購入したものだ。

			「あー、それ、とっちゃうすかー」

			「んー？　ああ、これって屋台の所のたい焼きか？」

			「そうそう。おいらが頑張って並んだっす。とりあえず、黒あん、白あん、カスタード、チョコだっけかな？　それぞれ入ってるっすよ」

			「……見た目で分からんな」

			「……そうっすね。まあ、適当に選んでみるっすよ。と、おいらもこれで上がり」

			　そんな話をしつつ、なんとおいらは３位で上がることに成功した。

			　結果は、１位スラきちさん、２位ミノちゃん、３位おいら、４位ジョン、５位ブリット。

			「あーあー、運がないな。隊長が大量にカードを集めたのに」

			「時の運ってやつだべよ」

			　結局、スラきちさんがどのたい焼きを取るか悩んでるうちに順位が決まったので、ついでにたい焼きでロシアンルーレットをやろうということになった。

			　当然、一番上がりのスラきちさんが、最初にたい焼きを選べる権利を持つ。

			「というか、これって一番最初が本当に有利か？」

			「さあ？　別に、本物のロシアンルーレットみたいに頭がパーンってなるわけじゃないし」

			「それもそうか。黒あんが良かったんだが、これも遊びだしな。これにする」

			「じゃ、おいらはこれで」

			「おらはこれ」

			「……きゅうり入りのたい焼きってないよな」

			「おっそろしいこと言わんで下さい、ジョン」

			　ジョンがとんでもないことを言いだすものだから、たい焼きを凝視してしまったっす。

			　たく、これだからベジタリアンオークはだめっすね。

			「お、黒あんか。運がいい」

			「そりゃよかったっすね。こっちはチョコっすね」

			「おらはカスタードだべ」

			「俺は白あんだな」

			「自分は黒あんですね」

			　皆自分のたい焼きの中身を報告しつつ、適度に炎の魔術を使って、簡単電子レンジ……は違うか――オーブンっすね――代わりに温めて食べるっす。

			　魔術って便利ですよね。

			「ん？　黒あんが２つあったのか？」

			「あー、そうみたいっすね。適当に頼んだから忘れてたっす。急いでたっすよ」

			「そういや、結構急な呼び出しだったしな」

			「よく、ウィードで買い物してる暇ひまがあったな」

			「いやー、偶然、ウィードの方に報告書関連で戻ってたっすよ」

			「ああ、なるほどな」

			　ザーギスにはコールで連絡を入れて後を任せてから、そのまま買い物をしてこっちに来たってわけっす。

			　理由を聞けば大事だったから、どうせおいらたちは貧乏くじの長期戦担当になると思ってたっすよ。

			「しかし、ようやくユキも父親ねー」

			「ま、大将が嬉しそうだから構わないっすけどね」

			「んだ。大将には、なるべく幸せになって欲しいべよ」

			「そうだな。神様からえらい仕事を押し付けられてるから、ちゃんとした大事な場所があるのはいいことだ。俺みたいな畑とかな」

			「……それはそれで、問題だと思いますけどね」

			　ブリット、もっと言ってやれ。そのベジタリアンの発想はおかしいと。

			「ま、大将のことは、今日明日には報告が来るだろうよ。子供が生まれたーってな」

			「だべ」

			「というわけで、そろそろ誰から仮眠取るか決めね？　全員でダンジョンの監視する意味もないだろ？」

			「あー、そうっすね。大将がいなくなるから、慌てておいらたちを呼び寄せたみたいっすけど。全員が起きてる必要はないっすね」

			「むしろ、全員が体力消費するからよくないな。スラきちの言う通り、仮眠したい奴は先に寝ていいぞ？」

			　ジョンがそう言うが、全員特に寝たいとは言わずに無言の状態が続く。

			「「「ぶっ……」」」

			　そして、全員が噴き出した。

			「なんだ、結局、全員生まれた報告を待ちたいっすね？」

			「当たり前だ。仕事場にいるからこそ、こういう祝い話はすぐ聞きたい」

			「んだ。嬉しいことは、みんなで分かち合うもんだべ。寝てたら勿体ないべ」

			「じゃ、ゲームでもして待ちますかね。トランプ続けるか？」

			「いやー、さすがに飽きましたし、人生ゲームでもどうですか？」

			「だなー。テレビもあるし、適当になにか流しながら時間潰すか」

			　そうやって、各々がのんびりと遊ぶ準備を始める。

			　さてさて、まだまだ夜は長いっすよ。

			　というか徹夜は覚悟っすね。

			「ハードがありますし、も○鉄とかします？」

			「「「アレはリアルファイトになるからやめとけ」」」

			　ブリットの意見をぶった切る。

			「……やったんですね。リアルファイト」

			「あん時はスティーブが悪い。結託して、俺に貧○神をつけるから」

			「おいらは悪くないっす。それが戦場ということっす!!」

			「ああ、この人たちにあの手のゲームはダメなのか……」

			　いや、ブリット、このオークが空気読めないだけっすよ？

		

	
		
			　

			第２１０掘　騒ぐ人たち

			　

			　ｓｉｄｅ　ウィード在住の一般人　スーパーラッツ２号店副店長

			　今日も朝から普通に働いていた。

			　時間はもうすぐ閉店と言ったところ。

			「うーん、今日ももうすぐ店じまいだ。皆、頑張ってくれ」

			「「「はーい」」」

			　そんなふうに、お店にいる店員に声をかけていく。

			　自分自身は店内の様子を見て、足りない商品を確認してはメモ帳に書き込んでいく。

			　店が閉まってからスーパーラッツの事務所へ報告し、明日には品物を届けてもらうためだ。

			　そろそろウィードができて１年そこそこ。

			　また、そろそろ年末のような騒ぎがあるかもしれない。

			　あの時は代表のラッツさんが、祭りだ、稼ぎ時だと言って、全店10％割引などを行ってかなり忙しかった。

			　結果、その割引分を引いても大黒字となるほどの売り上げを記録した。

			　まあ、働いている私たちはとてつもなく忙しかったが、ボーナスをもらえたので良しとしよう。

			　そんな感じで、今日も１日が終わろうとしていた時、お客さんが飛び込んできた。

			　これもよくある話だ。

			　時間ぎりぎりに来て、閉店時間を過ぎても居座る客。

			　非常に迷惑なので、ラッツ代表にも直々に追い出すよう言われている。

			　ルールは守るべきであり、お客様も当然それに含まれる。商売は、ただお客様を優先すればいいだけの話ではないと。

			「時間内に帰るんなら、問題ないんだがな」

			　そう思って、飛び込んできた客を確認するために入り口付近を覗いて見た。

			「すまぬが、セラリアが好きなものを持ってきてくれ!!　急ぎでだ!!　金ならある!!」

			「は？　あ、あの……どちら様で？」

			　そこには店員に詰め寄る貴族のご老人……って、あれはロシュールの王様じゃないか!?

			　私は、数か月前の魔王大征せい伐ばつ出陣式を見学していたので、ロシュール王の顔を遠目ではあるが見ている。今詰め寄られてる店員は、その日、軍への物資供給で仕事に出ていたので知らないはずだ。

			　それにしても、いったい何があったのだろうか？

			　とにかく、あの店員では荷が重いので私が代わるべきだろう。

			「君、品出しを頼む。そのお客様の対応は私がするから」

			「あっ、副店長。ありがとうございます」

			　そう言って、店員と入れ替わりロシュール王と対面する。

			　……あれ？　早まった？

			　さすがに、ここまで身分の高い方と話した経験は……セラリア様とならあるけど、よその王様だしな……。

			「……と、慌てていた。済まぬ。わしはロシュール６世である。今日、娘のセラリアが産気付いたと聞いて慌てて来たのだが、何も見舞いの品をもっておらぬのだ。何か見繕つくろってくれぬか？」

			「セ、セラリア様が、ご出産ですか!?」

			「ぬ？　知らぬのか？　庁舎からラジオ放送を流すとか言っておったが？」

			　私が王様の発言に驚いていると、ちょうど庁舎からのラジオ放送がウィード全体へ響いた。

			「お、今からか」

			　王様に続き、店内のお客も店員たちも静かになった。

			『こんばんは。ウィード公共放送です。夜遅くにごめんなさい。臨時放送です』

			　臨時放送と聞いて、事情を知らないお客や店員は少し緊張した面持ちになる。

			　ウィードのラジオ放送は毎日行われていて、街のいたる所で聞くことができる。常にウィードの情報や隣国の情報を発信しているが、そこでも臨時放送は緊急の事態に流される放送だと、１日１回は伝えられている。

			　だから、臨時放送と聞いて住民が緊張しないわけがない。

			　なにせ今回が初めてのことだからだ。

			『臨時放送です。落ち着いて聞いてください。本日午後に、セラリア様が病院に緊急搬送された模様です』

			　ザワッ……。

			　その言葉でウィード全体が揺れたような気がした。

			『落ち着いて聞いてください。情報によりますと、セラリア様のご出産のようです。それで、この臨時放送ですが、事前にセラリア様のご出産の話を伝えることによって、病院に関係のない人が押し寄せることないようにするためです』

			「なるほどな。こういう使い方をするのか」

			　王様が感心したように頷いている。

			『病院は、現在も通常通り営業しております。ですので、セラリア様へのご心配や関心は分かりますが、他の病人や病院に勤める人の邪魔になりますので、用のない方は病院へ集まらないでください。ラジオで経過報告を行いますので、どうかセラリア様や病院の方々にご迷惑をおかけしないよう、ご協力をお願いします』

			　なるほど、そういうことかといった感じで、放送を聞いていた人たちが頷いている。

			「というわけだ。何か見舞いに良い品はないか？　娘がここによく顔を出しているのは聞いておるからな」

			「なるほど。少々お待ちください」

			　王様の言う通り、この２号店は軍事施設から一番近いので、セラリア様も含めてよく軍の人たちがお昼の弁当や軽食を買いにくるのだ。

			　最近はご懐妊されたこともあって顔をあまり出さなくなったが、それでもたまにこの店に訪れてはお菓子の材料などを買っていかれる。

			　この前は、確か、クッキーを作るとかなんとか言っていた。

			　なら、色々なクッキーをもっていけば喜ばれるのではないか？

			　合わせて紅茶などもいいのでは？

			　本来、お茶はセラリア様が自分でいれられるようだが、病院ではさすがに無理だろう。

			　そんなことを考えながら、スーパーにある贈り物用の包装紙がまかれたクッキーと紅茶のセットをいくつか取り出した。

			　ウィードは現在、10以上の国とゲートでつながっており、観光客も山ほど来ている。

			　その関係で、スーパーラッツでもこういった贈り物商品を多数扱っているのだ。

			「お待たせしまし……た？」

			　色々見繕つくろって、ついでにスーパーラッツからのお祝いの品も合わせて王様へもって来たのだが……。

			「お父様!!　護ご衛えいもつけずにここまで来るとは何事ですか!!」

			「あ、アーリア、落ち着け。ここは婿殿のダンジョンだし、セラリアが出産って聞いて……」

			「それは、私も存じています!!　だから、準備をしていきましょうと言いましたよね!!　それなのに、部屋に迎えに上がったらいなくなってるし!!」

			　……さすがに私でも、それはまずいと分かる。

			　が、王様の気持ちも分かる。

			　自分は孫がいるわけではないが、嫁の出産の時には仕事場を飛び出して行ったものだ。

			「あ、あの、こちらが見繕ったものですが……」

			　とりあえず、アーリア様に怒られている王様を救うには、私が横から声をかけるしかない。

			「あら、これは失礼しました。どうもありがとう。代金を支払ってあげて」

			　首根っこを捕まれてすでに白目をむいている気がするが、王様は多分無事だろう。

			　とりあえず代金をいただいて、入り口まで見送る。

			「今日は、うちの王が失礼をいたしました」

			「いえ。とても素晴らしい王様だと思います。家族のためにそこまでなれるのは、素晴らしいことだと思います」

			「そう、ありがとう」

			　アーリア様は、とても優しい顔でお礼を言って去って行った。

			　右手で王様を引きずったまま。

			「……ある意味、セラリア様の姉君で間違いないな」

			　その後、仕事の続きをしようと店内の奥に戻ろうとすると、また自動ドアが開いて……。

			　ドドドドドド……!!

			　多くの人が入って来た。

			「な、なんだ!?」

			「副店長!?　先ほどの放送で、ウィードの住人が祝い準備で色々買いこみに来たようです!!」

			「そういうことか!?　でも、もうすぐ閉店だぞ。上と連絡してみないと……」

			「副店長、ラッツ代表から連絡が来ました!!　どうせ騒ぎになるだろうし、店にとってはプラスだから、今日は申し訳ないけど全店３時間延長で頑張ってくれ、とのことです!!」

			「よし!!　上からＯＫが出たなら構わん!!　皆、残業頑張るぞ!!　そして、俺たちも仕事が終わったらセラリア様の出産祝いをやるぞ!!」

			「「「お―――!!」」」

			　今日のウィードは、年末みたいに朝まで騒ぎっぱなしだろうな……。

			　そんなことを考えつつ、慌てて品出しに戻るのだった。

			　

			　ｓｉｄｅ　ラッツ

			「ふう、お疲れ様です。エリス」

			「そっちもお疲れ様。放送で病院に人が集まるのは阻そ止ししたけど、外はもうお祭り騒ぎね」

			「そりゃ、一応、ここの領主、女王様の出産ですからね。こんな日に時間通りに店じまいしたんじゃ、暴動が起こりますから」

			　私たちはお互い身重なくせに、ウィードで問題が起こらないよう対処したあと再び病院に戻ってきました。

			「もう、ルルアが産んじゃってたり？」

			「どうかしら？」

			　で、皆が待っている待合室に行くと、そこにはソファーで横になっているお兄さんがいました。

			「お兄さん、どうしたんですか？　って寝てる？」

			　お兄さんの顔を覗き込むと、安らかな寝息を立てています。

			　……うん。

			「襲っていいですか？」

			「ダメよ。ようやく寝かしたんだから」

			「ラビリスがやったんですか？」

			「そうよ。ユキが30秒おきにまだかって聞くから、さすがにうるさくてね。寝かせたわ、魔術で」

			「あー、なるほど。お兄さんにも欠点がありましたか」

			　私がそういってお兄さんを再び見ると、リーアとジェシカが枕とタオルをお兄さんに設置しています。

			「可愛かわいいんですよ。ユキさんがもう慌てて」

			「さすがにうるさくて寝かせましたが、そのままにしておくと風邪をひきそうですからね」

			　これは、お兄さんの代わりに、私たちは起きていないといけませんね。

			　いや、眠気なんて全然ありませんが。

			「お菓子とかもってきたのです!!」

			「みんな、たべよー!!」

			　色々準備をしてきたのか、そんなことを言いながらフィーリアとアスリンが待合室に入ってきます。

			　うん、これだけあればひと晩過ごすには十分でしょう。

			　祈ることしかできませんが、セラリア、ルルア、頑張ってください。

		

	
		
			　

			第２１１掘　大変な時間

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　私は生まれて初めての経験をしている。

			　幾度となく魔物退治をし戦場を駆け抜けたが、これまでにない恐怖を感じている。

			「うっ――!!　ううっ―――――!!」

			　今の声は自分から出ているものだ。

			　まさか、産む過程で痛さからこんな声を出すとは思わなかった。

			　戦いで腕や足を切ったり骨を折ったりもしたが、これはまったく別の痛みと恐怖だ。

			「ほれ、イキむんじゃ!!　ヒッ、ヒッ、フーッじゃ!!　お前の旦那さんの知識は確かじゃ!!　頑張れ!!」

			「ちぃ姉さま、頑張ってください!!　ルルア様も!!」

			　今、分娩室にはおばあさまを主導に、補佐のエルジュ、ミリー、カヤといった出産の手伝い経験がある人たちが集まっている。

			　本当に、夫の人材確保は素晴らしいわね……。

			　私は額に脂汗を浮かべながら、なんとか周りの皆の様子を見る。

			　分娩室のガラスを挟はさんだ向こう側では、妊娠メンバーたちがこちらの様子を見ているはずなのだが、そちらを見ている余裕はない。

			　自分が本当に夫の子を産めるのかという恐怖。

			　いまだかつて経験したことのない痛み。

			　横のルルアも同じ気持ちなのだろうか。

			「うー!!　旦那さまぁぁぁあぁぁ!!」

			　ルルアの叫びに等しい声が聞こえる。

			「ルルア様、落ち着いてください。ユキさんは、ちゃんとこの病院に来られています。先ほども、ここまで連れて来てくれたでしょう」

			「はっい……。でも、うっー!!」

			　ルルアの方は、多少返事ができるぐらい余裕はあるみたい。

			　ルナ、リリーシュ様、これって本当に安産なのかしら!?

			「セラリアちゃん、意識をしっかりもって!!　ヒッ、ヒッ、フーッじゃ!!」

			「あ……分かってるわっ!!」

			　おばあさまから声をかけられて、自分の意識が飛びそうになってるいるのに気が付く。

			　まったく、出産がこんなに大変なんて。

			　でも、夫の子は絶対産んでみせる!!

			「ふっ、ふっ、っ――――!!」

			　……でも、しばらく２人目はいいわ。

			　もっと夫といちゃいちゃしてからね。

			　おばあさまってば本当に凄すごいわね。

			　……３人も産んだなんて。

			「その調子だよ。セラリアちゃん、子供の頭が見えて来たよ!!」

			　おばあさまに負けてられない。

			　……やってやろうじゃない!!

			　私だって、愛しい夫の子供を産んで見せるわよ!!

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　私は皆と一緒に、分娩室の様子を見守っています。

			　しかし、これは想像以上です。

			「セラリア様が、苦痛であんなに顔を歪ゆがめるとは……」

			「うーん。やっぱり出産って大変なんだね」

			　横では、リーアがセラリア様を見て、なんとも言えない表情で感想を言っています。

			　私も周りから見れば、多分リーアと同じような顔をしているのでしょう。

			　あの戦姫といわれたセラリア様が、あそこまで痛みに顔を歪ゆがめているのは初めて見ます。

			　それほど、出産とは困難なものなのでしょう。

			「……うーん。ぼ、僕は当分、子供はいいかな？」

			「リエル……」

			「仕方ないじゃない!!　だって、セラリアとルルアの顔みてよ!!　よほどだよ!?」

			　２人の出産を見て、リエルはちょっと引き気味です。

			　トーリがそんなリエルを非難しているが、無理もないと私は思います。

			「キルエはあまり動じていませんね」

			「無論でございます。ラッツさんも、それは同じでは？」

			「そりゃ、お兄さんの子供ですからね。愛の結晶ですよ？　あれぐらいへっちゃらです」

			「その通りでございます」

			「……ふ、２人ともたくましいですね」

			　妊娠しているはずのラッツとキルエは、分娩室から目を離さずに淡々と話しています。

			　シェーラ様の言う通り、２人の反応は並大抵ではないと思います。

			　そして、残りの妊娠組はといいますと……。

			「ほらー、大丈夫ですよ。ね？」

			「怖いのじゃ……。出産があそこまで辛いものだとはしらなんだ。母上は、ああやって妾わらわを産んでくれたのか……」

			「デリーユも、もうすぐ産むんですよ？」

			「ひぃぃぃ!!　ユキとの子じゃが、でも……」

			「はぁ、なんで魔王がこんなに怯おびえてるんですか」

			「仕方ないのじゃ!!　妾だって、怖いものぐらいあるわ!!」
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			　……なんでしょうか。

			　ウィードに来てから、本当に私の中の常識が崩れ去っています。

			　魔王があんなに弱々しくなっている姿を見ることがあろうとは……。

			　いや、勇者も私の隣にいるのですが。

			　ちなみに、アスリン、フィーリアは寝てしまったらしく、ユキと一緒に横になっています。

			　……くっ、うらやましくなんてありませんよ。

			「ねえ。ジェシカ」

			「っは。どうかしましたか、リーア!?　産まれましたか!?」

			「いや、まだだけど。出産って、結構、時間がかかるんだね。もうかれこれ１時間は経ってるよ」

			　リーアが時計を指さします。

			　確かにセラリア様、ルルア様が分娩室に入ってから、すでに１時間が経過しています。

			「そのようですね。しかし、待つ方もこれほど焦れるとは思いませんでした」

			　１分１秒がこんなに長く感じるとは露にも思いませんでした。

			「だねー。でも、ちゃんと見届けよう」

			「ええ」

			　私とリーアは、セラリア様とルルア様の出産を見届けるために視線を向けます。

			　ユキは眠らせて正解ですね。

			　起きていたら、今頃騒ぎまわっているのが目に見えるようです。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「うーん。セラリアぁ……。ルルアぁ……」

			「お兄ちゃん、暖かい」

			「兄様ー」

			「ふふ、これなら起きたとしても、２人がいるから騒ぐようなことはないわね」

		

	
		
			　

			第２１２掘　桜

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			「あぅー。あー」

			　小さな命が私の中で息づいてる。

			　私はベッドに横になりながら、その命を抱いている。

			　そう、この子は私と夫、ユキの子。

			　この子が産まれた瞬間、今までの苦痛が嘘のように消えた。

			　生まれた子の産声を聞いて、嬉しさでいっぱいになった。

			　きっと、お母様もこんな気持ちだったのだろう。

			　具合が悪くても、私の相手をしてくれた２人の母。

			　私も、この子のためなら命なんて惜しくないと思う。

			「生まれてきてくれて、ありがとう」

			「あー、あー」

			　まだ目も開いていない新生児。

			　夫は外気に触れさせるのを非常に心配していたが、この世界では、地球の日本みたいに新生児を丁寧に保護したりしない。

			　ま、大事な子供だから、何かあったら回復魔術などで絶対守るけどね。

			　細菌やウィルスなどの知識も得たから、その方向の病気でも治せる。

			　というか、そんな事態になれば、夫が全力をもってこの子の命を救うだろう。

			「ふぁー、かわいいのです」

			「アスリンお姉ちゃんですよー」

			「まだ目も開いてないから分からないわよ」

			　私の周りには、新しい命の誕生を祝ってくれる頼もしい仲間がいた。

			「ルルアの子もかわいいねー」

			「こら、リエル、突っつかないの」

			「ふぉー、凄すごくかわいいのう!!」

			　隣のベッドでは、私と同じようにルルアとその子の周りに皆が集まって微ほほ笑えんでいる。

			　そんなふうに皆で生まれた子を見ていると、開いてた窓から風が吹き込んできた。

			「あ」

			　誰かがそんな声を上げる。

			　他の皆も続いて声を上げようとしたが、すぐにストップした。

			　だって、目の前には桜吹雪が舞っていたのだから。

			　夫の、ユキの、鳥とり野の和かず也やの世界、日本の象徴と言ってもいい桜。

			　彼が遠く異世界に来てなお、この景色を見たいのだと言っていた意味がようやく分かった。

			　春にしか咲かず、１週間ほどで散ってしまう、桜。

			　長期間の鑑賞に向かない植物になぜそこまでこだわるのか、私は分からなかった。

			　眼前に広がるこの光景こそ、答えだった。

			　たとえ、わずかな間であっても咲き誇ほこり、魅せ、散り、また次に咲くまで待つ。

			　このあり方は、人ではないか。

			　一生懸命に生きて咲き、散って次代に託す。そして、次代も同じように花を咲かせ、さらに次へと繋いでいく。

			　和也はこれを、桜を毎年見て生きてきたのだろう。

			　春に綺き麗れいな花を咲かせ、その花びらを吹雪と散らし、夏には緑の葉をつけ、秋には枯れ、冬には葉を完全に散らす。

			　そして、春には再び花を咲かせる。

			　私がそんな考えに耽っていると、腕の中の子が両手を空中に向けて伸ばしだした。

			「きゃっ、きゃっ!!」

			「あらら、どうしたの？」

			　まだ目も開いていないのになんだろうと思って子供の両手をよく見ると、桜の花びらを握っていた。ほのかに優しい魔力が宿っている。

			「これは……精霊？」

			　私は子供の手に宿る淡い桜色の魔力を注視した。

			　明らかに質の違う魔力。

			「ええ、セラリアの言う通りですね。でも、これは……初めて見る精霊ですね。っと、皆さんは見えませんね。ちょっと失礼」

			　傍そばにいたエルフのエリスがそう言って、覗き込んできた。

			　エルフは自然と調和を保って生きて来たので、自然の結晶ともいうべき精霊を見ることができるという。

			　精霊といっても、彼らはこの世界へ干かん渉しようする能力が極めて低く、多少魔術の性能が上がったり、魔力量が底上げされたりするといった程度なのだけれど。

			　もっとも、エルフはその精霊と対話などを通じてコミュニケーションが図れるので、その分、魔術への適正が高い者が多いのだ。

			　エリスが自身の魔力を拡散して、私たちを自分の魔力で覆おおった。

			　すると、薄っすらと見えていた桜色の魔力が小さな人の形になっていく。

			「あらー。その視線、私が見えてはります？」

			　私の子供をあやすように飛んでいた精霊が、私たちの視線に気が付いて空中で止まった。

			　服装は、確か、着物――夫のいた日本で昔、着られていた服のはず。

			　見事な細工と模様が施ほどこされた一品だ。

			「え、ええ。あなたは桜の精霊かしら？」

			「そうどす。と言っても、精霊というこちらの〝ふぁんたじー〟とは、また方向性がまちがってありんすが。まったく、鳥野はんも色々苦労してはりますなぁ。でも、こんなにかわいい子を授かっておりますから、一概に苦労とはいえまへんな」

			　え？

			　今、夫のことを、ユキのことを鳥野って言った？

			「あ、あなた。なぜユキの本名を知ってるの？」

			「おや？　それは簡単どすぇ。あちきも日本から来た神霊どす。と、挨拶が遅れて申し訳ありませんどすな。私の名前は、コノハナサクヤヒメと申しんす。もっとも、遠く異世界どすから、本体ではなく、現うつし身みの中でも最弱どすが。と、話がそれんしたな。鳥野はんというか、日の本の子はみんな知ってはりますよ。みな我が子でありんす」

			　日本から来た？

			「ルナはんにも困ったもんや。我が子たちを、ほいほいよそへ連れていかれるのは事情が事情でありんすから、やむなしかもしれんすけど。鳥野はんを連れていくのは、ちょっとした賭けどしたな」

			「うるさいわよ」

			　いつの間にかルナが現れて、桜の精霊を睨にらんでいた。

			「おお、怖い怖い。さて、あちきはご覧の通り害はありんせん。そろそろ、出番かと思って出てきたでありんす」

			「出番？」

			「そうどす。この子とあちらの子の名を……」

			　私の子と、ルルアの子を見て桜の精霊がそう呟つぶやく。

			　その呟つぶやきに、私とルルアは反射的に口が動いていた。

			「さくら」

			「すみれ」

			　桜、そう、この季節に生まれたのだから、この名前が相応しいと思った。

			「桜に菫すみれ。日の本の象徴ともいうべき言葉を名前にするとは剛ごう毅きどすな。いや、この異世界だからこそ、というわけでありんすな？」

			「ええ」

			「確かに聞き届けんした。桜、花言葉は精神の美、優れた教育。菫、花言葉は……と、ルルアはんは髪が青いから青い菫の花言葉でありんすな。用心深さ、愛情。……さあ、遠くは異世界に生まれた、新しい日の本の我が子らにささやかな祝福を」

			　精霊がそう言うと、再び風が窓から桜の花びらを乗せて入ってきた。

			　子供たちが嬉しそうに両手を上げて、花びらを捕まえようとする。

			「さあ、あちきのできることはここまで。あとは、ご両親や周りの人ら次第どす。ま、ちょくちょく顔を見に来るつもりではありんすが、それでも、また１年後どす」

			　精霊の姿がぼやけてくる。

			　魔力も薄くなって、もうすぐいなくなることが分かった。

			「……ルナはん。今回は見逃しておくでありんす。鳥野はんも嬉しそうやから、あの子らには黙っておくでありんす」

			「間違っても言うんじゃないわよ!!　ていうか、その話しかた色々混ざってて、間違ってるわよ？」

			「それもルナはんのせいでありんす。ここまで来れた魂の欠片の情報量が少なくて、色々混ざったでありんす。まったく、本当に面倒なルナはんですなぁ」

			「やっかましいわ!!」

			　ルナがそう怒鳴ると、薄かった魔力が拡散して消えてしまった。

			「まったく。アレを呼んだら、私の後始末がトンデモないはめになるわ。ユキも、それを承知でアレを無視してるぐらいなんだから……」

			　アレってなにかしら？

			　もしかして夫の友達？

			　でも、呼ぶってどういうことかしら？

			　私がそんなことを考えていると、廊下からこの部屋へと走ってくる音が聞こえてきて、ドアが開いた。

			「セラリア!!　ルルア!!　子供の名前、色々考えたぞ!!　皆で決めよう!!」

			　夫が紙の束をもって入ってくる。

			「「「あ」」」

			　皆の視線が私たちに集まった。

			「あの……」

			「その……旦那さま、申し訳ないのですが……」

			「ん？　そっちでも考えてたのか？　それも一緒に……」

			　夫はすかさずペンを取り出して、書き留めようとする。

			　ごめんなさい。

			　だって……。

			「「もう、名前つけちゃった」」

			　私とルルアのダブルテヘペロ。

			　うん、許してくれるわよね。

			　そして、風が再び桜吹雪と共に入ってきて、夫の持つ紙束を攫さらっていく。

			『相変わらず、損な役どころでありんすなぁ。ま、鳥野はんらしいわ。でも、せっかく決まった綺き麗れいな名前に横やり入れられてもつまらんどすから、これは貰っていくでありんす』

			　どこからか、そんな声が聞こえてくる。

			「ああっ―――!?　俺の徹夜の結晶がぁぁぁ―――!!」

			　夫が窓から遠のいていく紙束を見つめている。

			　その視線の先で舞い踊る桜。

			「サクラ、生まれてきてくれてありがとう」

			「あうー」

			　この子の未来のためにも、もっと頑張らないとね。

		

	
		
			　

			第２１３掘　事情聴取

			　

			　ｓｉｄｅ　スティーブ

			　世間が、大将とセラリア姐さん、ルルア姐さんの子供の誕生でお祝いモードの中、おいらたち魔物軍の幹部は、よその大陸でダンジョン運営のお仕事をしております。

			　勤勉な魔物って珍しくね？

			　特にゴブリンとか。

			「で、えーと、名前なんだっけ？」

			「……ガードワールド」

			「ガードワールドね」

			　おいらは現在、捕縛した正体不明のちょい強力なデュラハンを尋問しているところだ。大将が慌てて、エナーリア軍との大戦をダンジョン任せにして撤退した時に、なぜか出てきたモンスターだ。

			　もう子供が生まれて５日だが、なんでここまで尋問が遅れたのかと言うと……。

			　１日目はエナーリア軍の監視……もとい、大将の子供の誕生を待とうという宴会を行い。

			　２日目は出産を祝う宴が……いや、エナーリア軍がダンジョン深部への本格的探索を開始したので警備強化。

			　３日目は宴会で２徹を重ね、モニターを見るだけの仕事に疲れて爆睡を……いや、エナーリア軍の監視をさらに強化した。

			　４日目、爆睡から起きて、そろそろ宴会用の食料品が乏しくなってきた……物資の補給のため、ウィードで買い出……補給を上層部に陳情して受け取る。

			　おいらたちはこのような激務の中、部下から捕らえたデュラハンが目を覚ましたと報告があったので、尋問を開始したというわけだ。

			　そう、大将が慌てて力加減を間違えた結果、５日近くデュラハンが昏倒することになったのが主な原因であって、おいらたちがさぼっていたわけではないっす。

			　ま、そんな経過がありまして、ようやくこの正体不明のデュラハンの調査に乗り出したわけっす。

			　ちなみに、約12万のエナーリア軍は、ダンジョンを順調に踏とう破はしているっす。

			　脱出できる希望を絶たないために、上への階段をわざと設けているので、自暴自棄にならず上をめざして探索しているっす。

			　実のところ、上に行くと逆においらたちがいる最深部に近づく構造になっているっすけどね。

			　そろそろ食料とかが不足しがちになるはずだから、侵攻速度が上がるはずっす。

			　そんなことを考えつつ、尋問して聞きだした内容を紙に書いていく。

			　このデュラハンは少し強いとはいえ、所しよ詮せん一般兵のゴブリンたちと変わらないレベル。

			　個体として強くても、装備や戦闘経験が違いすぎるから、まず間違いなくこのデュラハンが負けるだろう。

			　事実、意識を取り戻した際は暴れたのだが、看守役のゴブリンにあっさり鎮圧された。

			「で、なんで大将……人間を襲ったっすか？」

			「それは人間を倒し、滅ぼすためだ。お前たちとてダンジョンの魔物。分かるだろう？」

			「ん？　ダンジョンの魔物ってことは、そっちも？」

			「その通りだ。お前たちは知らないだろうが、私はこの地にあるダンジョンをまとめていたダンジョンマスターの代理だ。お前たちが独力でここまで強くなっているとは知らなかったが、好都合だ。あの人間たちは私にとどめを刺さずに逃げたみたいだが、それが仇あだとなったな。今こそ、このダンジョンの戦力をまとめ、我が物顔で地上を支配している人間を滅ぼす!!」

			　えーと、んー？

			　なにかずれてね？

			　おいらは書き留めていた手を止めて、なにがずれているのかを考える。

			「何を悩んでいる？　何をすればいいのか分からないのか？　そうだな、まずはこのダンジョンに来ている敵の軍勢を平らげ、一気にＤＰを稼ぎ、外へと侵攻するのだ!!　今こそ、亡き主の仇討の悲願を達成する時なのだ!!」

			「あー、いや、うちらの大将は死んでないっすよ。というか、アレを殺せる方法があるなら教えて欲しいっすね」

			「なに!?　主殿は生きていたのか!!」

			「いや、別人だから」

			　そう、なにか違うかなーと思ってたら、こんなデュラハン知らないし、おいらに対してここまでタメ口をきける奴はダンジョンにいない。

			　いや、ジョンとか部下は普通にタメ口だけど……ほら、なんとなく、分かるっすよ。

			「別人？　新しいダンジョンマスターが、神より遣わされたということか？」

			「あー、あっているというか、間違っているというか……」

			　確かに、ルナとかいう駄女神に呼ばれたらしいけど、なんか違う気がするっす。

			　ここの土地のためにダンジョンマスターが呼ばれたというのも、方向性が違うっすよね。

			　後始末を押し付けられたというか……。

			「そうか……新しいダンジョンマスターが……」

			　このデュラハンは今の話を聞く限り、前任のダンジョンマスターの腹心ってところっすか。

			　だとすれば、色々情報を集めるのに便利じゃね？

			　これは、おいらの中間管理職の待遇改善に使えるのでは？

			　んー。どうするにしろ、このままダンジョンに放逐してもエナーリア軍を壊滅させそうだし、外に放っても適当に暴れまわりそうだし、手元に置いとくべきっすね。

			「そちらの事情は分かったっす。前任者の部下だったっすか……苦労したんすね」

			「……ああ。情けないことに主を失ってしまった。それからしばらくこの大地に眠り、魔力が回復するまで待ったのだ」

			「なるほど。そして、おいらたちがここらへんにダンジョンを展開した時の魔力を受けて復活したっすね」

			「そうだろうな。時に、こちらも聞きたいことがあるがいいか？」

			「ん？　うちの大将と話したいなら、ちょいと立て込んでいて、あと数日は無理っすよ？」

			「ああ、そっちも願いたいが別のことだ。私は、いったい何年眠りについていたのだ？」

			　いや、しらねーっすよ。

			　そもそも、こっちの大陸じゃダンジョンって言葉が遺跡に変化してるっすから、かなーり時間が経ってると思うっすよ。

			「おいらたちもこっちに来たばかりで、そいう情報が全然足りてないっす。良ければ協力して欲しいっすけど、どうっすか？」

			「うむ。どちらにしろ、外の状況を知るにはそちらの協力が必要だ。新しいダンジョンマスターに助けてもらった恩もある。喜んで協力させてもらおう」

			　あー、あんたをぶっ飛ばしたのは、そのダンジョンマスターっすよ？

			「して、ダンジョンマスターが立て込んでいるとは、どういうことか聞いてもいいか？」

			「ああ、隠すことでもないっすからね。奥さんとの子供が産まれたっすよ」

			「おお!!　次代を担う子供を!!　それならダンジョンも安泰だな。先をよく考えておられる。だからか。今、侵攻してきてる敵軍を監視だけにとどめているのは」

			「そうっすよ」

			　まあ、子供にこんな厄やつ介かいな仕事を押し付ける気は、大将には全然ないっすけどね。

			「ならば、お礼代わりにダンジョンの人間どもを殲せん滅めつしてみせよう!!」

			　うん、予定が崩れるからやめて。

			「はい、座って座って。今は、ダンジョン内の人間を全滅に近い状態にするわけにはいかないっすよ」

			「どういうことだ？」

			「そっちにも事情があるように、おいらたちにも現在の事情があるっすよ」

			　立ち上がるガードワールド……長いからガードを椅子に座らせる。

			「ふむ。確かにそちらの事情もあるだろうが、敵がこのダンジョンに入っているのはまずいのではないか？」

			「そこら辺も含めて説明するっすよ。人間を滅ぼすとか言ってますけど、うちの大将はその人間が元っすから、人間をどうこうするつもりは今のところないっすよ。魔力枯こ渇かつを探っている今、変に現状の環境で魔力を拡散するのは色々問題があるっすよ」

			「それは、我が主と似ているな。魔力枯こ渇かつの件に対して魔力拡散を制限する理由は分かった。だが、人は信用ならん。それだけは言っておく。我が主は人に裏切られて亡くなったのだ。必要以上に内側に人をいれるのは、やめておくことをおすすめする」

			「そこら辺は、うちの大将は鉄壁と言っていいほどっすよ。というわけで、あと数日は待って欲しいっす。こっちの邪魔をしない限りは、不便はさせないっすよ」

			「……分かった。だが、ダンジョンにいる人間を迎げい撃げきする際には、私も参戦させて欲しい。せめて、助けてもらった恩は返したい」

			　義理堅い男っすね。

			　ま、嫌いじゃないっすよ。

			　おいらの部下に比べて好感が持てるっす。

			「了解したっす。そっちの実力も知りたいっすからね。その状況になれば手をかしてもらうっすよ」

			「任せてくれ。しかし、ゴブリンでありながら、私を凌りよう駕がするその力。よほど、戦上手なのだな。新しいダンジョンマスターは」

			　……いや、ルール違反というか、自分のダンジョンで自分の魔物相手に戦闘訓練をして実力を引き上げるとか、普通はしないっすからね。

			　で、おいらがそんなことを考えていると……。

			「お、ここにいたか、スティーブ。この５日間、悪かった……」

			　大将が久々に顔を出してきたっすけど……。

			「貴様!!　このダンジョンに侵入していたのか!!」

			「あ？」

			　おいらが制止する暇ひまもなく、ガードが拳を振り上げて大将に振り下ろす。

			　ズドン!!

			　そして、言わずもがな……デュラハンが壁に頭を突っ込んで動かなくなっていた。

			「で、こいつの事情聴取はどうだ？」

			「手加減してるっすよね？　このデュラハン、物凄すごく重要な情報もってるっすよ」

			「無論してる。が、重要な情報をもってるのか……このままプチッとして、妻と子供の傍そばにいたいなー。こいつの情報が妻たちに知られれば、俺もしばらく仕事漬けだろうし……」

			「まあ、頑張ってくださいっす。おいらたちも頑張ってるっすから」

			　おいらがそう言うと、さすがに重要性は分かっているので、大将があきらめたように肩を落とした。

			「はぁー……あ、そういえば名前決まったぞ。セラリアの娘がサクラ。ルルアの娘がスミレだ」

			「ほー、そりゃ雅な。おめでとうございます」

			「あと、任せきりですまないな。今日はこれで飲んでくれや」

			　そう言って、アイテムボックスから、高いお酒やつまみを出してくれた。

			「今日の監視は俺がするから。ま、色々さぼってたからな、仕事するついでだ、気にするな」

			　そう言って監視室へ向かっていく大将は、少し寂しい背中をしていたっす。

			「さて……、とりあえずガードを医務室に運んでからっすね……」

			　皆で飲む前に、再び昏倒したデュラハンことガードを介かい抱ほうしなければ。

			　次は、何日後に目が覚めるっすかね？

		

	
		
			　

			第２１４掘　忘れ去られそうな者たち

			　

			　ｓｉｄｅ　ホースト・アーネス　ベータンの街の領主

			　私の目の前には、かなりの規模で崩落を起こしたと思われる大きな穴が広がっていた。

			「本当なのですな……」

			「ですね……」

			　横では、エナーリア軍12万が崩落に巻き込まれたと報告を受けてこの地にやってきたミスト将軍が、私と同じように唖然としていた。

			「これでは、追い打ちをするのはかえって危険ですかな……」

			「そうでしょうね。ユキさんたちの報告では、かなりの数が運よく生き残ったそうですが、今見える敵の遺体はわずか数百程度。残りはあの遺跡に逃げ込んだのでしょう」

			　万を超える人数が入る遺跡に、私たちが連れてきた５０００程度で挑むのは無む謀ぼうだという同じ見解になった。

			　ゴブリンたちから報告を受けた当初は、ミスト様と連携をとって被害を受けたエナーリア軍を少しでも削ろうかと思っていたのだが……。

			「まさか、遺跡に逃げ込む決断をするとは……」

			「相手の魔剣使いの将軍も、馬鹿ではないようです。上から一方的に叩ける状態にはしてくれそうにありません。見てください、遺跡の入り口から敵の斥せつ候こうが顔を覗かせています」

			「これでは、降りるのも危険ですな」

			「降りている間にエナーリア軍が下で布陣するでしょう。多少は矢や火矢で削れるでしょうが……」

			「構えられては、効果は低いでしょうな」

			　現状、効果が低いどころか、こちらが手痛い被害を被る可能性が高い。

			　相手には魔剣使いもいるのだから。

			「さて、これからどういたしましょうか？」

			「そうですね。……とりあえず、監視の部隊を置いて、私たちは街に戻りましょう。敵がすぐに来るとは思えませんが、遺跡がどこかに繋がっている可能性もあります。ここで私たちが見張っている間に、違う場所から街を攻め落とされる可能性も否定できません」

			「確かに……」

			　ここだけが遺跡の出入り口とは限らない。

			　遺跡に逃げ込んだエナーリア軍が、ここからの脱出だけにこだわっていると思うのは、ちょっと都合がよすぎるだろう。

			　私でも、他に出入り口がないか探す。

			「ユキさんたちの報告では、崩落に巻き込まれなかった敵の補給部隊が撤退していますし、ほどなく敵の援軍も来るでしょう。……崩落に巻き込まれた敵に構いすぎて、後方を突かれるのは面白くありません。わざわざ敵が来ることを想定して、かなりの防壁をつくったのですから、それを使えないこのような野戦は避けるべきでしょう」

			「当然ですな……」

			　ミスト様の言う通りだ。

			　結局、このままでは手出しのしようがない。

			　かといって、ここにずっと構えているのもよくない。

			　補給もひと手間がかかり、下手すれば敵の援軍とも戦うはめになる。

			　それなら、私としてもベータンの街に構築した鉄条網の威力を見てみたいこともあるから、街で待ち構える方がいい。

			「そういえば、ユキさんたちはどうしましたか？　あの人たちの意見は、とても貴重なのですが……」

			「ユキ殿はこの場をわずかな手勢で防衛していましたので、今はテントに戻って休まれております。なので、急用でなければ起きられるのを待っていただきたい。かれこれ５日ほどこの地にとどまって、監視と登って来た兵士の排除をしておられましたので」

			「……そうですか。なら、ユキさんたちが起きるまでは、この場に待機しましょう」

			　ほう、ミスト様は、一応、あのユキ殿の上役であるはずですが、この態度を見る限りちゃんとユキ殿たちの能力を評価しているのですな。

			　戦に負けた相手に、こうも素直に信頼を置けるというのは珍しい。

			　器の大きな方ですな。

			「それにしても、エナーリア軍は遺跡の中でどんな行動をとっているのでしょうか……」

			「些細な情報でも欲しいところですな」

			　相手がどこまで遺跡を攻略しているかなどではなく、軍の損耗、補給物資の量といった状態を知るのは重要だ。

			　敵の状態をよく知り、そして自分の状態を比べ、作戦を決める。

			　当然のことだが、それを行える機会はほとんどない。

			　逆にそれができれば、戦いは制したも同然となる。

			　情報こそ、一番大事なのだ。

			「監視は兵に任せていったん陣に戻り、少し休みましょう」

			「ええ」

			　ミスト様がそう言って、陣へと戻っていく。

			　私も後を追うが、一度足を止めて振り返り、遺跡を見た。

			「あの中を監視できれば……。いや、そんな都合のいいことは考えず、現実的な方法を探すべきだな」

			　そう、領地の運営も、代々地道な努力をしてここまでにしてきたのだ。

			　ここ一番の戦いで、楽をしようとは思ってはいけない。

			　さあ、ユキ殿たちが起きるまでに体を休めておこう。

			　きっと、あの方なら悪い方向へ流れるような判断はしないはずだ。

			　

			　ｓｉｄｅ　エージル　エナーリア将軍　雷の魔剣使い

			　ガヤガヤ……、ガサガサ……。

			　んー。

			　なにかうるさいな。

			　気持ちよく寝てたってのに……。

			　僕は、快眠を邪魔されて、不快な気持ちで目を覚ました。

			「おーい！　水を運んでくれ!!」

			「分かった。どっちに運べばいい？」

			「食料管理用の……」

			　おや？

			　僕は兵士たちが行きかう、道を外れた草原で横になって寝ていたらしい。

			　よくよく周りを見回すと、兵士たちがたくさん行きかっている。

			　なにやら、宝箱を抱えたり、食料を抱えたり、傷だらけの兵士の姿も見える。

			「んー？　というか、ここどこ？」

			「なに寝ぼけてるの。ここはダンジョンの中でしょう」

			　お、後ろから知り合いの声がする。

			　僕は振り返らずに、そのまま後ろに倒れ込んだ。

			　ボフッと草がいい感じにクッションになって気持ちいい。

			「ああ、そういえばそうだった。この草って寝心地がいいから、ついウトウトしちゃってね」

			「まったく、少し周りを見てくるって行ったきり戻ってこないから、探してたのに」

			「いやー、ごめんごめん。でもさ、こんなにいい天気だしね」

			　そう言って、天井があるはずの上方を見上げる。

			　そこには天井はなく、澄み切った青い空と少しの雲、そして、僕たちを照らしている太陽がある。

			「……そうね。なんで地下のはずなのに空があって雲や太陽があるのかは甚はなはだ疑問だけど、いい天気なのは認めるわ」

			「と、ごめん。僕を捜さがしていたってことは、何か進展があったのかい？」

			「あ、そうだったわ。とりあえず、テントに来てくれる？」

			「いいよ」

			　昼寝してた僕が悪いんだし、さっと起きてプリズムについて行く。

			　しかし、初めてこの１階層に踏み込んだ時には全員で驚いたものだ。

			　いや、違うかな？

			　あの時は必死でスライムたちから撤退してたし、ひと呼吸置いて驚いたんだっけ？

			　というか、プリズムなんて外に出られたって勘違いしてたしね。

			　僕は歩きながら適当な小石を拾い、空へと投げる。

			　その小石は遥か上空へ……飛ばずに、６メートルほど上がると何かにぶつかり落下した。

			　そう、僕たちは紛れもなくダンジョンの中にいる。

			　この空は、どういう理屈か分からないが、天井がそう見えているだけなのだ。

			　まったく、楽しいね。

			　ダンジョンとはここまで面白いものだったなんて、研究者の血が騒ぐよ。

			　そんなことをしていると、すぐにテントについた。

			　さて、少しは真面目に頭を働かせるかね。

			「適当に座って」

			　プリズムはそう言って、テント内にあった椅子を適当に引っ張ってきて座る。

			　僕も近場の椅子に腰掛けた。

			「とりあえず。報告書ってわけにはいかないから、口頭での説明になるわ」

			「そりゃ、物資補給の目途が立ってないからね。当然だよ」

			　あれから、５日。

			　とりあえず敵の追撃はないようだけど、物資の約４分の１は崩落とスライムの捕食で喪失してしまった。

			　残りの食料は思ったよりはあったけど、それでも切り詰めて３週間ってところだ。

			　水についても、幸いなことにこの１階層には、なぜか綺き麗れいな水をたたえた湖があったので苦労していない。

			　しかし、なくなってからでは遅いので、すぐに食料探索のための部隊を派遣した。

			「食料の方はわずかだけど、この１階層に自生している果物や野草、湖の魚をとって足しにしてる。ただ……そう長くは持たないわね」

			「そりゃ、大人数だからね」

			「ええ、だから、探索隊を行かせている２階層に本隊を進軍させて、大規模な探索をしようと思うの。上への階段だし、下へ行くよりはいいと思うのだけれど、どうかしら？」

			　食料確保隊とは別の探索隊のおかげで、上下へ続く階段を発見している。

			　プリズムの言っていることは分かる。

			　このままじゃ、食料不足で軍は形を保っていられなくなる。

			　だから解決案として、本隊ごとダンジョンを移動して、食料確保と探索を一気に進める気なのだろう。

			「問題点は、１階層の警備が手薄になることだね」

			「そうね。そろそろ敵の追撃が来てもおかしくないわ。だから、そこは１階層に馬を残して、伝令役に使おうと思うの」

			「あー、なるほど。この草原だと馬の食糧は問題ないからね。逆に、上層の普通の岩穴のダンジョンだと馬は使いづらいよね」

			　そう、２階層のダンジョンは、洞穴のような地形がずーっと続いているのだ。

			　幸い、岩自体が発光しているのか、松たい明まつを使わなくて済むのは助かるんだけど。

			「２階層自体の探索は、それなりに進んでるんだっけ？」

			「ええ、上下ともに階段の先では次の階層への階段を発見して、その新しい階も先行して調べさせているわ」

			「ちょっと、急すぎないかい？」

			「そうね。でも、安全に１つの階を探索しているわけにはいかないのよ。外への出口が見つけられればいいのだから」

			「……僕たちの目的は、このダンジョンから外へ出ることだからね」

			「ええ、ダンジョンの探索が目的ではないわ」

			「はぁー……」

			　僕はプリズムと話して少しがっかりした。

			「どうしたの？」

			「いや、ダンジョンの研究は、いったん国へ戻ってからかなーって思ってね」

			「それは当然よ!!」

			　怒らないでくれよ。

			　仕方ないじゃないか、こんな凄すごいダンジョンから離れなければいけないなんて!!

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ねえ、あなた？」

			「ん、どうしたセラリア？」

			「いえ、私たちに構ってくれるのはいいのだけれど、仕事はどうしたのかしら？」

			「あー、スティーブたちに任せてるから大丈夫」

			　あれ？

			　なにか間違ったか？

			　セラリアがサクラを抱えたまま、片手で目を覆おおう。

			「まったく、こういうところで欠点を見つけるとは思わなかったわ」

			「はい？」

			「サクラにお父さんは働かない人だって説明させたくなかったら、仕事に行ってきなさい」

			「行ってきます!!」

			　子供に「お父さんはなんで働かないの？」なんて純真な目で聞かれたら、自殺してしまいそうだ。

			　俺はそんな悪夢を振り切るために、スティーブたちの下へ走り出す。

			「休みが必要な時には休もうとしないくせに、休みが必要でない時に休みたがるのってどうなのかしら？」

			「うー？」

			「サクラも、お父さんが働いている方がいいわよねー」

			「あー、あー」

			　くそ、だいたい世の中そんなもんだろう!!

			　忙しい時こそ休みたいんだよ!!

		

	
		
			　

			番外編　それでも変わらないものがある

			　

			　Ｓｉｄｅ　スティーブ

			「ぐがー、ぐがー……」

			「ぶごっ」

			　なんかうっせーなーと思って目を開けると……。

			「きゅうりの山が……ここは、天国か」

			　そんなたわごとを言っている、豚がいやがった。

			　おいらはその不細工面を見た瞬間に覚醒し、飛び起きた。

			「朝からジョンの顔を見て起床とか、嫌すぎるっす……」

			　あー、朝から本当に嫌なもん見た。

			　とりあえず、顔でも洗おうと思いソファーから立ち上がると、あることを思い出す。

			「……ああ、そういえば、おいらたちはベータン近くのダンジョンに出張中だったっすね」

			　見慣れない部屋の配置、そして、寝ている３匹の不細工な魔物ども。

			　おいらたち４人は、一応これでも重役だから、こんなふうに一堂に会して寝るということはめったにない。

			「そういえば、生まれたんだったっけ」

			　おいらはそう呟つぶやいて、昨日の惨事の後のテーブルを見る。

			　テーブルには、空になったビンやら缶やらが散乱している。

			　大将の子供が生まれたことを祝って、飲み明かした後だった。

			　そう、生まれたのだ。

			　大将とセラリア姐さん、ルルア姐さんの子供が。

			「慌てて帰った大将たちの穴埋めをするべく、おいらたちがこのダンジョンで待機することになったんすよね」

			　そして、おいらたちもダンジョンに落ちたエナーリア軍の動向は、そこそこ……というか、大将たちの子供が生まれた報告を聞くまでそわそわしていたっす。

			　で、深夜に出産報告。母子ともに健康だと連絡が来て、喝采!!

			　ダンジョン勤務の部下たちも、必要最低限を残して参加させてお祝いをしたっす。

			　あ、ちゃんと予算はエリス姐さんからもらってるっすよ？

			　さぼりでもないっすよ？

			　で、酔いつぶれて寝た結果が、見たくもない豚野郎の顔を見てのお目覚めとなったわけっす。

			「……ちっ。飲みすぎはよくないっすね」

			　悪態を吐きつつ、とりあえず顔を洗う前にごそごそとテーブルの上を片付けるっす。

			　どうせ、テーブルの上を片付けて手が汚れて洗う羽目になるから、その時に一緒に顔を洗えばいいっす。

			　あと、一応、勤務中っすからね。

			　そんな感じでごそごそやり始めると、ミノちゃんが音に気が付いて起きてきたっす。

			「んぁ？　あー？　スティーブだべ？」

			「おー、起きたっすか。ミノちゃん」

			「……おきた。起きたべ」

			　どうやら寝ぼけているらしく、辺りを見回して状況を確認しているっす。

			「……ああ。あんちゃんの子供が生まれて……」

			「そう。騒いだ後の祭りってやつっす」

			「おらも手伝うだ」

			　断る理由もないので、２人でそのまま後片付けを始める。

			「生まれたべな」

			「生まれたっすね」

			「よかったべ」

			「よかったっす」

			　本当によかったっす。

			　なぜか、自分のことのように嬉しかったっす。

			　いや、今でも嬉しいっす。

			　大将とは上司と部下という関係ではあるっすけど、この世界に来てからの付き合いっすからね。

			　こんなゴブリンやブラッドミノタウロスの怖い容姿に引くこともなく、仲良くやってきた大将が結婚して子供ができたってのは、なんというかこう、こみ上げるものがあるっす。

			「当初は、あんちゃん、この世界とは関わる気はなかったからべな」

			「そうっすね。会話はしても、仲良くなる気もなかったっすからね」

			　なんというか、当初、大将は仕事のためという感じで、姐さんたちと深く関わるのは嫌がっていた。

			　表面上はにこにこしていたっすけど、エルジュ姐さんやセラリア姐さんとかを露骨に嫌がってたっすよね。

			「まあ、あれだろ。エリスの姐さんたちを迎えてから、方向が変わったんだろう」

			「だな。まあ、もともと非情になれるタイプじゃないからな。ラビリスの嬢ちゃんの存在も大きかっただろうが」

			　そんな返事がソファーの方からして振り返ってみると、ジョンとスラきちさんも起きていた。

			「そうだべな。奴ど隷れいを仕入れて鞭むちを打って使うとか、あんちゃんがするわけないべ」

			「奴ど隷れいの方は姫様ご一行と違って、否応なしに巻き込んだからな。そこらへんは引け目を感じていたんだろうな」

			「で、ラビリスの嬢ちゃんに心の内を読まれて、全部話したのもよかったかもな」

			「それは同意っす。ラビリス姐さんがいなければ、案外、なにもなかったのかもしれないっすから」

			　最後まで欺あざむくつもりがばれちゃって……正直に話して仲間になってもらう必要があるって伝えたのは大きいと思うっす。

			「そうかー？　案外、ラッツ姐さんとかの猛攻で落ちてそうだけどな」

			「ああー、それは否定できないかもな。と、それはいいとして、俺たちも掃除をしよう」

			「おっと、そうだった。というか、何か緊急連絡とか来てないだろうな？」

			「じゃ、ジョンはそっちの確認を頼む」

			「あいよー」

			　そんなこと言いつつ、２人が掃除と連絡確認に加わる。

			「緊急連絡はなしだな。エナーリア軍も相変わらずだ。あー、眠い」

			「昨日は夜遅くまで騒いだからな。このダンジョンの駐留部隊の連中は大丈夫か？」

			「大丈夫だべ。ちゃんと働いているのは確認したべ。まあ、待機の連中はおいらたちと同じように騒いでたみたいだべ」

			「それはしゃーないっす。大将の子供が生まれたんすから。おいらたちも騒いだっすからね。と、これで最後っすかね」

			　散らかしたといっても、テーブルの周りぐらいなもので、４人でかかれば片付けはすぐに終わったっす。

			「お茶でも飲むべか？」

			「あ、おいら飲むっす」

			「俺も」

			「こっちも」

			「全員だべな。ちょっと待つべ」

			　掃除が終わったあとの一服で、ミノちゃんがお茶の準備を始める。

			　おいらたちは、ごみを捨てたあとは、そのままソファーに座ってのんびりする。

			「最初はスラきちさんとおいらだけの弱小魔物だけだったのに、大きくなったっすねー」

			　初めなんて、おいらは喋しやべることもできなかったっすからね。

			　大将から色々教えてもらって、裸族から脱却したんすよね。

			　スラきちさんは、喋ること以外は特に見た目で変わったことはないっすけど。

			「そうだなー。気が付けば、ミノちゃんやジョンも加わってるからな。正直な話、奴隷で来たエリスの姐さんたちよりも、付き合いは長いからな」

			「そういえば、そうだな。俺も、ミノちゃんと一緒に呼ばれたんだったな」

			　そう。ミノちゃんとジョンは、エルジュ姐さんとセラリア姐さんを追ってきたロシュールの軍を迎げい撃げきするために呼び出された魔物なので、実は奴ど隷れいで連れてこられたエリス姐さんたちよりも大将との付き合いは長い。

			　まあ、ミノちゃんは主に、ボスの間に来た連中のうちで運よく落とし穴に落ちなかった奴を落とす仕事で、魔物として働いたのか？　と言われると正直疑問っす。ジョンに至っては出番なしで、リテアとの戦いの時にようやく目立ったぐらいっすからね。その時からの野菜馬鹿だから、救いようがなかったっすね。

			　そんなことを話していると、ミノちゃんがお茶を持って戻ってきた。

			「しかし、子供が生まれたとなると、おいらたちはあんまり旅館の方には近寄らない方がいいかもしれないべな」

			「ああー、俺たちは魔物だしな。俺たちに慣れて魔物が怖くないと思われても困るしな」

			「それよりも、俺はともかく３人は顔がアレだからな。泣かれるんじゃね？」

			「……否定できないっすね」

			　お互い、ぶっさいく以前に、人の顔じゃないっすからね。

			　牙があったり、角があったり、耳が長かったり、体毛が長かったりと、まあ子供たちの情操教育に色々とよくないっすよね。

			　スラきちさんはゼリーの塊かたまりだから、人以前の問題っすね。

			　結局、おいらたちは魔物で、大将たちは人だったって話っす。

			　誰が悪いとかじゃなく、そういう話。

			　……もう、おいらたちとわいわいと草原で動物を捌さばいて焼いて食ってっていうのは、今後はないのかもしれないっすね。

			　というか、魔物とか以前に家族を持って子供ができると、そっちに掛かり切りになるっていうのは定番っすからね。

			「正直な話。大将が姐さんや子供を放り出しても、それはそれで問題っすよね」

			「ああ、きっと、俺たちのところに姐さんたちが押し寄せてくるぞ」

			「八つ当たりはやめて欲しいべ」

			「これは、俺たちからも、子育てを頑張れと宣言しておく必要がないか？」

			　４人で顔を見合わせる。

			　祝い事ではあるが、こういう話は下手をすると問題にしかならないっす。

			　だからこそ、世の中は変化するのを極力嫌がる。

			　そして、この手のことで問題が起きると、しわ寄せは確実においらたちに来る。

			　良くも悪くも大将と付き合いが長いし、確実に姐さんたちから色々相談を受けること間違いなし。というか、今までもあったっす。

			「どうすれば、大将が振り向くか？」とか「好きなものは何か？」とかね。

			　いや、しらねーっすって答えたら、隠してないではけーって頭ガクガク振られたっす。

			　セラリア姐さんに至っては、剣での斬りあい間違いなしっすね。

			　おいらの命の危機確定。

			　姐さん、イライラすると剣を振るっすからね。おいらを相手に。

			　やめて、そのバーサーカー。最近は出産前で大人しくしてたけど、今は身軽だから、今までのうっぷんも含めておいらに斬りかかりかねない。

			〝マタニティーブルーになったセラリア姐さんにスティーブ斬られる〟とか、ウィードで号外が出たりしそうで怖い。

			　というか、戦死よりも嫌っすね、それ。

			「よし!!　これよりおいらたちに被害がないように、大将、姐さんたちに出産祝いの品を贈ろうと思う。どうっすかね？」

			「「「異議なし」」」

			　他の３人も色々姐さんたちには無茶振りされているから、何とか機嫌を保って欲しいという思いは同じだったようだ。

			　で、いざ、何を送るべきかと話を続けようとすると、不意に大将からコール連絡がきた。

			『あ、スティーブ。そっちは問題ないか？』

			「大丈夫っす。いつもの通りっすよ」

			『そうか。今回は無茶言ってすまん』

			「いやいや、無事に生まれたようでなによりっすよ。あ、それで、出産祝いとか考えてたんすけど、どんなのがいいんすかね？」

			『出産祝い？　ああー……ベビー服や用品、あとは現金とかが日本じゃよかったけどなー。ベビー用品はＤＰで諸々仕入れられるし、お金に至っては金持ちだからなー』

			　くそ、最初から前途多難っすね。

			　そういえば、物資不足になるようなことはないっすよね。

			　ええい。こういう時の裕福が憎い。

			『まあ、そういうのは、いったん会ってから考えた方がいいぞ。セラリアたちもスティーブたちに子供を見せたいから、仕事を引き上げさせろって言ってるしな。俺も会わせたいし』

			「「「え？」」」

			　意外な言葉に、おいらたちは驚いた。

			「おいらたちが、子供さんたちに会ってもいいんすか？」

			『ん？　いや、ダメって理由が……。ああ、もちろん風呂入って、清潔な恰好しろよ。そうしないとコロスからな』

			「あ、いや、それは当然っすけど。ほら、おいらたち、魔物じゃないっすか……」

			『あーあー。今さらそんなこと気にしてるのか。無駄な遠慮だから気にするな。じゃ、今日は１時に上がって準備済ませて、２時にウィード病院前集合な』

			「あ、はい」

			　大将は、そう言い残すとコールを切った。

			「……なんか、余計な心配をしてただけみたいっすね」

			　おいらはそう言いながら３人に目をやり、苦笑いをする。

			「ま、大将が変わるはずもないか」

			「だべな。あんちゃんはあんちゃんだったべ」

			「と、それよりも、今何時だ？　げっ、もう12時50分じゃねーか。もう早めに上がって、風呂入って着替えて、出産祝い用意しないといけないぞ!?」

			「「「うげっ」」」

			　ジョンの言葉で全員時計に目をやると、本当にもうすぐ１時だった。

			　今からウィードに戻って、風呂入って、着替えて、出産祝いを買って病院に集合するのは、結構難易度が高いっす!?

			「というか、出産祝いは何にするっすか!?」

			「いきなり言われても思い浮かばねーよ!?」

			「うーん、さっさと決めて買いに行かないと間に合わないべ……」

			「別に、今買って渡す必要もないんだし、本人たちに何がいるか聞きだせばよくねーか？」

			「「「ああ」」」

			　出産祝いって慌てて持っていくようなものでもないよな。

			　というか、まだ出産したばっかりで入院中だ。出産祝いなんか渡されても邪魔っすよね。

			「確かに、出産祝いは基本的に出産してから２、３週間後ぐらいがいいって言われてるっすからね」

			「じゃ、さっさと戻って着替えてって感じだな。俺はスライムだし着替えはいらないから、適当にお菓子でも買ってくるわ」

			「たのむだ。それが無難だべ」

			「だな。じゃ、方針も決まったし、時間もないし、さっさと移動開始しよう」

			「「「おー」」」

			　

			　そんな感じで、病院で大将とセラリア姐さん、ルルア姐さんの子供たちを見てわいわい騒いだ結果、追い出されたのは笑い話だ。

			　ついでに、出産祝いも決まった。

			　大将や奥さんたちがしきりに写真を撮っているから、フォトアルバムとか、フォトフレームをナールジアさんに頼んで作ってもらおうと思う。

			　結局、おいらたちと大将の関係が変わることはなく、初めて会った時のように、話して、笑って、叱られて、泣いて、おいらたちの日々はこれからも続いていくっすね。

			「あ、スティーブ。退院したら、リハビリに付き合いなさい」

			　……セラリア姐さんも相変わらずで。

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			どうも、お久しぶりです。雪だるまでございます。初めての方は一気にここまでご購入いただき感謝です。相変わらずの、会社員兼作家の生活を満喫中。八巻は一月末発売なので社会人にしろ、学生にしろ色々忙しいかと思いますが、お互い頑張っていきましょう。（二〇一八年二月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一八年二月現在）

		

	
		
			必ひつ勝しようダンジョン運うん営えい方ほう法ほう⑧

			発行日：２０１８年２月３日

			著　者：雪ゆきだるま

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Yukidaruma 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『必勝ダンジョン運営方法⑧』（２０１８年２月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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